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与那原
交差点

与那原
警察署

日石
南部保健所前
バス停

南部保健所前
バス停

宮平
郵便局丸大宮平バス停

宮平バス停

兼城交差点

南風原石油

南風原町役場

総合精神保健
福祉センター

南部福祉
保健所

イオン
南風原店至

首
里

至那覇

那
覇
空
港
自
動
車
道

沖縄バス：（39）百名線（41）つきしろの町線
東陽バス：（30）泡瀬東線（37）那覇新開線（38）志喜屋線（91）城間線（南風原一日橋経由）
車で ： 那覇空港から南風原町経由与那原向け約20分

沖縄県健康づくり財団

一般財団法人 沖縄県健康づくり財団（沖縄県総合保健協会の名称が変わりました。）

お問い合わせ先

山里　將浩

【対象】小４〜６年生、中１〜３年生【対象】小４〜６年生、中１〜３年生

体験入会生受付中！体験入会生受付中！

↓相続・遺言に関することはこちらをチェック↓

相続・遺言おきなわ .com
http://souzokuigon-okinawa.com/

〜相続・遺言のお悩み解決します〜

完全個室の相談ブース完備。
お気軽にご相談ください。（要予約）
相続・遺言の無料相談実施中！

代表司法書士   喜屋武　力 与那原町字東浜２３番地２
（ローソン与那原東浜店となり）

←QRコードか
「相続 遺言 きゃん」
で検索してアクセス

営業時間 平日AM9:00〜PM5:30TEL 882-8177

完全個室のプライベートサロン SHINUS 〜シャイナス〜 完全予約制
全国エステティックサロンフォトコンテスト 2016 特別賞受賞

☎080‒6482‒4135 与那原町字東浜99-6  メイス403号

シミデトックス 妊活ケアサポート

生活習慣予防ケア

シミデトックス 7,500円→5,000円
20個～30個 ピンポイントケア

酵素栄養学・酸化・糖化等の内面美容は
健康寿命の延伸ケアです!
　　　カウンセリング 1,000円

妊活マイスターがいる
お店です！妊娠しやすい
カラダ作りをサポートします

シ
ミ
ケ
ア

　
分
あ
て
放
題

１
個 

２
５
０
円

ポロっと
排出!!

10

与那原町 住宅リフォーム支援事業 募集のご案内

ヒカリ塗装工業

TEL/FAX 098-911-0557沖縄県南城市佐敷字新里 519
事務所：与那原町字東浜62-33（203）

最高20万
ぜひ、この機会にお問い合わせ下さい。

〒901-1412
営業所

総合塗装・防水・改修工事

090-9656-8006
代表者 儀間博光（一級技能士）

補助金額工事費用の20％

沖縄県知事許可（般一）第13543号

やってき
たことは

　やはり
本物でし

たやってき
たことは

　やはり
本物でし

た



与那原町
よ な ばる ちょう

町
内
の
歯
科
医
師・照
屋
均
さ
ん（
中
央
）

と
真
栄
城
清
美
さ
ん（
右
）が
県
公
衆
衛

生
大
会・日
本
公
衆
衛
生
協
会
か
ら
表
彰

所
信
表
明

　
町
制
施
行
70
周
年
を
迎
え
る
今
年
度
、役
場
庁
舎
の
老
朽
化
に
と
も
な
う
新
庁
舎
の
建

て
替
え
、第
５
次
総
合
計
画
の
実
施
、大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
に
と
も
な
う
ま
ち
づ
く
り
、交

通
体
系
づ
く
り
、財
政
健
全
化
な
ど
、今
年
度
の
与
那
原
町
行
政
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
控

え
て
い
ま
す
。町
を
ど
の
よ
う
に
運
営
す
る
か
、照
屋
勉
与
那
原
町
長
は
３
月
４
日
、町
定

例
議
会
で
所
信
を
表
明
し
ま
し
た
。こ
こ
で
は
そ
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

（要旨）

※
文
中
で
は
平
成
31
年
度
を「
今
年
度
」と
し
て
い
ま
す

平
成
31
年
度

財
政
規
模
18
％
増
加

　
　
　
　
　基
金
取
り
崩
し
て
の
運
営

　
４
月
に
町
制
施
行
70
周
年
の
節

目
を
迎
え
ま
す
。長
き
に
わ
た
る
町

政
の
発
展
と
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、記
念
式
典
・
祝

賀
会
を
は
じ
め
、年
間
を
通
し
て
記

念
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
第
５
次
与
那
原
町
総

合
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り

ま
す
。基
本
構
想
を
２
０
２
８
年
度

ま
で
の
10
年
間
、前
期
基
本
計
画
を

２
０
２
３
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
設

定
し
、町
の
現
状
と
課
題
の
抽
出
、町

民
ニ
ー
ズ
も
ふ
ま
え
、将
来
に
お
け

る
町
の
あ
る
べ
き
姿
や
こ
ら
か
ら
の

進
む
べ
き
方
向
を
定
め
、施
策
の
展

開
や
施
策
を
推
進
す
る
た
め
に
５
年

後
の
目
標
を
数
値
化
し
ま
し
た
。

　
８
年
目
を
迎
え
た
一
括
交
付
金

は
、こ
れ
ま
で
の
事
業
の
検
討
や
審

査
、効
果
検
証
を
精
査
し
、今
後
本

町
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
事
業
を
導
入

し
、残
り
３
年
の
事
業
期
間
を
有
効

に
活
用
し
ま
す
。

　
ま
た
円
滑
な
交
通
体
系
を
つ
く
る

こ
と
は
本
町
に
と
っ
て
最
重
要
課
題

で
す
。昨
年
度
策
定
し
た「
与
那
原
町

地
域
総
合
交
通
戦
略
」で
位
置
付
け

た
施
策
を
具
体
的
に
検
討
し
て
実
施

し
ま
す
。

　
町
の
将
来
像「
み
ん
な
で
創
ろ
う

　
活
気
あ
ふ
れ
る
　
美
ら
ま
ち
　
与

那
原
」の
実
現
と
、与
那
原
町
創
生

総
合
戦
略
の
実
施
に
向
け
、諸
施
策

を
実
施
し
ま
す
。

町の人口（2月28日現在・カッコ内は前月末比）
　男　　　9,675 （＋18）
　女　　 10,163 （＋28）
　計　　 19,838 （＋46）
世帯数　　8,191 （＋21）　

与那原町役場の窓口業務時間
平日／  ８時30分～12時
　　　13時～17時15分

　ただし、下記の窓口業務のみ12時～13
時も行っております。

▼住民課／住民票などの証明書発行

▼税務課／所得証明書などの証明書発行
※上記以外の業務（申請やご相談など）は
　12時～13時には行っておりません。
※ほかすべての窓口は12時～13時がお休
　みです。

位　置　N26 1゚1'58.5"  E127 4゚5'17.5"
面　積　5.18km2
年平均気温　23．4℃
年間降水量　2159mm

呼　称　琉球語で「ユナバル」。
語　意　「ヨナ」は海岸のサンゴ砂（ユニ・
　　　　ヨナあるいはユナ）による。「ハル」
　　　　は開墾地の意。

町花木　　デイゴ
町　木　　リュウキュウコクタン
町　花　　ハイビスカス
町　魚　　ヨナバルマジク

町民憲章
　一、みんなでつくろう
　　　 みどり豊かな美しいまちを 
　一、みんなでそだてよう
　　　 奉仕するこころと福祉のまちを 
　一、みんなでめざそう
　　　 平和で明るい健康なまちを 
　一、みんなできずこう
　　　 かおり高い文化のまちを 
　一、みんなでのばそう
　　　 活気あふれる産業のまちを

　
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
87
億
９

千
百
万
円
で
、前
年
度
比
13
億
４
千

６
百
万
円
、18
・
１
％
増
で
す
。収
支

不
足
分
は
、財
政
調
整
基
金
３
億
８

百
万
円
あ
ま
り
、公
共
施
設
等
整
備

基
金
２
億
８
千
百
万
円
あ
ま
り
を

取
り
崩
し
ま
す
。

歳
入
＝
臨
時
財
政
対
策
債
を
含
め

た
実
質
的
な
地
方
交
付
税
は
、前
年

度
比
７
千
９
百
万
円
増
の
19
億
７

千
５
百
万
円
に
な
る
見
込
み
で
す
。

町
民
税
は
４
千
万
円
、固
定
資
産
税

は
１
千
３
百
万
円
、軽
自
動
車
税
は

２
百
万
円
と
も
に
増
え
、町
た
ば
こ

税
は
百
万
円
減
り
、前
年
度
比
５
千

４
百
万
円
増
え
た
16
億
５
千
百
万

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

歳
出
＝
新
庁
舎
及
び
仮
庁
舎
整
備

関
連
事
業
で
16
億
５
千
７
百
万
円

余
り
を
計
上
し
て
い
ま
す
。ま
た
、待

機
児
童
対
策
で
保
育
園
１
園
、小
規

模
保
育
園
２
園
の
新
設
に
よ
り
運
営

費
が
増
加
、社
会
保
障
費
の
自
然
増

に
よ
る
扶
助
費
の
増
加
に
対
応
す
る

た
め
、財
政
調
整
基
金
、公
共
施
設

等
整
備
基
金
を
取
り
崩
し
て
の
厳
し

い
予
算
編
成
で
す
。

■ 

財
政
健
全
化

　
財
政
は
、今
後
の
社
会
情
勢
の
変

化
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
建
設
な
ど
に

よ
る
新
た
な
行
政
需
要
の
増
加
が
予

測
さ
れ
ま
す
。収
支
の
安
定
し
た
バ

ラ
ン
ス
を
確
保
す
る
た
め
に
持
続
可

能
な
財
政
運
営
策
や
財
源
不
足
の

解
消
策
な
ど
を
検
討
・
実
施
し
、歳

入
規
模
に
応
じ
た
健
全
な
財
政
運

営
に
努
め
ま
す
。

■ 

新
庁
舎
は
実
施
設
計
段
階
に

　
新
庁
舎
整
備
事
業
は
、昨
年
10
月

に
基
本
設
計
の
検
討
を
深
め
る
た

め「
与
那
原
町
庁
舎
建
設
検
討
委
員

会
」を
開
催
し
ま
し
た
。「
町
民
が
利

用
す
る
共
有
ス
ペ
ー
ス
」「
町
民
ホ
ー

ル
」「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」に
つ
い
て
諮
問

し
、５
回
の
審
議
を
経
て
、共
有
ス

ペ
ー
ス
の
配
置
・
町
民
ホ
ー
ル
の
内

覧
・
規
模
・
座
席
数
な
ど
に
加
え
、来

庁
さ
れ
る
全
て
の
方
が
安
全
で
安
心

し
て
利
用
で
き
る
施
設
と
す
る
よ
う

答
申
を
受
け
ま
し
た
。現
在
は
こ
の

答
申
内
容
の
ほ
か
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
・
庁
内
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
な
ど
の
意

見
を
取
り
ま
と
め
、実
施
設
計
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
整
備
事
業
で
は
、５
月

に
現
庁
舎
か
ら
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

と
仮
設
プ
レ
ハ
ブ
を
仮
庁
舎
と
し
て

移
転
し
ま
す
。移
転
後
、現
庁
舎
の
解

体
工
事
、敷
地
の
造
成
工
事
を
始
め
、

新
庁
舎
・
町
民
ホ
ー
ル
の
建
設
工
事

に
取
り
掛
か
る
予
定
で
、２
０
２
１

年
３
月
末
の
工
事
完
了
予
定
で
す
。

■ 

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
の

　
　
　
　   

土
地
利
用
計
画

　
沖
縄
県
が
策
定
し
た「
マ
リ
ン
タ

ウ
ン
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
エ
リ
ア
ま
ち
づ
く
り

デ
ザ
イ
ン
」で
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
ベ
イ
サ

イ
ド
ビ
ス
タ
・
マ
リ
ー
ナ
北
側
の
緑

地
は
ホ
テ
ル
用
地
に
、バ
ス
セ
ン
タ
ー

用
地
は
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
ホ
テ
ル

用
地
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
土
地
利
用
計
画
は
、沖
縄
県

と
協
議
を
進
め
な
が
ら
土
地
利
用
の

方
向
性
を
定
め
て
い
き
ま
す
。

生
活
環
境

１ 

窓
口
サ
ー
ビ
ス

　
昼
休
み
中
も
窓
口
を
開
け
る「
昼

窓
」や
広
域
行
政
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の

ほ
か
、住
民
票
な
ど
の
証
明
書
の
交

付
・
旅
券
関
連
業
務
を
続
け
、住
民

の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。ま

た
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
は
、申

請
を
行
っ
た
方
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な

カ
ー
ド
交
付
を
進
め
ま
す
。

２ 

道
路
事
業

　
町
道
上
与
那
原
前
の
井
線
道
路

整
備
事
業
は
、昨
年
度
に
引
き
続
き

道
路
用
地
の
購
入
、物
件
補
償
な
ど

を
行
い
早
期
に
利
用
で
き
る
よ
う
努

め
ま
す
。

　
国
道
与
那
原
バ
イ
パ
ス
か
ら
町
道

幹
線
１
号
線（
ゆ
め
な
り
橋
）に
向

か
う
町
道
与
原
19
号
線
は
、与
原
区

地
先
の
水
路
沿
い
護
岸
を
歩
行
者

道
路
と
し
て
整
備
し
ま
す
。完
成
す

る
と
当
添
か
ら
与
原
ま
で
の
護
岸
沿

い
が
す
べ
て
散
策
で
き
る
道
路
に
な

り
ま
す
。現
在
、用
地
測
量
業
務
と

用
地
購
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
国
道
３
２
９
号
与
那
原
バ
イ
パ
ス

整
備
は
、今
年
度
も
引
き
続
き
橋
梁

工
事
と
道
路
改
良
工
事
が
進
め
ら

れ
、近
い
う
ち
に
暫
定
的
に
２
車
線

が
開
通
す
る
見
通
し
で
す
。

３ 

緑
地 

・ 

公
園
の
緑
化

　
今
年
度
は
、与
那
古
浜
公
園
の
ト

ラ
ッ
ク
を
ゴ
ム
チ
ッ
プ
舗
装
に
し
ま

す
。身
体
へ
の
負
担
軽
減
や
雨
降
り

後
に
も
す
ぐ
に
利
用
で
き
る
な
ど
、

利
用
者
の
健
康
増
進
と
公
園
の
利

用
促
進
の
た
め
の
施
設
整
備
に
取
り

組
み
ま
す
。ほ
か
町
内
の
公
園
は
適

正
に
維
持
管
理
し
て
利
活
用
を
進

め
、町
民
の
身
近
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
所
と

し
て
美
し
く
快
適
な
空
間
形
成
を

図
り
ま
す
。ま
た
、緑
地
へ
の
美
化
・

緑
化
を
推
進
し
ま
す
。

４ 

都
市
計
画

　
庁
舎
周
辺
地
域
に「
都
市
再
生
整

備
計
画
」を
策
定
し
、新
庁
舎
整
備

と
併
せ
て
建
設
す
る
町
民
ホ
ー
ル
や

保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
費
用
の
一
部

を
捻
出
す
る
た
め
に
補
助
事
業
を
導

入
す
る
な
ど
、円
滑
な
事
業
の
推
進

が
図
れ
る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
周
辺

は
、宿
泊
施
設
や
商
業
施
設
が
立
地

で
き
る
よ
う
用
途
地
域
や
地
区
計

画
を
検
討
し
、海
外
な
ど
か
ら
の
来

訪
者
受
け
入
れ
態
勢
の
強
化
を
は
か

り
、大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
を
有
効
活

用
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
図
り
ま

す
。

５ 

下
水
道
事
業

　
汚
水
事
業
は
昨
年
11
月
末
の
整

備
率
が
約
75
％
、接
続
率
は
73
％

と
、整
備
率
で
対
前
年
度
比
２
％
の

ア
ッ
プ
で
す
。今
後
も
引
き
続
き
公

共
下
水
道
へ
未
接
続
世
帯
へ
の
戸
別

訪
問
や
接
続
補
助
に
加
え
、各
種
関

係
団
体
と
の
連
携
・
広
報
活
動
の
強

化
に
よ
り
、周
知
徹
底
、支
援
体
制
の

充
実
を
図
り
な
が
ら
、接
続
向
上
に

努
め
ま
す
。

　
今
年
度
の
主
な
下
水
道
事
業
は
、

汚
水
事
業
が
当
添
地
区
の
汚
水
管

布
設
工
事
、雨
水
事
業
で
は
前
年
度

に
引
き
続
き
江
口
地
区
の
雨
水
管
布

設
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

６ 

水
道
事
業

　
今
年
度
は
森
下
地
区
で
の
配
水

管
の
耐
震
化
工
事
、板
良
敷
ポ
ン
プ

場
の
更
新
工
事
を
予
定
し
て
い
ま

す
。ま
た
、漏
水
対
策
の
強
化
も
同

時
に
推
し
進
め
ま
す
。

　
今
後
も
改
良
・
更
新
に
十
分
配
慮

し
、災
害
な
ど
の
非
常
時
に
も
必
要

な
水
を
供
給
で
き
る
施
設
の
整
備
に

取
り
組
み
、健
全
な
経
営
基
盤
の

下
、信
頼
性
の
高
い
水
道
事
業
を
続

け
ま
す
。

７ 

住
宅
政
策

　
町
営
住
宅
は
、今
後
も
管
理
運
営

を
徹
底
し
、家
賃
徴
収
率
１
０
０
％

を
目
指
し
、空
き
家
待
ち
入
居
募
集

は
、引
き
続
き
低
所
得
者
、高
齢
者

や
障
が
い
者
ほ
か
、住
宅
困
窮
者
へ

優
先
的
な
入
居
を
図
り
ま
す
。

　
民
間
住
宅
は
、住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業
を
続
け
、修
繕
・
耐
震
補

強
工
事
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
な
ど

の
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
で
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
に
配
慮
し

た
住
環
境
整
備
を
支
援
し
ま
す
。
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与那原町
よ な ばる ちょう

町
内
の
歯
科
医
師・照
屋
均
さ
ん（
中
央
）

と
真
栄
城
清
美
さ
ん（
右
）が
県
公
衆
衛

生
大
会・日
本
公
衆
衛
生
協
会
か
ら
表
彰

所
信
表
明

　
町
制
施
行
70
周
年
を
迎
え
る
今
年
度
、役
場
庁
舎
の
老
朽
化
に
と
も
な
う
新
庁
舎
の
建

て
替
え
、第
５
次
総
合
計
画
の
実
施
、大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
に
と
も
な
う
ま
ち
づ
く
り
、交

通
体
系
づ
く
り
、財
政
健
全
化
な
ど
、今
年
度
の
与
那
原
町
行
政
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
控

え
て
い
ま
す
。町
を
ど
の
よ
う
に
運
営
す
る
か
、照
屋
勉
与
那
原
町
長
は
３
月
４
日
、町
定

例
議
会
で
所
信
を
表
明
し
ま
し
た
。こ
こ
で
は
そ
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

（要旨）

※

文
中
で
は
平
成
31
年
度
を「
今
年
度
」と
し
て
い
ま
す

平
成
31
年
度

財
政
規
模
18
％
増
加

　
　
　
　
　基
金
取
り
崩
し
て
の
運
営

　
４
月
に
町
制
施
行
70
周
年
の
節

目
を
迎
え
ま
す
。長
き
に
わ
た
る
町

政
の
発
展
と
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、記
念
式
典
・
祝

賀
会
を
は
じ
め
、年
間
を
通
し
て
記

念
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
第
５
次
与
那
原
町
総

合
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り

ま
す
。基
本
構
想
を
２
０
２
８
年
度

ま
で
の
10
年
間
、前
期
基
本
計
画
を

２
０
２
３
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
設

定
し
、町
の
現
状
と
課
題
の
抽
出
、町

民
ニ
ー
ズ
も
ふ
ま
え
、将
来
に
お
け

る
町
の
あ
る
べ
き
姿
や
こ
ら
か
ら
の

進
む
べ
き
方
向
を
定
め
、施
策
の
展

開
や
施
策
を
推
進
す
る
た
め
に
５
年

後
の
目
標
を
数
値
化
し
ま
し
た
。

　
８
年
目
を
迎
え
た
一
括
交
付
金

は
、こ
れ
ま
で
の
事
業
の
検
討
や
審

査
、効
果
検
証
を
精
査
し
、今
後
本

町
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
事
業
を
導
入

し
、残
り
３
年
の
事
業
期
間
を
有
効

に
活
用
し
ま
す
。

　
ま
た
円
滑
な
交
通
体
系
を
つ
く
る

こ
と
は
本
町
に
と
っ
て
最
重
要
課
題

で
す
。昨
年
度
策
定
し
た「
与
那
原
町

地
域
総
合
交
通
戦
略
」で
位
置
付
け

た
施
策
を
具
体
的
に
検
討
し
て
実
施

し
ま
す
。

　
町
の
将
来
像「
み
ん
な
で
創
ろ
う

　
活
気
あ
ふ
れ
る
　
美
ら
ま
ち
　
与

那
原
」の
実
現
と
、与
那
原
町
創
生

総
合
戦
略
の
実
施
に
向
け
、諸
施
策

を
実
施
し
ま
す
。

町の人口（2月28日現在・カッコ内は前月末比）
　男　　　9,675 （＋18）
　女　　 10,163 （＋28）
　計　　 19,838 （＋46）
世帯数　　8,191 （＋21）　

与那原町役場の窓口業務時間
平日／  ８時30分～12時
　　　13時～17時15分

　ただし、下記の窓口業務のみ12時～13
時も行っております。

▼住民課／住民票などの証明書発行

▼税務課／所得証明書などの証明書発行
※上記以外の業務（申請やご相談など）は
　12時～13時には行っておりません。
※ほかすべての窓口は12時～13時がお休
　みです。

位　置　N26 1゚1'58.5"  E127 4゚5'17.5"
面　積　5.18km2
年平均気温　23．4℃
年間降水量　2159mm

呼　称　琉球語で「ユナバル」。
語　意　「ヨナ」は海岸のサンゴ砂（ユニ・
　　　　ヨナあるいはユナ）による。「ハル」
　　　　は開墾地の意。

町花木　　デイゴ
町　木　　リュウキュウコクタン
町　花　　ハイビスカス
町　魚　　ヨナバルマジク

町民憲章
　一、みんなでつくろう
　　　 みどり豊かな美しいまちを 
　一、みんなでそだてよう
　　　 奉仕するこころと福祉のまちを 
　一、みんなでめざそう
　　　 平和で明るい健康なまちを 
　一、みんなできずこう
　　　 かおり高い文化のまちを 
　一、みんなでのばそう
　　　 活気あふれる産業のまちを

　
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
87
億
９

千
百
万
円
で
、前
年
度
比
13
億
４
千

６
百
万
円
、18
・
１
％
増
で
す
。収
支

不
足
分
は
、財
政
調
整
基
金
３
億
８

百
万
円
あ
ま
り
、公
共
施
設
等
整
備

基
金
２
億
８
千
百
万
円
あ
ま
り
を

取
り
崩
し
ま
す
。

歳
入
＝
臨
時
財
政
対
策
債
を
含
め

た
実
質
的
な
地
方
交
付
税
は
、前
年

度
比
７
千
９
百
万
円
増
の
19
億
７

千
５
百
万
円
に
な
る
見
込
み
で
す
。

町
民
税
は
４
千
万
円
、固
定
資
産
税

は
１
千
３
百
万
円
、軽
自
動
車
税
は

２
百
万
円
と
も
に
増
え
、町
た
ば
こ

税
は
百
万
円
減
り
、前
年
度
比
５
千

４
百
万
円
増
え
た
16
億
５
千
百
万

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

歳
出
＝
新
庁
舎
及
び
仮
庁
舎
整
備

関
連
事
業
で
16
億
５
千
７
百
万
円

余
り
を
計
上
し
て
い
ま
す
。ま
た
、待

機
児
童
対
策
で
保
育
園
１
園
、小
規

模
保
育
園
２
園
の
新
設
に
よ
り
運
営

費
が
増
加
、社
会
保
障
費
の
自
然
増

に
よ
る
扶
助
費
の
増
加
に
対
応
す
る

た
め
、財
政
調
整
基
金
、公
共
施
設

等
整
備
基
金
を
取
り
崩
し
て
の
厳
し

い
予
算
編
成
で
す
。

■ 

財
政
健
全
化

　
財
政
は
、今
後
の
社
会
情
勢
の
変

化
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
建
設
な
ど
に

よ
る
新
た
な
行
政
需
要
の
増
加
が
予

測
さ
れ
ま
す
。収
支
の
安
定
し
た
バ

ラ
ン
ス
を
確
保
す
る
た
め
に
持
続
可

能
な
財
政
運
営
策
や
財
源
不
足
の

解
消
策
な
ど
を
検
討
・
実
施
し
、歳

入
規
模
に
応
じ
た
健
全
な
財
政
運

営
に
努
め
ま
す
。

■ 

新
庁
舎
は
実
施
設
計
段
階
に

　
新
庁
舎
整
備
事
業
は
、昨
年
10
月

に
基
本
設
計
の
検
討
を
深
め
る
た

め「
与
那
原
町
庁
舎
建
設
検
討
委
員

会
」を
開
催
し
ま
し
た
。「
町
民
が
利

用
す
る
共
有
ス
ペ
ー
ス
」「
町
民
ホ
ー

ル
」「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」に
つ
い
て
諮
問

し
、５
回
の
審
議
を
経
て
、共
有
ス

ペ
ー
ス
の
配
置
・
町
民
ホ
ー
ル
の
内

覧
・
規
模
・
座
席
数
な
ど
に
加
え
、来

庁
さ
れ
る
全
て
の
方
が
安
全
で
安
心

し
て
利
用
で
き
る
施
設
と
す
る
よ
う

答
申
を
受
け
ま
し
た
。現
在
は
こ
の

答
申
内
容
の
ほ
か
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
・
庁
内
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
な
ど
の
意

見
を
取
り
ま
と
め
、実
施
設
計
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
整
備
事
業
で
は
、５
月

に
現
庁
舎
か
ら
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

と
仮
設
プ
レ
ハ
ブ
を
仮
庁
舎
と
し
て

移
転
し
ま
す
。移
転
後
、現
庁
舎
の
解

体
工
事
、敷
地
の
造
成
工
事
を
始
め
、

新
庁
舎
・
町
民
ホ
ー
ル
の
建
設
工
事

に
取
り
掛
か
る
予
定
で
、２
０
２
１

年
３
月
末
の
工
事
完
了
予
定
で
す
。

■ 

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
の

　
　
　
　   

土
地
利
用
計
画

　
沖
縄
県
が
策
定
し
た「
マ
リ
ン
タ

ウ
ン
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
エ
リ
ア
ま
ち
づ
く
り

デ
ザ
イ
ン
」で
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
ベ
イ
サ

イ
ド
ビ
ス
タ
・
マ
リ
ー
ナ
北
側
の
緑

地
は
ホ
テ
ル
用
地
に
、バ
ス
セ
ン
タ
ー

用
地
は
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
ホ
テ
ル

用
地
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
土
地
利
用
計
画
は
、沖
縄
県

と
協
議
を
進
め
な
が
ら
土
地
利
用
の

方
向
性
を
定
め
て
い
き
ま
す
。

生
活
環
境

１ 

窓
口
サ
ー
ビ
ス

　
昼
休
み
中
も
窓
口
を
開
け
る「
昼

窓
」や
広
域
行
政
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の

ほ
か
、住
民
票
な
ど
の
証
明
書
の
交

付
・
旅
券
関
連
業
務
を
続
け
、住
民

の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。ま

た
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
は
、申

請
を
行
っ
た
方
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な

カ
ー
ド
交
付
を
進
め
ま
す
。

２ 

道
路
事
業

　
町
道
上
与
那
原
前
の
井
線
道
路

整
備
事
業
は
、昨
年
度
に
引
き
続
き

道
路
用
地
の
購
入
、物
件
補
償
な
ど

を
行
い
早
期
に
利
用
で
き
る
よ
う
努

め
ま
す
。

　
国
道
与
那
原
バ
イ
パ
ス
か
ら
町
道

幹
線
１
号
線（
ゆ
め
な
り
橋
）に
向

か
う
町
道
与
原
19
号
線
は
、与
原
区

地
先
の
水
路
沿
い
護
岸
を
歩
行
者

道
路
と
し
て
整
備
し
ま
す
。完
成
す

る
と
当
添
か
ら
与
原
ま
で
の
護
岸
沿

い
が
す
べ
て
散
策
で
き
る
道
路
に
な

り
ま
す
。現
在
、用
地
測
量
業
務
と

用
地
購
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
国
道
３
２
９
号
与
那
原
バ
イ
パ
ス

整
備
は
、今
年
度
も
引
き
続
き
橋
梁

工
事
と
道
路
改
良
工
事
が
進
め
ら

れ
、近
い
う
ち
に
暫
定
的
に
２
車
線

が
開
通
す
る
見
通
し
で
す
。

３ 

緑
地 

・ 

公
園
の
緑
化

　
今
年
度
は
、与
那
古
浜
公
園
の
ト

ラ
ッ
ク
を
ゴ
ム
チ
ッ
プ
舗
装
に
し
ま

す
。身
体
へ
の
負
担
軽
減
や
雨
降
り

後
に
も
す
ぐ
に
利
用
で
き
る
な
ど
、

利
用
者
の
健
康
増
進
と
公
園
の
利

用
促
進
の
た
め
の
施
設
整
備
に
取
り

組
み
ま
す
。ほ
か
町
内
の
公
園
は
適

正
に
維
持
管
理
し
て
利
活
用
を
進

め
、町
民
の
身
近
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
所
と

し
て
美
し
く
快
適
な
空
間
形
成
を

図
り
ま
す
。ま
た
、緑
地
へ
の
美
化
・

緑
化
を
推
進
し
ま
す
。

４ 

都
市
計
画

　
庁
舎
周
辺
地
域
に「
都
市
再
生
整

備
計
画
」を
策
定
し
、新
庁
舎
整
備

と
併
せ
て
建
設
す
る
町
民
ホ
ー
ル
や

保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
費
用
の
一
部

を
捻
出
す
る
た
め
に
補
助
事
業
を
導

入
す
る
な
ど
、円
滑
な
事
業
の
推
進

が
図
れ
る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
周
辺

は
、宿
泊
施
設
や
商
業
施
設
が
立
地

で
き
る
よ
う
用
途
地
域
や
地
区
計

画
を
検
討
し
、海
外
な
ど
か
ら
の
来

訪
者
受
け
入
れ
態
勢
の
強
化
を
は
か

り
、大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
を
有
効
活

用
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
図
り
ま

す
。

５ 

下
水
道
事
業

　
汚
水
事
業
は
昨
年
11
月
末
の
整

備
率
が
約
75
％
、接
続
率
は
73
％

と
、整
備
率
で
対
前
年
度
比
２
％
の

ア
ッ
プ
で
す
。今
後
も
引
き
続
き
公

共
下
水
道
へ
未
接
続
世
帯
へ
の
戸
別

訪
問
や
接
続
補
助
に
加
え
、各
種
関

係
団
体
と
の
連
携
・
広
報
活
動
の
強

化
に
よ
り
、周
知
徹
底
、支
援
体
制
の

充
実
を
図
り
な
が
ら
、接
続
向
上
に

努
め
ま
す
。

　
今
年
度
の
主
な
下
水
道
事
業
は
、

汚
水
事
業
が
当
添
地
区
の
汚
水
管

布
設
工
事
、雨
水
事
業
で
は
前
年
度

に
引
き
続
き
江
口
地
区
の
雨
水
管
布

設
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

６ 

水
道
事
業

　
今
年
度
は
森
下
地
区
で
の
配
水

管
の
耐
震
化
工
事
、板
良
敷
ポ
ン
プ

場
の
更
新
工
事
を
予
定
し
て
い
ま

す
。ま
た
、漏
水
対
策
の
強
化
も
同

時
に
推
し
進
め
ま
す
。

　
今
後
も
改
良
・
更
新
に
十
分
配
慮

し
、災
害
な
ど
の
非
常
時
に
も
必
要

な
水
を
供
給
で
き
る
施
設
の
整
備
に

取
り
組
み
、健
全
な
経
営
基
盤
の

下
、信
頼
性
の
高
い
水
道
事
業
を
続

け
ま
す
。

７ 

住
宅
政
策

　
町
営
住
宅
は
、今
後
も
管
理
運
営

を
徹
底
し
、家
賃
徴
収
率
１
０
０
％

を
目
指
し
、空
き
家
待
ち
入
居
募
集

は
、引
き
続
き
低
所
得
者
、高
齢
者

や
障
が
い
者
ほ
か
、住
宅
困
窮
者
へ

優
先
的
な
入
居
を
図
り
ま
す
。

　
民
間
住
宅
は
、住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業
を
続
け
、修
繕
・
耐
震
補

強
工
事
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
な
ど

の
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
で
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
に
配
慮
し

た
住
環
境
整
備
を
支
援
し
ま
す
。
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１ 

窓
口
サ
ー
ビ
ス

　
昼
休
み
中
も
窓
口
を
開
け
る「
昼

窓
」や
広
域
行
政
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の

ほ
か
、住
民
票
な
ど
の
証
明
書
の
交

付
・
旅
券
関
連
業
務
を
続
け
、住
民

の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。ま

た
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
は
、申

請
を
行
っ
た
方
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な

カ
ー
ド
交
付
を
進
め
ま
す
。

２ 

道
路
事
業

　
町
道
上
与
那
原
前
の
井
線
道
路

整
備
事
業
は
、昨
年
度
に
引
き
続
き

道
路
用
地
の
購
入
、物
件
補
償
な
ど

を
行
い
早
期
に
利
用
で
き
る
よ
う
努

め
ま
す
。

　
国
道
与
那
原
バ
イ
パ
ス
か
ら
町
道

幹
線
１
号
線（
ゆ
め
な
り
橋
）に
向

か
う
町
道
与
原
19
号
線
は
、与
原
区

地
先
の
水
路
沿
い
護
岸
を
歩
行
者

道
路
と
し
て
整
備
し
ま
す
。完
成
す

る
と
当
添
か
ら
与
原
ま
で
の
護
岸
沿

い
が
す
べ
て
散
策
で
き
る
道
路
に
な

り
ま
す
。現
在
、用
地
測
量
業
務
と

用
地
購
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
国
道
３
２
９
号
与
那
原
バ
イ
パ
ス

整
備
は
、今
年
度
も
引
き
続
き
橋
梁

工
事
と
道
路
改
良
工
事
が
進
め
ら

れ
、近
い
う
ち
に
暫
定
的
に
２
車
線

が
開
通
す
る
見
通
し
で
す
。

３ 

緑
地 

・ 

公
園
の
緑
化

　
今
年
度
は
、与
那
古
浜
公
園
の
ト

ラ
ッ
ク
を
ゴ
ム
チ
ッ
プ
舗
装
に
し
ま

す
。身
体
へ
の
負
担
軽
減
や
雨
降
り

後
に
も
す
ぐ
に
利
用
で
き
る
な
ど
、

利
用
者
の
健
康
増
進
と
公
園
の
利

用
促
進
の
た
め
の
施
設
整
備
に
取
り

組
み
ま
す
。ほ
か
町
内
の
公
園
は
適

正
に
維
持
管
理
し
て
利
活
用
を
進

め
、町
民
の
身
近
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
所
と

し
て
美
し
く
快
適
な
空
間
形
成
を

図
り
ま
す
。ま
た
、緑
地
へ
の
美
化
・

緑
化
を
推
進
し
ま
す
。

４ 

都
市
計
画

　
庁
舎
周
辺
地
域
に「
都
市
再
生
整

備
計
画
」を
策
定
し
、新
庁
舎
整
備

と
併
せ
て
建
設
す
る
町
民
ホ
ー
ル
や

保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
費
用
の
一
部

を
捻
出
す
る
た
め
に
補
助
事
業
を
導

入
す
る
な
ど
、円
滑
な
事
業
の
推
進

が
図
れ
る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
周
辺

は
、宿
泊
施
設
や
商
業
施
設
が
立
地

で
き
る
よ
う
用
途
地
域
や
地
区
計

画
を
検
討
し
、海
外
な
ど
か
ら
の
来

訪
者
受
け
入
れ
態
勢
の
強
化
を
は
か

り
、大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
を
有
効
活

用
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
図
り
ま

す
。

５ 

下
水
道
事
業

　
汚
水
事
業
は
昨
年
11
月
末
の
整

備
率
が
約
75
％
、接
続
率
は
73
％

と
、整
備
率
で
対
前
年
度
比
２
％
の

ア
ッ
プ
で
す
。今
後
も
引
き
続
き
公

共
下
水
道
へ
未
接
続
世
帯
へ
の
戸
別

訪
問
や
接
続
補
助
に
加
え
、各
種
関

係
団
体
と
の
連
携
・
広
報
活
動
の
強

化
に
よ
り
、周
知
徹
底
、支
援
体
制
の

充
実
を
図
り
な
が
ら
、接
続
向
上
に

努
め
ま
す
。

　
今
年
度
の
主
な
下
水
道
事
業
は
、

汚
水
事
業
が
当
添
地
区
の
汚
水
管

布
設
工
事
、雨
水
事
業
で
は
前
年
度

に
引
き
続
き
江
口
地
区
の
雨
水
管
布

設
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

６ 

水
道
事
業

　
今
年
度
は
森
下
地
区
で
の
配
水

管
の
耐
震
化
工
事
、板
良
敷
ポ
ン
プ

場
の
更
新
工
事
を
予
定
し
て
い
ま

す
。ま
た
、漏
水
対
策
の
強
化
も
同

時
に
推
し
進
め
ま
す
。

　
今
後
も
改
良
・
更
新
に
十
分
配
慮

し
、災
害
な
ど
の
非
常
時
に
も
必
要

な
水
を
供
給
で
き
る
施
設
の
整
備
に

取
り
組
み
、健
全
な
経
営
基
盤
の

下
、信
頼
性
の
高
い
水
道
事
業
を
続

け
ま
す
。

７ 

住
宅
政
策

　
町
営
住
宅
は
、今
後
も
管
理
運
営

を
徹
底
し
、家
賃
徴
収
率
１
０
０
％

を
目
指
し
、空
き
家
待
ち
入
居
募
集

は
、引
き
続
き
低
所
得
者
、高
齢
者

や
障
が
い
者
ほ
か
、住
宅
困
窮
者
へ

優
先
的
な
入
居
を
図
り
ま
す
。

　
民
間
住
宅
は
、住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業
を
続
け
、修
繕
・
耐
震
補

強
工
事
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
な
ど

の
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
で
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
に
配
慮
し

た
住
環
境
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

産
業
の
振
興

福
祉
・
子
育
て
・
健
康 １ 

農
　
業

　
本
町
は
、農
業
従
事
者
の
高
齢
化

に
よ
る
離
農
、後
継
者
不
足
に
よ
り

遊
休
農
地
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。今

後
は
、Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
や
農
地
中
間

管
理
機
構
な
ど
の
農
業
関
係
機
関

と
連
携
し
、若
い
農
業
従
事
者
や
地

域
の
核
と
な
る
べ
き
農
業
従
事
者
へ

遊
休
農
地
な
ど
の
活
用
を
含
め
、耕

作
地
な
ど
の
生
産
基
盤
を
充
実
さ
せ

て
安
定
し
た
農
業
経
営
を
図
り
、農

業
施
設
の
近
代
化
を
推
進
し
、地
域

農
業
を
振
興
し
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
は
新
し
い
制
度
の
下

で「
農
地
利
用
最
適
化
」を
大
き
な

柱
と
し
て
、農
地
の
保
全
・
有
効
利

用
を
進
め
ま
す
。

２ 

水
産
業

　
水
産
業
は
、ソ
デ
イ
カ
の
陸
揚
量

が
続
け
て
年
間
４
０
０
ト
ン
を
超
え

て
い
ま
す
。ま
た
、荷
捌
き
施
設
が
優

良
衛
生
品
質
管
理
市
場
の
認
定
を

続
け
て
受
け
て
お
り
、当
添
漁
港
を

核
と
し
た
水
産
業
は
、本
町
の
一
大

産
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
８
月
に
は
、本
町
初
の
中
層

型
浮
漁
礁
を
久
高
沖
海
域
に
１
基

設
置
し
た
こ
と
で
、マ
グ
ロ
な
ど
の
漁

獲
量
増
加
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
今
後
も
、与
那
原
・
西
原
町
漁
業

協
同
組
合
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、

本
町
の
特
産
品
・
ヒ
ジ
キ
を
活
用
し

た
水
産
品
ブ
ラ
ン
ド
確
立
や
水
産
業

の
６
次
産
業
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
方
向

か
ら
検
討
し
、水
産
業
振
興
に
取
り

組
み
ま
す
。

３ 

商
工
業

　
商
工
会
に
対
す
る
育
成
補
助
や
、

町
の
事
業
に
町
内
事
業
者
を
優
先

し
て
活
用
中
小
企
業
経
営
の
安
定

化
を
図
る
と
と
も
に
、「
特
産
品
」認

定
の
施
策
を
推
め
て
地
元
生
産
者
の

生
産
意
欲
と
技
術
向
上
を
促
し
て

販
路
拡
大
に
つ
な
げ
ま
す
。ま
た
、良

好
な
街
並
み
景
観
形
成
や
地
場
産

業
振
興
を
目
的
と
し
た「
沖
縄
赤
瓦

使
用
奨
励
金
交
付
制
度
」も
続
け
、

地
場
産
業
製
品
の
赤
瓦
・
レ
ン
ガ
な

ど
の
活
用
促
進
に
努
め
ま
す
。さ
ら

に
、町
内
で
新
た
な
事
業
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
創
業
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

開
業
意
欲
の
向
上
、開
業
機
会
の
増

加
を
進
め
、産
業
の
活
性
化
に
つ
な

げ
ま
す
。

　４ 

観
　
光

　
与
那
原
町
観
光
実
施
計
画
で
は
、

「
大
綱
曳
」「
水
路
」「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」を

３
つ
の
重
点
事
項
に
位
置
付
け
、計

画
期
間
２
年
目
の
今
年
度
も
引
き

続
き
こ
の
３
本
柱
を
中
心
に
進
め
ま

す
。

　
今
年
度
は
、与
那
原
大
綱
曳
の
魅

力
を
紹
介
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作

成
し
て
県
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、「
与

那
原
町
と
い
え
ば
大
綱
曳
」の
イ

メ
ー
ジ
定
着
を
進
め
ま
す
。ま
た
、東

浜
水
路
と
食
の
魅
力
を
融
合
さ
せ
、

水
辺
空
間
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
や

夜
の
与
那
原
を
切
り
口
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
続
け
、新
た
な
観
光
客
の
誘

致
に
努
め
ま
す
。

５ 

雇
用
対
策

　
商
工
会
や
町
内
事
業
所
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
の
連
携
に
よ
り
求
人
情
報

を
収
集
し
、求
人
情
報
閲
覧
会
の
開

催
や
求
職
者
へ
の
提
供
を
通
し
て
、

求
職
者
と
人
手
不
足
に
悩
む
町
内

事
業
所
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

６ 

東
海
岸
地
域
サ
ン
ラ
イ
ズ

　
　
　
　  

推
進
協
議
会

　
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
に
位
置
づ

け
ら
れ
た
東
海
岸
地
域
の
開
発
を
進

め
る
に
あ
た
り
、中
城
湾
地
域
の
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、地

域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
個
性
と
賑

わ
い
の
あ
る
ま
ち
の
形
成
を
進
め
ま

す
。

■ 

地
域
福
祉

　
今
年
度
か
ら
高
齢
者
や
障
が
い

者
の
外
出
支
援
の
た
め
、巡
回
型
町

内
バ
ス
の
実
証
実
験
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
地
域
福
祉
の
拠
点
で
あ
る
社
会
福

祉
協
議
会
・
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
の
支
援
強
化
を
図
り
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
、地
域
見
守
り

支
援
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
生
活
の
困
り
ご
と
や
不
安
な
事
を

解
消
す
る
た
め
、県
や
各
機
関
と
連

携
し
、個
々
に
あ
っ
た
支
援
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
相
談
体
制
の
充
実
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
高
齢
者
施
策
は
、重
度
な
要
介
護

状
態
に
な
っ
て
も
地
域
で
自
分
ら
し

い
暮
ら
し
を
最
後
ま
で
送
れ
る
よ
う

■ 

大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
関
連

　
与
那
原
町
独
自
の
計
画
も
踏
ま

え
、事
業
主
体
で
あ
る
沖
縄
県
と
の

連
携
を
図
り
、大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設

を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
・
地
域

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。ま
た
懸
念
さ

れ
る
交
通
渋
滞
・
防
犯
・
防
災
・
環
境

対
策
な
ど
の
課
題
は
、沖
縄
県
や
近

隣
自
治
体
と
連
携
し
、対
応
策
を
協

議
し
ま
す
。

な
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
進
め

る
た
め
、医
療
と
介
護
の
連
携
を
強

め
、切
れ
目
の
な
い
支
援
を
目
指
し

ま
す
。

　
認
知
症
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
、認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
に
よ
る
支
援
や
医
療
機
関
・
関
係

機
関
と
連
携
し
、ま
た
地
域
の
理
解

や
協
力
体
制
を
築
き
な
が
ら
、ご
本

人
や
ご
家
族
の
視
点
に
立
っ
た
施
策

を
行
い
ま
す
。

　
障
害
者
に
は
、地
域
の
相
談
支
援

の
拠
点
と
し
て
、総
合
的
な
相
談
業

務
体
制
を
整
え
、成
年
後
見
制
度
の

普
及
や
困
難
事
例
対
応
に
努
め
ま

す
。補
装
具
、日
常
生
活
用
具
の
給

付
、自
立
支
援
事
業
な
ど
の
給
付
の

ほ
か
、適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
ま
す
。ま
た
就
労
支
援
を
充
実

さ
せ
、互
い
に
個
性
を
尊
重
し
な
が

ら
多
様
な
形
で
社
会
参
加
で
き
る
よ

う
に
支
援
し
ま
す
。

　
生
活
の
困
り
ご
と
や
不
安
な
事
を

解
消
す
る
た
め
、県
や
各
機
関
と
連

携
し
、個
々
に
あ
っ
た
支
援
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
相
談
体
制
を
整
え
ま

す
。

■ 

子
育
て
支
援

　
子
ど
も
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
は
、子
育
て
環
境
の

充
実
が
根
幹
で
す
。保
育
サ
ー
ビ
ス・

子
育
て
支
援
施
策
の
充
実
を
図
り
良

好
な
子
育
て
環
境
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

　
待
機
児
童
の
解
消
は
保
育
サ
ー
ビ

ス
に
お
け
る
緊
急
課
題
で
す
。そ
の

対
策
と
し
て
、今
年
４
月
に
新
設
保

育
園
１
園
、認
可
外
保
育
施
設
を
２

カ
所
認
可
化
し
、開
園
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。今
後
も
、保
育
ニ
ー
ズ

の
把
握
に
努
め
、さ
ま
ざ
ま
な
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
は
昨

年
度
、未
就
学
児
対
象
に
現
物
給
付

を
行
い
ま
し
た
。今
後
は
小
中
学
生

へ
の
年
齢
を
広
げ
、さ
ら
に
子
育
て
世

代
の
支
援
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
昨
今
、子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境

は
さ
ま
ざ
ま
な
様
相
が
み
ら
れ
ま

す
。子
ど
も
を
支
援
す
る
た
め
、時
に

は
そ
の
保
護
者
や
家
族
へ
の
支
援
が

必
要
と
な
り
ま
す
。子
育
て
や
子
ど

も
の
発
達
な
ど
の
相
談
窓
口
に
保
育

士
を
配
置
し
、ま
た
臨
床
心
理
士
に

よ
る
町
内
保
育
施
設
巡
回
を
行
っ
て

保
護
者
、保
育
施
設
な
ど
の
適
切
な

支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、児
童
虐
待
防
止
の
た
め
、

早
期
発
見
に
よ
っ
て
関
わ
り
を
も

ち
、町
要
保
護
児
童
対
策
協
議
会
を

中
心
に
各
関
係
機
関
・
関
係
団
体
と

の
連
携
を
図
り
深
刻
化
防
止
に
努
め

ま
す
。

　
子
ど
も
の
貧
困
問
題
は「
児
童
自

立
支
援
員
」に
よ
る
支
援
活
動
と
地

域
資
源
、地
域
の
力
を
活
用
し
た

「
子
ど
も
の
居
場
所
」づ
く
り
支
援
を

続
け
、一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
貧
困
か
ら
脱
却
で
き
る
よ
う
努

力
し
ま
す
。

■ 

健
康
づ
く
り

　
健
康
づ
く
り
の
主
役
は
町
民
自
身

で
す
。各
種
健
診
・
健
康
相
談
・
健
康

づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、町
民
一

人
ひ
と
り
の
健
康
意
識
を
高
め
、健

康
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
習
慣
が

定
着
で
き
る
よ
う
、妊
娠
期
か
ら
成

人
期
ま
で
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応

じ
た
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

特
に
糖
尿
病
透
析
は
、医
療
費
だ
け

で
な
く
個
人
の
日
常
生
活
に
大
き
く

影
響
す
る
た
め
、予
防
す
る
取
り
組

み
を
強
化
し
ま
す
。

　
昨
年
は
県
内
で
の
は
し
か
感
染
、

全
国
で
は
風
疹
の
感
染
拡
大
が
あ

り
、改
め
て
予
防
接
種
の
重
要
性
が

認
識
さ
れ
た
１
年
で
し
た
。国
は
、風

疹
の
全
国
的
な
感
染
拡
大
を
受
け
、

抗
体
保
有
率
が
低
い
39
〜
56
歳
の
男

性
を
対
象
に
今
年
度
か
ら
３
年
間

限
定
で
風
疹
予
防
接
種
を
新
た
な

定
期
接
種
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
か

ら
、接
種
率
向
上
に
向
け
、対
象
者
へ

の
周
知
な
ど
関
係
者
・
関
係
機
関
と

連
携
し
遅
延
な
く
取
り
組
み
ま
す
。

 

■ 

後
期
高
齢
者
医
療 

・

　
　
　
　
国
民
健
康
保
険

　
国
保
財
政
の
仕
組
み
は
昨
年
、大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。県
が
財
政
運

営
の
主
体
と
な
り
、市
町
村
ご
と
の

国
保
事
業
費
納
付
金
の
額
を
決
定
・

徴
収
し
、医
療
に
必
要
な
費
用
を
、

全
額
市
町
村
に
支
払
う
と
い
う「
入

り
」と「
出
」を
管
理
す
る
枠
組
み
に

見
直
さ
れ
、こ
れ
に
よ
り
安
定
的
な

国
保
運
営
が
で
き
る
仕
組
み
に
な
り

ま
し
た
。

　
た
だ
し
、市
町
村
は
納
付
金
の
主

な
財
源
と
な
る
保
険
税
に
つ
い
て
、

県
が
示
す
標
準
保
険
税
率
を
参
考

に
保
険
税
率
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。昨
年
は
皆
さ
ん
の
ご
理

解
の
も
と
12
年
ぶ
り
に
国
保
税
率
の

改
定
を
行
い
ま
し
た
が
、今
後
も
被

保
険
者
の
現
状
と
納
付
金
の
推
移
を

踏
ま
え
、適
正
賦
課
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、同
時
に
創
設
さ
れ
た
保
険

者
努
力
支
援
制
度
は
、市
町
村
の
医

療
費
適
正
化
に
向
け
た
努
力
を
評

価
し
、評
価
点
数
に
応
じ
た
交
付
金

が
交
付
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、今
以
上

に
健
康
づ
く
り
、レ
セ
プ
ト
点
検
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
推
奨
な
ど
、

医
療
費
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
強
化
し
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
広
域

連
合
が
運
営
主
体
で
す
が
、届
け
出

は
町
が
窓
口
で
あ
る
こ
と
か
ら
、高

齢
者
に
分
か
り
や
す
く
て
い
ね
い
対

応
に
努
め
ま
す
。ま
た
、高
齢
者
対
象

の「
ミ
ニ
デ
イ
」へ
は
看
護
師
を
派
遣

し
、健
康
運
動
教
室
を
実
施
。介
護

な
ど
を
必
要
と
せ
ず
、自
立
し
た
生

活
が
で
き
る「
健
康
寿
命
」を
延
ば
せ

る
よ
う
支
援
し
ま
す
。
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１ 

窓
口
サ
ー
ビ
ス

　
昼
休
み
中
も
窓
口
を
開
け
る「
昼

窓
」や
広
域
行
政
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の

ほ
か
、住
民
票
な
ど
の
証
明
書
の
交

付
・
旅
券
関
連
業
務
を
続
け
、住
民

の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。ま

た
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
は
、申

請
を
行
っ
た
方
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な

カ
ー
ド
交
付
を
進
め
ま
す
。

２ 

道
路
事
業

　
町
道
上
与
那
原
前
の
井
線
道
路

整
備
事
業
は
、昨
年
度
に
引
き
続
き

道
路
用
地
の
購
入
、物
件
補
償
な
ど

を
行
い
早
期
に
利
用
で
き
る
よ
う
努

め
ま
す
。

　
国
道
与
那
原
バ
イ
パ
ス
か
ら
町
道

幹
線
１
号
線（
ゆ
め
な
り
橋
）に
向

か
う
町
道
与
原
19
号
線
は
、与
原
区

地
先
の
水
路
沿
い
護
岸
を
歩
行
者

道
路
と
し
て
整
備
し
ま
す
。完
成
す

る
と
当
添
か
ら
与
原
ま
で
の
護
岸
沿

い
が
す
べ
て
散
策
で
き
る
道
路
に
な

り
ま
す
。現
在
、用
地
測
量
業
務
と

用
地
購
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
国
道
３
２
９
号
与
那
原
バ
イ
パ
ス

整
備
は
、今
年
度
も
引
き
続
き
橋
梁

工
事
と
道
路
改
良
工
事
が
進
め
ら

れ
、近
い
う
ち
に
暫
定
的
に
２
車
線

が
開
通
す
る
見
通
し
で
す
。

３ 

緑
地 

・ 

公
園
の
緑
化

　
今
年
度
は
、与
那
古
浜
公
園
の
ト

ラ
ッ
ク
を
ゴ
ム
チ
ッ
プ
舗
装
に
し
ま

す
。身
体
へ
の
負
担
軽
減
や
雨
降
り

後
に
も
す
ぐ
に
利
用
で
き
る
な
ど
、

利
用
者
の
健
康
増
進
と
公
園
の
利

用
促
進
の
た
め
の
施
設
整
備
に
取
り

組
み
ま
す
。ほ
か
町
内
の
公
園
は
適

正
に
維
持
管
理
し
て
利
活
用
を
進

め
、町
民
の
身
近
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
所
と

し
て
美
し
く
快
適
な
空
間
形
成
を

図
り
ま
す
。ま
た
、緑
地
へ
の
美
化
・

緑
化
を
推
進
し
ま
す
。

４ 

都
市
計
画

　
庁
舎
周
辺
地
域
に「
都
市
再
生
整

備
計
画
」を
策
定
し
、新
庁
舎
整
備

と
併
せ
て
建
設
す
る
町
民
ホ
ー
ル
や

保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
費
用
の
一
部

を
捻
出
す
る
た
め
に
補
助
事
業
を
導

入
す
る
な
ど
、円
滑
な
事
業
の
推
進

が
図
れ
る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
周
辺

は
、宿
泊
施
設
や
商
業
施
設
が
立
地

で
き
る
よ
う
用
途
地
域
や
地
区
計

画
を
検
討
し
、海
外
な
ど
か
ら
の
来

訪
者
受
け
入
れ
態
勢
の
強
化
を
は
か

り
、大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
を
有
効
活

用
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
図
り
ま

す
。

５ 

下
水
道
事
業

　
汚
水
事
業
は
昨
年
11
月
末
の
整

備
率
が
約
75
％
、接
続
率
は
73
％

と
、整
備
率
で
対
前
年
度
比
２
％
の

ア
ッ
プ
で
す
。今
後
も
引
き
続
き
公

共
下
水
道
へ
未
接
続
世
帯
へ
の
戸
別

訪
問
や
接
続
補
助
に
加
え
、各
種
関

係
団
体
と
の
連
携
・
広
報
活
動
の
強

化
に
よ
り
、周
知
徹
底
、支
援
体
制
の

充
実
を
図
り
な
が
ら
、接
続
向
上
に

努
め
ま
す
。

　
今
年
度
の
主
な
下
水
道
事
業
は
、

汚
水
事
業
が
当
添
地
区
の
汚
水
管

布
設
工
事
、雨
水
事
業
で
は
前
年
度

に
引
き
続
き
江
口
地
区
の
雨
水
管
布

設
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

６ 

水
道
事
業

　
今
年
度
は
森
下
地
区
で
の
配
水

管
の
耐
震
化
工
事
、板
良
敷
ポ
ン
プ

場
の
更
新
工
事
を
予
定
し
て
い
ま

す
。ま
た
、漏
水
対
策
の
強
化
も
同

時
に
推
し
進
め
ま
す
。

　
今
後
も
改
良
・
更
新
に
十
分
配
慮

し
、災
害
な
ど
の
非
常
時
に
も
必
要

な
水
を
供
給
で
き
る
施
設
の
整
備
に

取
り
組
み
、健
全
な
経
営
基
盤
の

下
、信
頼
性
の
高
い
水
道
事
業
を
続

け
ま
す
。

７ 

住
宅
政
策

　
町
営
住
宅
は
、今
後
も
管
理
運
営

を
徹
底
し
、家
賃
徴
収
率
１
０
０
％

を
目
指
し
、空
き
家
待
ち
入
居
募
集

は
、引
き
続
き
低
所
得
者
、高
齢
者

や
障
が
い
者
ほ
か
、住
宅
困
窮
者
へ

優
先
的
な
入
居
を
図
り
ま
す
。

　
民
間
住
宅
は
、住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業
を
続
け
、修
繕
・
耐
震
補

強
工
事
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
な
ど

の
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
で
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
に
配
慮
し

た
住
環
境
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

産
業
の
振
興

福
祉
・
子
育
て
・
健
康 １ 

農
　
業

　
本
町
は
、農
業
従
事
者
の
高
齢
化

に
よ
る
離
農
、後
継
者
不
足
に
よ
り

遊
休
農
地
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。今

後
は
、Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
や
農
地
中
間

管
理
機
構
な
ど
の
農
業
関
係
機
関

と
連
携
し
、若
い
農
業
従
事
者
や
地

域
の
核
と
な
る
べ
き
農
業
従
事
者
へ

遊
休
農
地
な
ど
の
活
用
を
含
め
、耕

作
地
な
ど
の
生
産
基
盤
を
充
実
さ
せ

て
安
定
し
た
農
業
経
営
を
図
り
、農

業
施
設
の
近
代
化
を
推
進
し
、地
域

農
業
を
振
興
し
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
は
新
し
い
制
度
の
下

で「
農
地
利
用
最
適
化
」を
大
き
な

柱
と
し
て
、農
地
の
保
全
・
有
効
利

用
を
進
め
ま
す
。

２ 

水
産
業

　
水
産
業
は
、ソ
デ
イ
カ
の
陸
揚
量

が
続
け
て
年
間
４
０
０
ト
ン
を
超
え

て
い
ま
す
。ま
た
、荷
捌
き
施
設
が
優

良
衛
生
品
質
管
理
市
場
の
認
定
を

続
け
て
受
け
て
お
り
、当
添
漁
港
を

核
と
し
た
水
産
業
は
、本
町
の
一
大

産
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
８
月
に
は
、本
町
初
の
中
層

型
浮
漁
礁
を
久
高
沖
海
域
に
１
基

設
置
し
た
こ
と
で
、マ
グ
ロ
な
ど
の
漁

獲
量
増
加
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
今
後
も
、与
那
原
・
西
原
町
漁
業

協
同
組
合
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、

本
町
の
特
産
品
・
ヒ
ジ
キ
を
活
用
し

た
水
産
品
ブ
ラ
ン
ド
確
立
や
水
産
業

の
６
次
産
業
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
方
向

か
ら
検
討
し
、水
産
業
振
興
に
取
り

組
み
ま
す
。

３ 

商
工
業

　
商
工
会
に
対
す
る
育
成
補
助
や
、

町
の
事
業
に
町
内
事
業
者
を
優
先

し
て
活
用
中
小
企
業
経
営
の
安
定

化
を
図
る
と
と
も
に
、「
特
産
品
」認

定
の
施
策
を
推
め
て
地
元
生
産
者
の

生
産
意
欲
と
技
術
向
上
を
促
し
て

販
路
拡
大
に
つ
な
げ
ま
す
。ま
た
、良

好
な
街
並
み
景
観
形
成
や
地
場
産

業
振
興
を
目
的
と
し
た「
沖
縄
赤
瓦

使
用
奨
励
金
交
付
制
度
」も
続
け
、

地
場
産
業
製
品
の
赤
瓦
・
レ
ン
ガ
な

ど
の
活
用
促
進
に
努
め
ま
す
。さ
ら

に
、町
内
で
新
た
な
事
業
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
創
業
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

開
業
意
欲
の
向
上
、開
業
機
会
の
増

加
を
進
め
、産
業
の
活
性
化
に
つ
な

げ
ま
す
。

　４ 

観
　
光

　
与
那
原
町
観
光
実
施
計
画
で
は
、

「
大
綱
曳
」「
水
路
」「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」を

３
つ
の
重
点
事
項
に
位
置
付
け
、計

画
期
間
２
年
目
の
今
年
度
も
引
き

続
き
こ
の
３
本
柱
を
中
心
に
進
め
ま

す
。

　
今
年
度
は
、与
那
原
大
綱
曳
の
魅

力
を
紹
介
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作

成
し
て
県
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、「
与

那
原
町
と
い
え
ば
大
綱
曳
」の
イ

メ
ー
ジ
定
着
を
進
め
ま
す
。ま
た
、東

浜
水
路
と
食
の
魅
力
を
融
合
さ
せ
、

水
辺
空
間
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
や

夜
の
与
那
原
を
切
り
口
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
続
け
、新
た
な
観
光
客
の
誘

致
に
努
め
ま
す
。

５ 

雇
用
対
策

　
商
工
会
や
町
内
事
業
所
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
の
連
携
に
よ
り
求
人
情
報

を
収
集
し
、求
人
情
報
閲
覧
会
の
開

催
や
求
職
者
へ
の
提
供
を
通
し
て
、

求
職
者
と
人
手
不
足
に
悩
む
町
内

事
業
所
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

６ 

東
海
岸
地
域
サ
ン
ラ
イ
ズ

　
　
　
　  

推
進
協
議
会

　
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
に
位
置
づ

け
ら
れ
た
東
海
岸
地
域
の
開
発
を
進

め
る
に
あ
た
り
、中
城
湾
地
域
の
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、地

域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
個
性
と
賑

わ
い
の
あ
る
ま
ち
の
形
成
を
進
め
ま

す
。

■ 

地
域
福
祉

　
今
年
度
か
ら
高
齢
者
や
障
が
い

者
の
外
出
支
援
の
た
め
、巡
回
型
町

内
バ
ス
の
実
証
実
験
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
地
域
福
祉
の
拠
点
で
あ
る
社
会
福

祉
協
議
会
・
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
の
支
援
強
化
を
図
り
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
、地
域
見
守
り

支
援
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
生
活
の
困
り
ご
と
や
不
安
な
事
を

解
消
す
る
た
め
、県
や
各
機
関
と
連

携
し
、個
々
に
あ
っ
た
支
援
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
相
談
体
制
の
充
実
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
高
齢
者
施
策
は
、重
度
な
要
介
護

状
態
に
な
っ
て
も
地
域
で
自
分
ら
し

い
暮
ら
し
を
最
後
ま
で
送
れ
る
よ
う

■ 

大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
関
連

　
与
那
原
町
独
自
の
計
画
も
踏
ま

え
、事
業
主
体
で
あ
る
沖
縄
県
と
の

連
携
を
図
り
、大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設

を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
・
地
域

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。ま
た
懸
念
さ

れ
る
交
通
渋
滞
・
防
犯
・
防
災
・
環
境

対
策
な
ど
の
課
題
は
、沖
縄
県
や
近

隣
自
治
体
と
連
携
し
、対
応
策
を
協

議
し
ま
す
。

な
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
進
め

る
た
め
、医
療
と
介
護
の
連
携
を
強

め
、切
れ
目
の
な
い
支
援
を
目
指
し

ま
す
。

　
認
知
症
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
、認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
に
よ
る
支
援
や
医
療
機
関
・
関
係

機
関
と
連
携
し
、ま
た
地
域
の
理
解

や
協
力
体
制
を
築
き
な
が
ら
、ご
本

人
や
ご
家
族
の
視
点
に
立
っ
た
施
策

を
行
い
ま
す
。

　
障
害
者
に
は
、地
域
の
相
談
支
援

の
拠
点
と
し
て
、総
合
的
な
相
談
業

務
体
制
を
整
え
、成
年
後
見
制
度
の

普
及
や
困
難
事
例
対
応
に
努
め
ま

す
。補
装
具
、日
常
生
活
用
具
の
給

付
、自
立
支
援
事
業
な
ど
の
給
付
の

ほ
か
、適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
ま
す
。ま
た
就
労
支
援
を
充
実

さ
せ
、互
い
に
個
性
を
尊
重
し
な
が

ら
多
様
な
形
で
社
会
参
加
で
き
る
よ

う
に
支
援
し
ま
す
。

　
生
活
の
困
り
ご
と
や
不
安
な
事
を

解
消
す
る
た
め
、県
や
各
機
関
と
連

携
し
、個
々
に
あ
っ
た
支
援
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
相
談
体
制
を
整
え
ま

す
。

■ 

子
育
て
支
援

　
子
ど
も
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
は
、子
育
て
環
境
の

充
実
が
根
幹
で
す
。保
育
サ
ー
ビ
ス・

子
育
て
支
援
施
策
の
充
実
を
図
り
良

好
な
子
育
て
環
境
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

　
待
機
児
童
の
解
消
は
保
育
サ
ー
ビ

ス
に
お
け
る
緊
急
課
題
で
す
。そ
の

対
策
と
し
て
、今
年
４
月
に
新
設
保

育
園
１
園
、認
可
外
保
育
施
設
を
２

カ
所
認
可
化
し
、開
園
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。今
後
も
、保
育
ニ
ー
ズ

の
把
握
に
努
め
、さ
ま
ざ
ま
な
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
は
昨

年
度
、未
就
学
児
対
象
に
現
物
給
付

を
行
い
ま
し
た
。今
後
は
小
中
学
生

へ
の
年
齢
を
広
げ
、さ
ら
に
子
育
て
世

代
の
支
援
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
昨
今
、子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境

は
さ
ま
ざ
ま
な
様
相
が
み
ら
れ
ま

す
。子
ど
も
を
支
援
す
る
た
め
、時
に

は
そ
の
保
護
者
や
家
族
へ
の
支
援
が

必
要
と
な
り
ま
す
。子
育
て
や
子
ど

も
の
発
達
な
ど
の
相
談
窓
口
に
保
育

士
を
配
置
し
、ま
た
臨
床
心
理
士
に

よ
る
町
内
保
育
施
設
巡
回
を
行
っ
て

保
護
者
、保
育
施
設
な
ど
の
適
切
な

支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、児
童
虐
待
防
止
の
た
め
、

早
期
発
見
に
よ
っ
て
関
わ
り
を
も

ち
、町
要
保
護
児
童
対
策
協
議
会
を

中
心
に
各
関
係
機
関
・
関
係
団
体
と

の
連
携
を
図
り
深
刻
化
防
止
に
努
め

ま
す
。

　
子
ど
も
の
貧
困
問
題
は「
児
童
自

立
支
援
員
」に
よ
る
支
援
活
動
と
地

域
資
源
、地
域
の
力
を
活
用
し
た

「
子
ど
も
の
居
場
所
」づ
く
り
支
援
を

続
け
、一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
貧
困
か
ら
脱
却
で
き
る
よ
う
努

力
し
ま
す
。

■ 

健
康
づ
く
り

　
健
康
づ
く
り
の
主
役
は
町
民
自
身

で
す
。各
種
健
診
・
健
康
相
談
・
健
康

づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、町
民
一

人
ひ
と
り
の
健
康
意
識
を
高
め
、健

康
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
習
慣
が

定
着
で
き
る
よ
う
、妊
娠
期
か
ら
成

人
期
ま
で
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応

じ
た
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

特
に
糖
尿
病
透
析
は
、医
療
費
だ
け

で
な
く
個
人
の
日
常
生
活
に
大
き
く

影
響
す
る
た
め
、予
防
す
る
取
り
組

み
を
強
化
し
ま
す
。

　
昨
年
は
県
内
で
の
は
し
か
感
染
、

全
国
で
は
風
疹
の
感
染
拡
大
が
あ

り
、改
め
て
予
防
接
種
の
重
要
性
が

認
識
さ
れ
た
１
年
で
し
た
。国
は
、風

疹
の
全
国
的
な
感
染
拡
大
を
受
け
、

抗
体
保
有
率
が
低
い
39
〜
56
歳
の
男

性
を
対
象
に
今
年
度
か
ら
３
年
間

限
定
で
風
疹
予
防
接
種
を
新
た
な

定
期
接
種
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
か

ら
、接
種
率
向
上
に
向
け
、対
象
者
へ

の
周
知
な
ど
関
係
者
・
関
係
機
関
と

連
携
し
遅
延
な
く
取
り
組
み
ま
す
。

 

■ 

後
期
高
齢
者
医
療 

・

　
　
　
　
国
民
健
康
保
険

　
国
保
財
政
の
仕
組
み
は
昨
年
、大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。県
が
財
政
運

営
の
主
体
と
な
り
、市
町
村
ご
と
の

国
保
事
業
費
納
付
金
の
額
を
決
定
・

徴
収
し
、医
療
に
必
要
な
費
用
を
、

全
額
市
町
村
に
支
払
う
と
い
う「
入

り
」と「
出
」を
管
理
す
る
枠
組
み
に

見
直
さ
れ
、こ
れ
に
よ
り
安
定
的
な

国
保
運
営
が
で
き
る
仕
組
み
に
な
り

ま
し
た
。

　
た
だ
し
、市
町
村
は
納
付
金
の
主

な
財
源
と
な
る
保
険
税
に
つ
い
て
、

県
が
示
す
標
準
保
険
税
率
を
参
考

に
保
険
税
率
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。昨
年
は
皆
さ
ん
の
ご
理

解
の
も
と
12
年
ぶ
り
に
国
保
税
率
の

改
定
を
行
い
ま
し
た
が
、今
後
も
被

保
険
者
の
現
状
と
納
付
金
の
推
移
を

踏
ま
え
、適
正
賦
課
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、同
時
に
創
設
さ
れ
た
保
険

者
努
力
支
援
制
度
は
、市
町
村
の
医

療
費
適
正
化
に
向
け
た
努
力
を
評

価
し
、評
価
点
数
に
応
じ
た
交
付
金

が
交
付
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、今
以
上

に
健
康
づ
く
り
、レ
セ
プ
ト
点
検
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
推
奨
な
ど
、

医
療
費
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
強
化
し
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
広
域

連
合
が
運
営
主
体
で
す
が
、届
け
出

は
町
が
窓
口
で
あ
る
こ
と
か
ら
、高

齢
者
に
分
か
り
や
す
く
て
い
ね
い
対

応
に
努
め
ま
す
。ま
た
、高
齢
者
対
象

の「
ミ
ニ
デ
イ
」へ
は
看
護
師
を
派
遣

し
、健
康
運
動
教
室
を
実
施
。介
護

な
ど
を
必
要
と
せ
ず
、自
立
し
た
生

活
が
で
き
る「
健
康
寿
命
」を
延
ば
せ

る
よ
う
支
援
し
ま
す
。
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１ 

農
　
業

　
本
町
は
、農
業
従
事
者
の
高
齢
化

に
よ
る
離
農
、後
継
者
不
足
に
よ
り

遊
休
農
地
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。今

後
は
、Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
や
農
地
中
間

管
理
機
構
な
ど
の
農
業
関
係
機
関

と
連
携
し
、若
い
農
業
従
事
者
や
地

域
の
核
と
な
る
べ
き
農
業
従
事
者
へ

遊
休
農
地
な
ど
の
活
用
を
含
め
、耕

作
地
な
ど
の
生
産
基
盤
を
充
実
さ
せ

て
安
定
し
た
農
業
経
営
を
図
り
、農

業
施
設
の
近
代
化
を
推
進
し
、地
域

農
業
を
振
興
し
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
は
新
し
い
制
度
の
下

で「
農
地
利
用
最
適
化
」を
大
き
な

柱
と
し
て
、農
地
の
保
全
・
有
効
利

用
を
進
め
ま
す
。

２ 

水
産
業

　
水
産
業
は
、ソ
デ
イ
カ
の
陸
揚
量

が
続
け
て
年
間
４
０
０
ト
ン
を
超
え

て
い
ま
す
。ま
た
、荷
捌
き
施
設
が
優

良
衛
生
品
質
管
理
市
場
の
認
定
を

続
け
て
受
け
て
お
り
、当
添
漁
港
を

核
と
し
た
水
産
業
は
、本
町
の
一
大

産
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
８
月
に
は
、本
町
初
の
中
層

型
浮
漁
礁
を
久
高
沖
海
域
に
１
基

設
置
し
た
こ
と
で
、マ
グ
ロ
な
ど
の
漁

獲
量
増
加
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
今
後
も
、与
那
原
・
西
原
町
漁
業

協
同
組
合
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、

本
町
の
特
産
品
・
ヒ
ジ
キ
を
活
用
し

た
水
産
品
ブ
ラ
ン
ド
確
立
や
水
産
業

の
６
次
産
業
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
方
向

か
ら
検
討
し
、水
産
業
振
興
に
取
り

組
み
ま
す
。

３ 

商
工
業

　
商
工
会
に
対
す
る
育
成
補
助
や
、

町
の
事
業
に
町
内
事
業
者
を
優
先

し
て
活
用
中
小
企
業
経
営
の
安
定

化
を
図
る
と
と
も
に
、「
特
産
品
」認

定
の
施
策
を
推
め
て
地
元
生
産
者
の

生
産
意
欲
と
技
術
向
上
を
促
し
て

販
路
拡
大
に
つ
な
げ
ま
す
。ま
た
、良

好
な
街
並
み
景
観
形
成
や
地
場
産

業
振
興
を
目
的
と
し
た「
沖
縄
赤
瓦

使
用
奨
励
金
交
付
制
度
」も
続
け
、

地
場
産
業
製
品
の
赤
瓦
・
レ
ン
ガ
な

ど
の
活
用
促
進
に
努
め
ま
す
。さ
ら

に
、町
内
で
新
た
な
事
業
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
創
業
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

開
業
意
欲
の
向
上
、開
業
機
会
の
増

加
を
進
め
、産
業
の
活
性
化
に
つ
な

げ
ま
す
。

　４ 

観
　
光

　
与
那
原
町
観
光
実
施
計
画
で
は
、

「
大
綱
曳
」「
水
路
」「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」を

３
つ
の
重
点
事
項
に
位
置
付
け
、計

画
期
間
２
年
目
の
今
年
度
も
引
き

続
き
こ
の
３
本
柱
を
中
心
に
進
め
ま

す
。

　
今
年
度
は
、与
那
原
大
綱
曳
の
魅

力
を
紹
介
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作

成
し
て
県
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、「
与

那
原
町
と
い
え
ば
大
綱
曳
」の
イ

メ
ー
ジ
定
着
を
進
め
ま
す
。ま
た
、東

浜
水
路
と
食
の
魅
力
を
融
合
さ
せ
、

水
辺
空
間
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
や

夜
の
与
那
原
を
切
り
口
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
続
け
、新
た
な
観
光
客
の
誘

致
に
努
め
ま
す
。

５ 

雇
用
対
策

　
商
工
会
や
町
内
事
業
所
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
の
連
携
に
よ
り
求
人
情
報

を
収
集
し
、求
人
情
報
閲
覧
会
の
開

催
や
求
職
者
へ
の
提
供
を
通
し
て
、

求
職
者
と
人
手
不
足
に
悩
む
町
内

事
業
所
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

６ 

東
海
岸
地
域
サ
ン
ラ
イ
ズ

　
　
　
　  

推
進
協
議
会

　
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
に
位
置
づ

け
ら
れ
た
東
海
岸
地
域
の
開
発
を
進

め
る
に
あ
た
り
、中
城
湾
地
域
の
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、地

域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
個
性
と
賑

わ
い
の
あ
る
ま
ち
の
形
成
を
進
め
ま

す
。

■ 

地
域
福
祉

　
今
年
度
か
ら
高
齢
者
や
障
が
い

者
の
外
出
支
援
の
た
め
、巡
回
型
町

内
バ
ス
の
実
証
実
験
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
地
域
福
祉
の
拠
点
で
あ
る
社
会
福

祉
協
議
会
・
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
の
支
援
強
化
を
図
り
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
、地
域
見
守
り

支
援
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
生
活
の
困
り
ご
と
や
不
安
な
事
を

解
消
す
る
た
め
、県
や
各
機
関
と
連

携
し
、個
々
に
あ
っ
た
支
援
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
相
談
体
制
の
充
実
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
高
齢
者
施
策
は
、重
度
な
要
介
護

状
態
に
な
っ
て
も
地
域
で
自
分
ら
し

い
暮
ら
し
を
最
後
ま
で
送
れ
る
よ
う

な
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
進
め

る
た
め
、医
療
と
介
護
の
連
携
を
強

め
、切
れ
目
の
な
い
支
援
を
目
指
し

ま
す
。

　
認
知
症
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
、認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
に
よ
る
支
援
や
医
療
機
関
・
関
係

機
関
と
連
携
し
、ま
た
地
域
の
理
解

や
協
力
体
制
を
築
き
な
が
ら
、ご
本

人
や
ご
家
族
の
視
点
に
立
っ
た
施
策

を
行
い
ま
す
。

　
障
害
者
に
は
、地
域
の
相
談
支
援

の
拠
点
と
し
て
、総
合
的
な
相
談
業

務
体
制
を
整
え
、成
年
後
見
制
度
の

普
及
や
困
難
事
例
対
応
に
努
め
ま

す
。補
装
具
、日
常
生
活
用
具
の
給

付
、自
立
支
援
事
業
な
ど
の
給
付
の

ほ
か
、適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
ま
す
。ま
た
就
労
支
援
を
充
実

さ
せ
、互
い
に
個
性
を
尊
重
し
な
が

ら
多
様
な
形
で
社
会
参
加
で
き
る
よ

う
に
支
援
し
ま
す
。

　
生
活
の
困
り
ご
と
や
不
安
な
事
を

解
消
す
る
た
め
、県
や
各
機
関
と
連

携
し
、個
々
に
あ
っ
た
支
援
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
相
談
体
制
を
整
え
ま

す
。

■ 

子
育
て
支
援

　
子
ど
も
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
は
、子
育
て
環
境
の

充
実
が
根
幹
で
す
。保
育
サ
ー
ビ
ス・

子
育
て
支
援
施
策
の
充
実
を
図
り
良

好
な
子
育
て
環
境
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

　
待
機
児
童
の
解
消
は
保
育
サ
ー
ビ

ス
に
お
け
る
緊
急
課
題
で
す
。そ
の

対
策
と
し
て
、今
年
４
月
に
新
設
保

育
園
１
園
、認
可
外
保
育
施
設
を
２

カ
所
認
可
化
し
、開
園
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。今
後
も
、保
育
ニ
ー
ズ

の
把
握
に
努
め
、さ
ま
ざ
ま
な
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
は
昨

年
度
、未
就
学
児
対
象
に
現
物
給
付

を
行
い
ま
し
た
。今
後
は
小
中
学
生

へ
の
年
齢
を
広
げ
、さ
ら
に
子
育
て
世

代
の
支
援
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
昨
今
、子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境

は
さ
ま
ざ
ま
な
様
相
が
み
ら
れ
ま

す
。子
ど
も
を
支
援
す
る
た
め
、時
に

は
そ
の
保
護
者
や
家
族
へ
の
支
援
が

必
要
と
な
り
ま
す
。子
育
て
や
子
ど

も
の
発
達
な
ど
の
相
談
窓
口
に
保
育

士
を
配
置
し
、ま
た
臨
床
心
理
士
に

よ
る
町
内
保
育
施
設
巡
回
を
行
っ
て

保
護
者
、保
育
施
設
な
ど
の
適
切
な

支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、児
童
虐
待
防
止
の
た
め
、

早
期
発
見
に
よ
っ
て
関
わ
り
を
も

ち
、町
要
保
護
児
童
対
策
協
議
会
を

中
心
に
各
関
係
機
関
・
関
係
団
体
と

の
連
携
を
図
り
深
刻
化
防
止
に
努
め

ま
す
。

　
子
ど
も
の
貧
困
問
題
は「
児
童
自

立
支
援
員
」に
よ
る
支
援
活
動
と
地

域
資
源
、地
域
の
力
を
活
用
し
た

「
子
ど
も
の
居
場
所
」づ
く
り
支
援
を

続
け
、一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
貧
困
か
ら
脱
却
で
き
る
よ
う
努

力
し
ま
す
。

■ 
健
康
づ
く
り

　
健
康
づ
く
り
の
主
役
は
町
民
自
身

で
す
。各
種
健
診
・
健
康
相
談
・
健
康

づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、町
民
一

人
ひ
と
り
の
健
康
意
識
を
高
め
、健

康
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
習
慣
が

定
着
で
き
る
よ
う
、妊
娠
期
か
ら
成

人
期
ま
で
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応

じ
た
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

特
に
糖
尿
病
透
析
は
、医
療
費
だ
け

で
な
く
個
人
の
日
常
生
活
に
大
き
く

影
響
す
る
た
め
、予
防
す
る
取
り
組

み
を
強
化
し
ま
す
。

　
昨
年
は
県
内
で
の
は
し
か
感
染
、

全
国
で
は
風
疹
の
感
染
拡
大
が
あ

り
、改
め
て
予
防
接
種
の
重
要
性
が

認
識
さ
れ
た
１
年
で
し
た
。国
は
、風

疹
の
全
国
的
な
感
染
拡
大
を
受
け
、

抗
体
保
有
率
が
低
い
39
〜
56
歳
の
男

性
を
対
象
に
今
年
度
か
ら
３
年
間

限
定
で
風
疹
予
防
接
種
を
新
た
な

定
期
接
種
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
か

ら
、接
種
率
向
上
に
向
け
、対
象
者
へ

の
周
知
な
ど
関
係
者
・
関
係
機
関
と

連
携
し
遅
延
な
く
取
り
組
み
ま
す
。

 

■ 

後
期
高
齢
者
医
療 

・

　
　
　
　
国
民
健
康
保
険

　
国
保
財
政
の
仕
組
み
は
昨
年
、大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。県
が
財
政
運

営
の
主
体
と
な
り
、市
町
村
ご
と
の

国
保
事
業
費
納
付
金
の
額
を
決
定
・

徴
収
し
、医
療
に
必
要
な
費
用
を
、

全
額
市
町
村
に
支
払
う
と
い
う「
入

り
」と「
出
」を
管
理
す
る
枠
組
み
に

見
直
さ
れ
、こ
れ
に
よ
り
安
定
的
な

国
保
運
営
が
で
き
る
仕
組
み
に
な
り

ま
し
た
。

　
た
だ
し
、市
町
村
は
納
付
金
の
主

な
財
源
と
な
る
保
険
税
に
つ
い
て
、

県
が
示
す
標
準
保
険
税
率
を
参
考

に
保
険
税
率
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。昨
年
は
皆
さ
ん
の
ご
理

解
の
も
と
12
年
ぶ
り
に
国
保
税
率
の

改
定
を
行
い
ま
し
た
が
、今
後
も
被

保
険
者
の
現
状
と
納
付
金
の
推
移
を

踏
ま
え
、適
正
賦
課
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、同
時
に
創
設
さ
れ
た
保
険

者
努
力
支
援
制
度
は
、市
町
村
の
医

療
費
適
正
化
に
向
け
た
努
力
を
評

価
し
、評
価
点
数
に
応
じ
た
交
付
金

が
交
付
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、今
以
上

に
健
康
づ
く
り
、レ
セ
プ
ト
点
検
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
推
奨
な
ど
、

医
療
費
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
強
化
し
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
広
域

連
合
が
運
営
主
体
で
す
が
、届
け
出

は
町
が
窓
口
で
あ
る
こ
と
か
ら
、高

齢
者
に
分
か
り
や
す
く
て
い
ね
い
対

応
に
努
め
ま
す
。ま
た
、高
齢
者
対
象

の「
ミ
ニ
デ
イ
」へ
は
看
護
師
を
派
遣

し
、健
康
運
動
教
室
を
実
施
。介
護

な
ど
を
必
要
と
せ
ず
、自
立
し
た
生

活
が
で
き
る「
健
康
寿
命
」を
延
ば
せ

る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
・
環
境

１ 

防
　
災

　
防
災
対
策
は
、自
主
防
災
組
織
や

関
係
団
体
と
連
携
し
、町
内
全
域
で

の
地
震
・
津
波
防
災
避
難
訓
練
を
続

け
て
実
施
す
る
な
ど
、町
民
自
ら
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る

共
助
の
精
神
を
育
み
自
主
的
に
防
災

活
動
を
行
え
る
自
主
防
災
組
織
の

育
成
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、津
波
避
難
が
困
難
な
区
域

の
解
消
に
取
り
組
み
、自
主
防
災
組

織
へ
の
活
動
補
助
金
や
津
波
浸
水
区

域
に
あ
る
福
祉
施
設
へ
の
個
別
受
信

機
設
置
、避
難
道
や
備
蓄
食
料
な
ど

の
整
備
も
併
せ
て
推
進
し
ま
す
。

２ 

防
　
犯

　
こ
れ
ま
で
町
民
や
関
係
機
関
の
皆

さ
ん
で
築
き
あ
げ
て
き
た
住
み
よ
い

環
境
を
さ
ら
に「
明
る
く
住
み
よ
い

ま
ち
」に
し
て
い
く
た
め
、与
那
原
地

区
防
犯
協
会
や
与
那
原
警
察
署
、関

係
機
関
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
、さ
ら
な
る
防
犯
の
啓
蒙
活
動
に

取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、公
園
な
ど
に

設
置
し
た
防
犯
カ
メ
ラ
の
適
正
な
運

営
に
努
め
、犯
罪
を
未
然
に
防
ぎ
安

全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

３ 

交
通
安
全

　
交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
進
め
、

老
朽
化
し
た
交
通
安
全
施
設
な
ど

を
更
新
す
る
と
と
も
に
、与
那
原
地

区
交
通
安
全
協
会
や
与
那
原
警
察

署
、学
校
関
係
者
や
地
域
の
交
通
安

全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
、交
通
安
全
へ
の
啓
蒙
活
動
や
飲

酒
運
転
根
絶
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

す
。

４ 

環
境
衛
生

　
今
年
度
も
、住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
へ
の
補
助
や
生
ご
み

処
理
機
の
購
入
補
助
を
進
め
、循
環

型
社
会
形
成
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

す
。ま
た
東
浜
水
路
は
観
光
活
用
を

視
野
に
入
れ
沖
縄
県
や
西
原
町
と

連
携
・
協
議
し
、水
質
浄
化
に
向
け
て

取
り
組
み
ま
す
。

５ 

墓
地
行
政

　
墓
地
行
政
は
、町
民
の
皆
さ
ん
の

住
み
よ
い
住
環
境
を
保
全
す
る
た

め
、無
秩
序
な
墓
地
建
設
を
抑
制

し
、秩
序
あ
る
墓
地
行
政
を
推
進

し
、住
宅
街
と
の
調
和
を
図
り
ま
す
。

ま
た
違
法
墓
地
建
設
を
取
り
締
ま

る
た
め
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
ま

す
。

６ 

ご
み
処
理

「
南
部
広
域
行
政
組
合
」へ

　
ご
み
処
理
施
設
の
一
元
化
は
、南

部
広
域
行
政
組
合
と
連
携
し
、焼
却

施
設
の
一
元
化
に
向
け
取
り
組
み
ま

す
。

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

１ 

教
育
行
政
全
般

　
教
育
全
般
を
さ
ら
に
進
め
る
た

め
、「
与
那
原
町
教
育
大
綱
」の
着
実

な
実
施
を
は
か
る
と
と
も
に
、「
生
き

る
力
」を
育
む
学
校
教
育
の
充
実
、

人
生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
た

生
涯
学
習
を
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
行

政
一
体
と
な
っ
て
推
進
し
ま
す
。

２ 

学
校
教
育

　
児
童
生
徒
が
確
か
な
学
力
を
身

に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、教
職
員
の
研

修
に
よ
る
指
導
力
の
向
上
に
加
え
、

「
学
習
支
援
員
」を
続
け
て
配
置
し
、

さ
ら
に
学
力
向
上
を
目
指
す
と
と
も

に
、個
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
学

習
指
導
を
行
い
ま
す
。ま
た
小
中
学

校
へ
設
置
し
た
電
子
黒
板
・タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
効
果
的
に
活
用
し「
分
か

る
授
業
」を
展
開
し
、授
業
効
果
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

　
町
立
学
校
に「
学
校
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
」を
続
け
て
配
置
し
、関
係
機
関

や
学
校
、関
係
部
署
と
の
連
携
を
強

化
し
不
登
校
や
問
題
行
動
の
未
然

防
止
や
早
期
発
見
・
早
期
対
応
を
行

い
ま
す
。

　
特
別
支
援
教
育
は
、イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
の
推
進
を
念
頭
に
、児
童
・

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
個
に
応
じ
た
き

め
細
や
か
な
指
導
・
必
要
な
支
援
を

行
う
た
め「
特
別
支
援
学
級
・
通
級

指
導
教
室
」を
充
実
さ
せ
る
と
と
も

に「
特
別
支
援
教
育
支
援
員
」「
特
別

支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」を

続
け
て
配
置
し
ま
す
。

　
就
学
援
助
は
、今
年
度
か
ら
就
学

援
助
の
基
準
を
拡
げ
、保
護
者
の
負

担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、新
入
学

学
用
品
費
は
小
学
校
・
中
学
校
と
も

に
入
学
前
支
給
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、就
学
援
助
世
帯
児
童
生
徒

へ
の
学
習
支
援
の
た
め
、沖
縄
県
子

育
て
総
合
支
援
モ
デ
ル
事
業
を
活
用

し
た
無
料
塾
の
連
携
充
実
も
図
り
ま

す
。

　
人
材
育
成
事
業
と
し
て
の「
海
外

短
期
留
学
派
遣
事
業
」や「
検
定
補

助
」も
将
来
を
担
う
人
材
を
育
成
す

る
た
め
続
け
ま
す
。

３ 

学
校
給
食

　
衛
生
管
理
の
充
実
と
お
い
し
い
給

食
を
提
供
す
る
た
め
、民
間
業
者
の

優
れ
た
経
験
を
活
か
し
、調
理
・
食

器
な
ど
の
洗
浄
、配
送
業
務
を
委
託

し
て
い
ま
す
が
、衛
生
・
安
全
管
理
、

メ
ニ
ュ
ー
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
ま
す
。

ま
た
食
材
は
、保
護
者
の
皆
さ
ん
に

「
学
校
給
食
だ
よ
り
」で
主
な
生
産

地
を
公
表
し
、最
善
な
方
法
で
安

全
・
安
心
な
食
材
の
確
保
に
努
め
ま

す
。

　
学
校
給
食
費
の
徴
収
は
、引
き
続

き
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
口
座
振
替
に

よ
る
納
付
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
、

給
食
費
の
収
納
対
策
に
取
り
組
み
ま

す
。

４ 

社
会
教
育
・
文
化
・ス
ポ
ー
ツ

　
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
を

拠
点
に
、す
べ
て
の
町
民
が
学
び
続

け
る
生
涯
学
習
を
支
援
し
、学
ぶ
喜

び
と
生
き
が
い
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。ま
た
、生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
進
め
る

た
め
、町
内
体
育
施
設
な
ど
を
積
極

的
に
開
放
し
、各
団
体
と
の
連
携
、支

援
、指
導
者
の
育
成
に
も
取
り
組
み

ま
す
。

　
文
化
財
保
護
事
業
は
昨
年
度
、国

道
バ
イ
パ
ス
事
業
に
伴
う
運
玉
森
等

の
文
化
財
の
調
査
発
掘
を
終
え
ま
し

た
。今
年
度
は
報
告
書
を
作
成
し
、

広
く
町
内
外
へ
周
知
を
図
り
ま
す
。

ま
た
昨
年
度
は
一
括
交
付
金
を
活
用

し
、御
殿
山
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
親
川
拝
所
の
整
備
に
取
り

組
み
ま
す
。引
き
続
き
埋
蔵
文
化
財

の
発
掘
調
査
を
行
い
、国
民
の
財
産

で
あ
る
文
化
財
の
保
護
、活
用
に
努

め
ま
す
。

　
町
史
編
集
事
業
は
、平
成
30
年
度

『
図
説
編
　
与
那
原 

教
育
の
あ
ゆ

み
』を
発
刊
し
ま
し
た
。今
年
度
は
、

２
０
２
０
年
度
末
発
刊
予
定
の『
図

説
編
　
与
那
原
の
自
然
と
人
』の
調

査
・
編
集
な
ど
に
取
り
組
み
す
。ま

た
、平
和
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て

「
与
那
原
町
民
平
和
の
日
・
慰
霊
の
日

合
同
企
画
展
」の
充
実
、開
催
に
努

め
、体
験
者
の
減
少
と
と
も
に
薄
れ

ゆ
く
沖
縄
戦
の
記
憶
を
絶
や
さ
ぬ
よ

う
努
め
ま
す
。

　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
教
育
に
取
り
組
む
社
会
を
目
指
す

た
め「
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
事

業
」を
継
続
実
施
し
、地
域
全
体
で

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
成
長
を

支
え
、学
校
・
家
庭
を
支
援
す
る
体

制
を
強
化
し
ま
す
。

　
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
、与

那
原
町
青
少
年
健
全
育
成
取
り
巻

く
環
境
改
善
、課
題
解
決
に
地
域
ぐ

る
み
で
取
り
組
み
、町
民
会
議
な
ど

の
関
係
機
関
や
団
体
と
連
携
し
、子

ど
も
た
ち
を
実
務
者
研
修
や
啓
蒙

活
動
へ
取
り
組
み
ま
す
。

■ 

国
際
交
流
事
業

　
海
外
友
好
親
善
大
使
人
材
育
成

事
業
は
、今
年
度
も
引
き
続
き
２
人

の
研
修
生
を
受
け
入
れ
ま
す
。
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１ 

農
　
業

　
本
町
は
、農
業
従
事
者
の
高
齢
化

に
よ
る
離
農
、後
継
者
不
足
に
よ
り

遊
休
農
地
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。今

後
は
、Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
や
農
地
中
間

管
理
機
構
な
ど
の
農
業
関
係
機
関

と
連
携
し
、若
い
農
業
従
事
者
や
地

域
の
核
と
な
る
べ
き
農
業
従
事
者
へ

遊
休
農
地
な
ど
の
活
用
を
含
め
、耕

作
地
な
ど
の
生
産
基
盤
を
充
実
さ
せ

て
安
定
し
た
農
業
経
営
を
図
り
、農

業
施
設
の
近
代
化
を
推
進
し
、地
域

農
業
を
振
興
し
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
は
新
し
い
制
度
の
下

で「
農
地
利
用
最
適
化
」を
大
き
な

柱
と
し
て
、農
地
の
保
全
・
有
効
利

用
を
進
め
ま
す
。

２ 

水
産
業

　
水
産
業
は
、ソ
デ
イ
カ
の
陸
揚
量

が
続
け
て
年
間
４
０
０
ト
ン
を
超
え

て
い
ま
す
。ま
た
、荷
捌
き
施
設
が
優

良
衛
生
品
質
管
理
市
場
の
認
定
を

続
け
て
受
け
て
お
り
、当
添
漁
港
を

核
と
し
た
水
産
業
は
、本
町
の
一
大

産
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
８
月
に
は
、本
町
初
の
中
層

型
浮
漁
礁
を
久
高
沖
海
域
に
１
基

設
置
し
た
こ
と
で
、マ
グ
ロ
な
ど
の
漁

獲
量
増
加
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
今
後
も
、与
那
原
・
西
原
町
漁
業

協
同
組
合
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、

本
町
の
特
産
品
・
ヒ
ジ
キ
を
活
用
し

た
水
産
品
ブ
ラ
ン
ド
確
立
や
水
産
業

の
６
次
産
業
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
方
向

か
ら
検
討
し
、水
産
業
振
興
に
取
り

組
み
ま
す
。

３ 

商
工
業

　
商
工
会
に
対
す
る
育
成
補
助
や
、

町
の
事
業
に
町
内
事
業
者
を
優
先

し
て
活
用
中
小
企
業
経
営
の
安
定

化
を
図
る
と
と
も
に
、「
特
産
品
」認

定
の
施
策
を
推
め
て
地
元
生
産
者
の

生
産
意
欲
と
技
術
向
上
を
促
し
て

販
路
拡
大
に
つ
な
げ
ま
す
。ま
た
、良

好
な
街
並
み
景
観
形
成
や
地
場
産

業
振
興
を
目
的
と
し
た「
沖
縄
赤
瓦

使
用
奨
励
金
交
付
制
度
」も
続
け
、

地
場
産
業
製
品
の
赤
瓦
・
レ
ン
ガ
な

ど
の
活
用
促
進
に
努
め
ま
す
。さ
ら

に
、町
内
で
新
た
な
事
業
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
創
業
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

開
業
意
欲
の
向
上
、開
業
機
会
の
増

加
を
進
め
、産
業
の
活
性
化
に
つ
な

げ
ま
す
。

　４ 

観
　
光

　
与
那
原
町
観
光
実
施
計
画
で
は
、

「
大
綱
曳
」「
水
路
」「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」を

３
つ
の
重
点
事
項
に
位
置
付
け
、計

画
期
間
２
年
目
の
今
年
度
も
引
き

続
き
こ
の
３
本
柱
を
中
心
に
進
め
ま

す
。

　
今
年
度
は
、与
那
原
大
綱
曳
の
魅

力
を
紹
介
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作

成
し
て
県
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、「
与

那
原
町
と
い
え
ば
大
綱
曳
」の
イ

メ
ー
ジ
定
着
を
進
め
ま
す
。ま
た
、東

浜
水
路
と
食
の
魅
力
を
融
合
さ
せ
、

水
辺
空
間
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
や

夜
の
与
那
原
を
切
り
口
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
続
け
、新
た
な
観
光
客
の
誘

致
に
努
め
ま
す
。

５ 

雇
用
対
策

　
商
工
会
や
町
内
事
業
所
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
の
連
携
に
よ
り
求
人
情
報

を
収
集
し
、求
人
情
報
閲
覧
会
の
開

催
や
求
職
者
へ
の
提
供
を
通
し
て
、

求
職
者
と
人
手
不
足
に
悩
む
町
内

事
業
所
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

６ 

東
海
岸
地
域
サ
ン
ラ
イ
ズ

　
　
　
　  

推
進
協
議
会

　
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
に
位
置
づ

け
ら
れ
た
東
海
岸
地
域
の
開
発
を
進

め
る
に
あ
た
り
、中
城
湾
地
域
の
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、地

域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
個
性
と
賑

わ
い
の
あ
る
ま
ち
の
形
成
を
進
め
ま

す
。

■ 

地
域
福
祉

　
今
年
度
か
ら
高
齢
者
や
障
が
い

者
の
外
出
支
援
の
た
め
、巡
回
型
町

内
バ
ス
の
実
証
実
験
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
地
域
福
祉
の
拠
点
で
あ
る
社
会
福

祉
協
議
会
・
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
の
支
援
強
化
を
図
り
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
、地
域
見
守
り

支
援
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
生
活
の
困
り
ご
と
や
不
安
な
事
を

解
消
す
る
た
め
、県
や
各
機
関
と
連

携
し
、個
々
に
あ
っ
た
支
援
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
相
談
体
制
の
充
実
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
高
齢
者
施
策
は
、重
度
な
要
介
護

状
態
に
な
っ
て
も
地
域
で
自
分
ら
し

い
暮
ら
し
を
最
後
ま
で
送
れ
る
よ
う

な
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
進
め

る
た
め
、医
療
と
介
護
の
連
携
を
強

め
、切
れ
目
の
な
い
支
援
を
目
指
し

ま
す
。

　
認
知
症
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
、認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
に
よ
る
支
援
や
医
療
機
関
・
関
係

機
関
と
連
携
し
、ま
た
地
域
の
理
解

や
協
力
体
制
を
築
き
な
が
ら
、ご
本

人
や
ご
家
族
の
視
点
に
立
っ
た
施
策

を
行
い
ま
す
。

　
障
害
者
に
は
、地
域
の
相
談
支
援

の
拠
点
と
し
て
、総
合
的
な
相
談
業

務
体
制
を
整
え
、成
年
後
見
制
度
の

普
及
や
困
難
事
例
対
応
に
努
め
ま

す
。補
装
具
、日
常
生
活
用
具
の
給

付
、自
立
支
援
事
業
な
ど
の
給
付
の

ほ
か
、適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
ま
す
。ま
た
就
労
支
援
を
充
実

さ
せ
、互
い
に
個
性
を
尊
重
し
な
が

ら
多
様
な
形
で
社
会
参
加
で
き
る
よ

う
に
支
援
し
ま
す
。

　
生
活
の
困
り
ご
と
や
不
安
な
事
を

解
消
す
る
た
め
、県
や
各
機
関
と
連

携
し
、個
々
に
あ
っ
た
支
援
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
相
談
体
制
を
整
え
ま

す
。

■ 

子
育
て
支
援

　
子
ど
も
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
は
、子
育
て
環
境
の

充
実
が
根
幹
で
す
。保
育
サ
ー
ビ
ス・

子
育
て
支
援
施
策
の
充
実
を
図
り
良

好
な
子
育
て
環
境
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

　
待
機
児
童
の
解
消
は
保
育
サ
ー
ビ

ス
に
お
け
る
緊
急
課
題
で
す
。そ
の

対
策
と
し
て
、今
年
４
月
に
新
設
保

育
園
１
園
、認
可
外
保
育
施
設
を
２

カ
所
認
可
化
し
、開
園
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。今
後
も
、保
育
ニ
ー
ズ

の
把
握
に
努
め
、さ
ま
ざ
ま
な
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
は
昨

年
度
、未
就
学
児
対
象
に
現
物
給
付

を
行
い
ま
し
た
。今
後
は
小
中
学
生

へ
の
年
齢
を
広
げ
、さ
ら
に
子
育
て
世

代
の
支
援
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
昨
今
、子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境

は
さ
ま
ざ
ま
な
様
相
が
み
ら
れ
ま

す
。子
ど
も
を
支
援
す
る
た
め
、時
に

は
そ
の
保
護
者
や
家
族
へ
の
支
援
が

必
要
と
な
り
ま
す
。子
育
て
や
子
ど

も
の
発
達
な
ど
の
相
談
窓
口
に
保
育

士
を
配
置
し
、ま
た
臨
床
心
理
士
に

よ
る
町
内
保
育
施
設
巡
回
を
行
っ
て

保
護
者
、保
育
施
設
な
ど
の
適
切
な

支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、児
童
虐
待
防
止
の
た
め
、

早
期
発
見
に
よ
っ
て
関
わ
り
を
も

ち
、町
要
保
護
児
童
対
策
協
議
会
を

中
心
に
各
関
係
機
関
・
関
係
団
体
と

の
連
携
を
図
り
深
刻
化
防
止
に
努
め

ま
す
。

　
子
ど
も
の
貧
困
問
題
は「
児
童
自

立
支
援
員
」に
よ
る
支
援
活
動
と
地

域
資
源
、地
域
の
力
を
活
用
し
た

「
子
ど
も
の
居
場
所
」づ
く
り
支
援
を

続
け
、一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
貧
困
か
ら
脱
却
で
き
る
よ
う
努

力
し
ま
す
。

■ 

健
康
づ
く
り

　
健
康
づ
く
り
の
主
役
は
町
民
自
身

で
す
。各
種
健
診
・
健
康
相
談
・
健
康

づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、町
民
一

人
ひ
と
り
の
健
康
意
識
を
高
め
、健

康
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
習
慣
が

定
着
で
き
る
よ
う
、妊
娠
期
か
ら
成

人
期
ま
で
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応

じ
た
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

特
に
糖
尿
病
透
析
は
、医
療
費
だ
け

で
な
く
個
人
の
日
常
生
活
に
大
き
く

影
響
す
る
た
め
、予
防
す
る
取
り
組

み
を
強
化
し
ま
す
。

　
昨
年
は
県
内
で
の
は
し
か
感
染
、

全
国
で
は
風
疹
の
感
染
拡
大
が
あ

り
、改
め
て
予
防
接
種
の
重
要
性
が

認
識
さ
れ
た
１
年
で
し
た
。国
は
、風

疹
の
全
国
的
な
感
染
拡
大
を
受
け
、

抗
体
保
有
率
が
低
い
39
〜
56
歳
の
男

性
を
対
象
に
今
年
度
か
ら
３
年
間

限
定
で
風
疹
予
防
接
種
を
新
た
な

定
期
接
種
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
か

ら
、接
種
率
向
上
に
向
け
、対
象
者
へ

の
周
知
な
ど
関
係
者
・
関
係
機
関
と

連
携
し
遅
延
な
く
取
り
組
み
ま
す
。

 

■ 

後
期
高
齢
者
医
療 

・

　
　
　
　
国
民
健
康
保
険

　
国
保
財
政
の
仕
組
み
は
昨
年
、大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。県
が
財
政
運

営
の
主
体
と
な
り
、市
町
村
ご
と
の

国
保
事
業
費
納
付
金
の
額
を
決
定
・

徴
収
し
、医
療
に
必
要
な
費
用
を
、

全
額
市
町
村
に
支
払
う
と
い
う「
入

り
」と「
出
」を
管
理
す
る
枠
組
み
に

見
直
さ
れ
、こ
れ
に
よ
り
安
定
的
な

国
保
運
営
が
で
き
る
仕
組
み
に
な
り

ま
し
た
。

　
た
だ
し
、市
町
村
は
納
付
金
の
主

な
財
源
と
な
る
保
険
税
に
つ
い
て
、

県
が
示
す
標
準
保
険
税
率
を
参
考

に
保
険
税
率
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。昨
年
は
皆
さ
ん
の
ご
理

解
の
も
と
12
年
ぶ
り
に
国
保
税
率
の

改
定
を
行
い
ま
し
た
が
、今
後
も
被

保
険
者
の
現
状
と
納
付
金
の
推
移
を

踏
ま
え
、適
正
賦
課
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、同
時
に
創
設
さ
れ
た
保
険

者
努
力
支
援
制
度
は
、市
町
村
の
医

療
費
適
正
化
に
向
け
た
努
力
を
評

価
し
、評
価
点
数
に
応
じ
た
交
付
金

が
交
付
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、今
以
上

に
健
康
づ
く
り
、レ
セ
プ
ト
点
検
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
推
奨
な
ど
、

医
療
費
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
強
化
し
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
広
域

連
合
が
運
営
主
体
で
す
が
、届
け
出

は
町
が
窓
口
で
あ
る
こ
と
か
ら
、高

齢
者
に
分
か
り
や
す
く
て
い
ね
い
対

応
に
努
め
ま
す
。ま
た
、高
齢
者
対
象

の「
ミ
ニ
デ
イ
」へ
は
看
護
師
を
派
遣

し
、健
康
運
動
教
室
を
実
施
。介
護

な
ど
を
必
要
と
せ
ず
、自
立
し
た
生

活
が
で
き
る「
健
康
寿
命
」を
延
ば
せ

る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
・
環
境

１ 

防
　
災

　
防
災
対
策
は
、自
主
防
災
組
織
や

関
係
団
体
と
連
携
し
、町
内
全
域
で

の
地
震
・
津
波
防
災
避
難
訓
練
を
続

け
て
実
施
す
る
な
ど
、町
民
自
ら
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る

共
助
の
精
神
を
育
み
自
主
的
に
防
災

活
動
を
行
え
る
自
主
防
災
組
織
の

育
成
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、津
波
避
難
が
困
難
な
区
域

の
解
消
に
取
り
組
み
、自
主
防
災
組

織
へ
の
活
動
補
助
金
や
津
波
浸
水
区

域
に
あ
る
福
祉
施
設
へ
の
個
別
受
信

機
設
置
、避
難
道
や
備
蓄
食
料
な
ど

の
整
備
も
併
せ
て
推
進
し
ま
す
。

２ 

防
　
犯

　
こ
れ
ま
で
町
民
や
関
係
機
関
の
皆

さ
ん
で
築
き
あ
げ
て
き
た
住
み
よ
い

環
境
を
さ
ら
に「
明
る
く
住
み
よ
い

ま
ち
」に
し
て
い
く
た
め
、与
那
原
地

区
防
犯
協
会
や
与
那
原
警
察
署
、関

係
機
関
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
、さ
ら
な
る
防
犯
の
啓
蒙
活
動
に

取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、公
園
な
ど
に

設
置
し
た
防
犯
カ
メ
ラ
の
適
正
な
運

営
に
努
め
、犯
罪
を
未
然
に
防
ぎ
安

全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

３ 

交
通
安
全

　
交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
進
め
、

老
朽
化
し
た
交
通
安
全
施
設
な
ど

を
更
新
す
る
と
と
も
に
、与
那
原
地

区
交
通
安
全
協
会
や
与
那
原
警
察

署
、学
校
関
係
者
や
地
域
の
交
通
安

全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
、交
通
安
全
へ
の
啓
蒙
活
動
や
飲

酒
運
転
根
絶
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

す
。

４ 

環
境
衛
生

　
今
年
度
も
、住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
へ
の
補
助
や
生
ご
み

処
理
機
の
購
入
補
助
を
進
め
、循
環

型
社
会
形
成
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

す
。ま
た
東
浜
水
路
は
観
光
活
用
を

視
野
に
入
れ
沖
縄
県
や
西
原
町
と

連
携
・
協
議
し
、水
質
浄
化
に
向
け
て

取
り
組
み
ま
す
。

５ 

墓
地
行
政

　
墓
地
行
政
は
、町
民
の
皆
さ
ん
の

住
み
よ
い
住
環
境
を
保
全
す
る
た

め
、無
秩
序
な
墓
地
建
設
を
抑
制

し
、秩
序
あ
る
墓
地
行
政
を
推
進

し
、住
宅
街
と
の
調
和
を
図
り
ま
す
。

ま
た
違
法
墓
地
建
設
を
取
り
締
ま

る
た
め
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
ま

す
。

６ 

ご
み
処
理

「
南
部
広
域
行
政
組
合
」へ

　
ご
み
処
理
施
設
の
一
元
化
は
、南

部
広
域
行
政
組
合
と
連
携
し
、焼
却

施
設
の
一
元
化
に
向
け
取
り
組
み
ま

す
。

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

１ 

教
育
行
政
全
般

　
教
育
全
般
を
さ
ら
に
進
め
る
た

め
、「
与
那
原
町
教
育
大
綱
」の
着
実

な
実
施
を
は
か
る
と
と
も
に
、「
生
き

る
力
」を
育
む
学
校
教
育
の
充
実
、

人
生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
た

生
涯
学
習
を
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
行

政
一
体
と
な
っ
て
推
進
し
ま
す
。

２ 

学
校
教
育

　
児
童
生
徒
が
確
か
な
学
力
を
身

に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、教
職
員
の
研

修
に
よ
る
指
導
力
の
向
上
に
加
え
、

「
学
習
支
援
員
」を
続
け
て
配
置
し
、

さ
ら
に
学
力
向
上
を
目
指
す
と
と
も

に
、個
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
学

習
指
導
を
行
い
ま
す
。ま
た
小
中
学

校
へ
設
置
し
た
電
子
黒
板
・タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
効
果
的
に
活
用
し「
分
か

る
授
業
」を
展
開
し
、授
業
効
果
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

　
町
立
学
校
に「
学
校
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
」を
続
け
て
配
置
し
、関
係
機
関

や
学
校
、関
係
部
署
と
の
連
携
を
強

化
し
不
登
校
や
問
題
行
動
の
未
然

防
止
や
早
期
発
見
・
早
期
対
応
を
行

い
ま
す
。

　
特
別
支
援
教
育
は
、イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
の
推
進
を
念
頭
に
、児
童
・

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
個
に
応
じ
た
き

め
細
や
か
な
指
導
・
必
要
な
支
援
を

行
う
た
め「
特
別
支
援
学
級
・
通
級

指
導
教
室
」を
充
実
さ
せ
る
と
と
も

に「
特
別
支
援
教
育
支
援
員
」「
特
別

支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」を

続
け
て
配
置
し
ま
す
。

　
就
学
援
助
は
、今
年
度
か
ら
就
学

援
助
の
基
準
を
拡
げ
、保
護
者
の
負

担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、新
入
学

学
用
品
費
は
小
学
校
・
中
学
校
と
も

に
入
学
前
支
給
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、就
学
援
助
世
帯
児
童
生
徒

へ
の
学
習
支
援
の
た
め
、沖
縄
県
子

育
て
総
合
支
援
モ
デ
ル
事
業
を
活
用

し
た
無
料
塾
の
連
携
充
実
も
図
り
ま

す
。

　
人
材
育
成
事
業
と
し
て
の「
海
外

短
期
留
学
派
遣
事
業
」や「
検
定
補

助
」も
将
来
を
担
う
人
材
を
育
成
す

る
た
め
続
け
ま
す
。

３ 

学
校
給
食

　
衛
生
管
理
の
充
実
と
お
い
し
い
給

食
を
提
供
す
る
た
め
、民
間
業
者
の

優
れ
た
経
験
を
活
か
し
、調
理
・
食

器
な
ど
の
洗
浄
、配
送
業
務
を
委
託

し
て
い
ま
す
が
、衛
生
・
安
全
管
理
、

メ
ニ
ュ
ー
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
ま
す
。

ま
た
食
材
は
、保
護
者
の
皆
さ
ん
に

「
学
校
給
食
だ
よ
り
」で
主
な
生
産

地
を
公
表
し
、最
善
な
方
法
で
安

全
・
安
心
な
食
材
の
確
保
に
努
め
ま

す
。

　
学
校
給
食
費
の
徴
収
は
、引
き
続

き
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
口
座
振
替
に

よ
る
納
付
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
、

給
食
費
の
収
納
対
策
に
取
り
組
み
ま

す
。

４ 

社
会
教
育
・
文
化
・ス
ポ
ー
ツ

　
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
を

拠
点
に
、す
べ
て
の
町
民
が
学
び
続

け
る
生
涯
学
習
を
支
援
し
、学
ぶ
喜

び
と
生
き
が
い
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。ま
た
、生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
進
め
る

た
め
、町
内
体
育
施
設
な
ど
を
積
極

的
に
開
放
し
、各
団
体
と
の
連
携
、支

援
、指
導
者
の
育
成
に
も
取
り
組
み

ま
す
。

　
文
化
財
保
護
事
業
は
昨
年
度
、国

道
バ
イ
パ
ス
事
業
に
伴
う
運
玉
森
等

の
文
化
財
の
調
査
発
掘
を
終
え
ま
し

た
。今
年
度
は
報
告
書
を
作
成
し
、

広
く
町
内
外
へ
周
知
を
図
り
ま
す
。

ま
た
昨
年
度
は
一
括
交
付
金
を
活
用

し
、御
殿
山
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
親
川
拝
所
の
整
備
に
取
り

組
み
ま
す
。引
き
続
き
埋
蔵
文
化
財

の
発
掘
調
査
を
行
い
、国
民
の
財
産

で
あ
る
文
化
財
の
保
護
、活
用
に
努

め
ま
す
。

　
町
史
編
集
事
業
は
、平
成
30
年
度

『
図
説
編
　
与
那
原 

教
育
の
あ
ゆ

み
』を
発
刊
し
ま
し
た
。今
年
度
は
、

２
０
２
０
年
度
末
発
刊
予
定
の『
図

説
編
　
与
那
原
の
自
然
と
人
』の
調

査
・
編
集
な
ど
に
取
り
組
み
す
。ま

た
、平
和
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て

「
与
那
原
町
民
平
和
の
日
・
慰
霊
の
日

合
同
企
画
展
」の
充
実
、開
催
に
努

め
、体
験
者
の
減
少
と
と
も
に
薄
れ

ゆ
く
沖
縄
戦
の
記
憶
を
絶
や
さ
ぬ
よ

う
努
め
ま
す
。

　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
教
育
に
取
り
組
む
社
会
を
目
指
す

た
め「
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
事

業
」を
継
続
実
施
し
、地
域
全
体
で

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
成
長
を

支
え
、学
校
・
家
庭
を
支
援
す
る
体

制
を
強
化
し
ま
す
。

　
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
、与

那
原
町
青
少
年
健
全
育
成
取
り
巻

く
環
境
改
善
、課
題
解
決
に
地
域
ぐ

る
み
で
取
り
組
み
、町
民
会
議
な
ど

の
関
係
機
関
や
団
体
と
連
携
し
、子

ど
も
た
ち
を
実
務
者
研
修
や
啓
蒙

活
動
へ
取
り
組
み
ま
す
。

■ 

国
際
交
流
事
業

　
海
外
友
好
親
善
大
使
人
材
育
成

事
業
は
、今
年
度
も
引
き
続
き
２
人

の
研
修
生
を
受
け
入
れ
ま
す
。
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新時代の夜明け迎える
　４月１日、与那原町は町制施行70周年を迎えます。今年度は記念式典をはじめ70年の節目と
した事業を行います。町が歩んできた道のりを振り返るともに、町の未来を考える年にしませんか。

■ 大里村から分離独立
　70年前の４月１日、大戦ですべてを失ってわずか４年後、
米軍施政下で与那原町が誕生しました。街ではブラックマー
ケットが起こり、畑では食糧難を補うため芋や野菜を自ら植え
る町民生活の中、役場は三役以下10人ほどの職員がわずか
な税収と財政交付金で運営したといいます。
　町制発足当時の人口は5,992人。王府時代から所属してい
た大里村から、与那原・与原・大見武・上与那原・当添・板良敷
が新しい自治体「与那原町」を形成しました。当時の大里村の
約４割の人口が独立したことになります。
　狭い町土では当初から人口が急激に増え続け、土地境界の
明確化問題、市町村合併構想、財政健全化、日本復帰、交通問
題、マリンタウンプロジェクト、昨今の大型MICE建設計画など
激しい政治経済の移り変わりを経て、8,191世帯・19,838人
の住む現在の与那原町があります。
　町制70周年を迎える今年、与那原町は将来あるべきまちの
姿を定めた「第５次与那原町総合計画」で基本目標や重要施

策などが策定されます。町行政は今
後、この総合計画に沿って運営し、
さまざまな課題の解決と改善を図
ることになります。

市町村制施行。大里間切から大里
村となり、与那原は大里村の一字に

那覇・与那原間に軽便鉄道開通

大里村より分離問題起こる

与那原国民学校発足

沖縄戦により全土焼失

与那原中等学校設置

大里村より分離独立
与那原町制施行。人口約5,992人

初代町長に上原敏範
町議員24人決まる

旧与那原駅跡に町役所庁舎落成
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新時代の夜明け迎える
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負けてたまるか　激走も応援も
ポーツ少年団交流駅伝ス

　町内の各スポーツ少年団同士の交流と青少年の体力向上を
目的に、与那原町スポーツ少年団交流駅伝大会が１月26日に与
那古浜公園で行われました。
 当日は12のスポーツ少年団がエントリーし、選手、保護者を合
わせて約300人が参加。開会式直前は雨が降り、天気が心配さ
れましたが、競技開始時間には雨も上がり、大会が始まるとそれ
ぞれの団が負けてたまるかという気持ちで激走。選手だけでな
く、一緒に走って応援する仲間、保護者からも熱の入った応援合
戦が繰り広げられ、与那古浜公園内には大きな歓声が響き渡り、
笑顔あふれる大会になりました。

スポーツの普及推進・振興に尽力
間哲也さんが功労者表彰當幼いころの新鮮な気持ちを表現

城美咲さんの作品が全国３位新
　九州地区スポーツ推進委員功労者として、町内の當間哲也さ
ん（当添）が表彰を受けました。
　１月19日・20日に沖縄県立武道館で開催された「第61回九
州地区スポーツ推進委員研究大会沖縄大会」で表彰されたもの
で、大会には与那原町スポーツ推進委員協議会などから約200
人が参加しました。

　「スポーツ推進委員が導こ
う身体づくり地域づくりで健
康長寿」～健康長寿「結（ゆ
い）を合い言葉に～をテーマ
の同大会で、功労表彰は15
年以上にわたり体育スポー
ツの普及と推進、振興に尽力
された功績が認められた
方々に贈られます。
　表彰を受けた當間さんは、
「これからは町のスポーツ振
興はもちろん、文化面でも頑
張っていきたい」と意欲を見
せていました。

　表彰式会場では、各地のイベントを紹介するブースを設置。与
那原町からは又吉哲也さん（東綱係長）、山内和実さん（30年度
実行委員会事務局長）が大綱曳の衣装で写真や実際の道具を展
示して関係者に説明しました。
　今回の受賞のきっかけを作ったのは、愛知県出身で与那原町
地域おこし協力隊の相羽としえ（嘱託職員）による応募でした。
「一昨年移住して初めて体験した与那原大綱曳まつりに向き合
う町民の皆さんの一所懸命さとかっこよさ、大綱曳本番のドキド
キ・ワクワク感を、もっと多くの人たちに知ってもらい、体験して
もらいたい」というのが応募の動機。大賞受賞の一報を聞いて
「“やった”という喜びと同時に“ああやっぱり”という思いになっ
た。町民の頑張りが全国に認められ、自信を持ってくださったこ
とが一番うれしい」と語っています。

　与那原大綱曳まつり
が「第23回ふるさとイ
ベント大賞」で大賞（内
閣総理大臣賞）を受賞
しました（表紙とも）。
　一般財団法人地域活
性化センターが1996
年から全国各地の祭や
イベントの活性化を目
的として開催している
もので、与那原大綱曳
まつりが全国144の公
募の中から最高賞に。長年地域の伝統を引き継ぎ、町内の
人々が愛情をもってみんなで協力し作り上げていることが
評価されました。
　３月１日に東京で行われた表彰式では、ふるさとイベント
大賞に入賞した全国の地域など８団体が最優秀賞、ふるさと
キラリ賞などを受賞しています。
　出席した与那原大綱曳運営委員会委員長の照屋勉町長は
あいさつの中で「町民の融和と団結の象徴で、440年あま
り脈々と受け継がれてきたまつりが評価された。受賞を聞い
て町の人たちの笑顔が増えたことがとてもうれしい。４月に
町制70周年を迎えるにあたり、弾みがついた」と喜びをか
みしめました。
　３月13日には総理大臣官邸で表彰状を受け取りました。

ふるさとイベント大賞
那原大綱曳まつりが最高賞与
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◀各地の受賞者と記念撮影（３月１日・東京都文京区・ベルサール飯田橋ファースト）

◀会場ブースで与那原大綱曳を関係者らに説明する実行委員 ◀

第23回ふるさとイベント大賞　各賞

【大　賞】 与那原大綱曳まつり（沖縄県与那原町）
【最優秀賞】 乙亥大相撲（愛媛県西予市）
【優秀賞】 撮りフェスin室蘭2017（北海道室蘭市）
【優秀賞】 2018 小出雪まつり（新潟県魚沼市）
【優秀賞】 きくち夏まつり　菊池白龍（熊本県菊池市）
【ふるさとキラリ賞】 ザ！雑巾ダッシュ!!2017inみつえ（奈良県御杖市）
【ふるさとキラリ賞】 鞆の津　八朔の馬出し（広島県福山市）
【選考委員特別賞】 じないまち四季物語（大阪府富田林市）

自信を持って

与那原町イメージキャラクター
なひきかちゃん　お披露目つ

　与那原町の魅力を多くの人に
知ってもらい、観光振興や地域
活性化につなげることを目的
に、与那原町イメージキャラク
ターの公募が昨年３月から開始
し、県内外から274点の応募か
ら選ばれた「つなひきかちゃん」
が２月24日、与那古浜公園で行
われた「よなばる綱マルシェ」で
初お披露目しました。会場では
子供たちが笑顔で記念撮影を楽
しんでいました。
　今後は与那原町を多くの方に
知ってもらうために、町内外に

PR活動を実施していく予定となっておりますので、今後とも「つ
なひきかちゃん」をよろしくお願いします。
　つなひきかちゃんの今後の活動予定は与那原ナビに随時掲載
していきますので、そちらもよろしくお願いします。

　「いつまでも未熟なままで」と題した与那原中３年（当時）・新城
美咲さんの美術作品が、１月に行われた「第12回アートクラブグ
ランプリ in SAKAI」（全国中学校美術部作品展）で全国374
校・3,899点の中から３位に当たる「堺市議会議長賞」を受賞し
ました。
　デッサンによる同作には、幼いころの美咲さん本人と姉が描か
れています。「幼いころの新鮮な気持ちを忘れないように」との
思いがこめられ、印象的な手前のミカンは「いつまでも成長でき
る未熟な自分でいたい」との思いから。成長していく自分自身と
ともに、家族への感謝も伝わる作品になりました。
　同作は全国巡回展で展示され、沖縄では７月27日から南風原
文化センターで巡回展が行われる予定です。

あらしろ
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目的に、与那原町スポーツ少年団交流駅伝大会が１月26日に与
那古浜公園で行われました。
 当日は12のスポーツ少年団がエントリーし、選手、保護者を合
わせて約300人が参加。開会式直前は雨が降り、天気が心配さ
れましたが、競技開始時間には雨も上がり、大会が始まるとそれ
ぞれの団が負けてたまるかという気持ちで激走。選手だけでな
く、一緒に走って応援する仲間、保護者からも熱の入った応援合
戦が繰り広げられ、与那古浜公園内には大きな歓声が響き渡り、
笑顔あふれる大会になりました。

スポーツの普及推進・振興に尽力
間哲也さんが功労者表彰當幼いころの新鮮な気持ちを表現

城美咲さんの作品が全国３位新
　九州地区スポーツ推進委員功労者として、町内の當間哲也さ
ん（当添）が表彰を受けました。
　１月19日・20日に沖縄県立武道館で開催された「第61回九
州地区スポーツ推進委員研究大会沖縄大会」で表彰されたもの
で、大会には与那原町スポーツ推進委員協議会などから約200
人が参加しました。

　「スポーツ推進委員が導こ
う身体づくり地域づくりで健
康長寿」～健康長寿「結（ゆ
い）を合い言葉に～をテーマ
の同大会で、功労表彰は15
年以上にわたり体育スポー
ツの普及と推進、振興に尽力
された功績が認められた
方々に贈られます。
　表彰を受けた當間さんは、
「これからは町のスポーツ振
興はもちろん、文化面でも頑
張っていきたい」と意欲を見
せていました。

　表彰式会場では、各地のイベントを紹介するブースを設置。与
那原町からは又吉哲也さん（東綱係長）、山内和実さん（30年度
実行委員会事務局長）が大綱曳の衣装で写真や実際の道具を展
示して関係者に説明しました。
　今回の受賞のきっかけを作ったのは、愛知県出身で与那原町
地域おこし協力隊の相羽としえ（嘱託職員）による応募でした。
「一昨年移住して初めて体験した与那原大綱曳まつりに向き合
う町民の皆さんの一所懸命さとかっこよさ、大綱曳本番のドキド
キ・ワクワク感を、もっと多くの人たちに知ってもらい、体験して
もらいたい」というのが応募の動機。大賞受賞の一報を聞いて
「“やった”という喜びと同時に“ああやっぱり”という思いになっ
た。町民の頑張りが全国に認められ、自信を持ってくださったこ
とが一番うれしい」と語っています。

　与那原大綱曳まつり
が「第23回ふるさとイ
ベント大賞」で大賞（内
閣総理大臣賞）を受賞
しました（表紙とも）。
　一般財団法人地域活
性化センターが1996
年から全国各地の祭や
イベントの活性化を目
的として開催している
もので、与那原大綱曳
まつりが全国144の公
募の中から最高賞に。長年地域の伝統を引き継ぎ、町内の
人々が愛情をもってみんなで協力し作り上げていることが
評価されました。
　３月１日に東京で行われた表彰式では、ふるさとイベント
大賞に入賞した全国の地域など８団体が最優秀賞、ふるさと
キラリ賞などを受賞しています。
　出席した与那原大綱曳運営委員会委員長の照屋勉町長は
あいさつの中で「町民の融和と団結の象徴で、440年あま
り脈々と受け継がれてきたまつりが評価された。受賞を聞い
て町の人たちの笑顔が増えたことがとてもうれしい。４月に
町制70周年を迎えるにあたり、弾みがついた」と喜びをか
みしめました。
　３月13日には総理大臣官邸で表彰状を受け取りました。

ふるさとイベント大賞
那原大綱曳まつりが最高賞与

▶
受
賞
あ
い
さ
つ
を
述
べ
る
照
屋
町
長
。左
は
与

　那
原
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
相
羽
と
し
え

◀各地の受賞者と記念撮影（３月１日・東京都文京区・ベルサール飯田橋ファースト）

◀会場ブースで与那原大綱曳を関係者らに説明する実行委員 ◀

第23回ふるさとイベント大賞　各賞

【大　賞】 与那原大綱曳まつり（沖縄県与那原町）
【最優秀賞】 乙亥大相撲（愛媛県西予市）
【優秀賞】 撮りフェスin室蘭2017（北海道室蘭市）
【優秀賞】 2018 小出雪まつり（新潟県魚沼市）
【優秀賞】 きくち夏まつり　菊池白龍（熊本県菊池市）
【ふるさとキラリ賞】 ザ！雑巾ダッシュ!!2017inみつえ（奈良県御杖市）
【ふるさとキラリ賞】 鞆の津　八朔の馬出し（広島県福山市）
【選考委員特別賞】 じないまち四季物語（大阪府富田林市）

自信を持って

与那原町イメージキャラクター
なひきかちゃん　お披露目つ

　与那原町の魅力を多くの人に
知ってもらい、観光振興や地域
活性化につなげることを目的
に、与那原町イメージキャラク
ターの公募が昨年３月から開始
し、県内外から274点の応募か
ら選ばれた「つなひきかちゃん」
が２月24日、与那古浜公園で行
われた「よなばる綱マルシェ」で
初お披露目しました。会場では
子供たちが笑顔で記念撮影を楽
しんでいました。
　今後は与那原町を多くの方に
知ってもらうために、町内外に

PR活動を実施していく予定となっておりますので、今後とも「つ
なひきかちゃん」をよろしくお願いします。
　つなひきかちゃんの今後の活動予定は与那原ナビに随時掲載
していきますので、そちらもよろしくお願いします。

　「いつまでも未熟なままで」と題した与那原中３年（当時）・新城
美咲さんの美術作品が、１月に行われた「第12回アートクラブグ
ランプリ in SAKAI」（全国中学校美術部作品展）で全国374
校・3,899点の中から３位に当たる「堺市議会議長賞」を受賞し
ました。
　デッサンによる同作には、幼いころの美咲さん本人と姉が描か
れています。「幼いころの新鮮な気持ちを忘れないように」との
思いがこめられ、印象的な手前のミカンは「いつまでも成長でき
る未熟な自分でいたい」との思いから。成長していく自分自身と
ともに、家族への感謝も伝わる作品になりました。
　同作は全国巡回展で展示され、沖縄では７月27日から南風原
文化センターで巡回展が行われる予定です。

あらしろ
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健
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と
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ま
し
ょ
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。

こんなふうに思っていませんか？

　健診にかかる時間は、病気の治療にかかる時間に比べたらほんの
わずかです。気づかないうちに病気が進行していると、日常生活や仕
事に大きな影響を与えることになります。

　特定健診は病気の重症化予防にも効果的です。治療中以外の病
気の早期発見で合併症を防ぐこともできます。

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

健
康
に
は
自
信
が
あ
る
ん
だ
よ

健
診
を
受
け
て

結
果
が
悪
い
と
怖
い
わ

生
活
習
慣
病
は

自
覚
が
な
い
う
ち
に

進
み
ま
す
よ
！

　日ごろから健康に自信を持っている方が、ある日突然、心筋梗塞や
脳卒中などで病院へ運ばれるケースもあります。健診を受けて自分
の健康状態を知ることが大切です。

　生活習慣病の怖いところは、進行するまで自覚症状がないことが
多く、一度発症すると完治が困難になることです。自覚症状がないう
ちに健診を受けましょう。

受
け
て
安
心

　
　特
定
健
診

　年
に
一
度
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
！

特定健診の受け方

健
診
は
年
１
回
、

半
日
程
度
で
す
よ
！

忙
し
く
て

健
診
を
受
け
る

時
間
が
な
い
ん
だ
よ

 健康保険課③　☎945-6633お問い合わせ

１ で受ける

申し込み

１

２

■受付時間：午前８時～１０時 
■場      所：町コミュニティーセンター 

■申込受付時間：午前８時半～１２時、
　　　　　　　 午後１時～５時（土・日・祝日は除く） 

受診希望日を決めて、下記までお電話ください

日曜日に身近な場所で健診が受けられます 県内ほとんどの医療機関で、無料で受けられます

■与那原町で特定健診が受けられる医療機関

ながみね内科
中村内科クリニック
与那原中央病院
上よなばるクリニック
野原整形外科
なかだ内科クリニック

字与那原1121
字与那原3068-1
字与那原2905
字上与那原464
字上与那原341-2
字東浜93-3

882－0777
945－2587
945－8101
917－1078
946－1010
944－2211

■受けられる健診（検診） 
　①特定健診　　②胃がん検診　 
　③肺がん検診　④大腸がん検診 

５月19日（日）
８月18日（日）
12月  8日（日）

７月  7日（日）
10月  6日（日）
１月19日（日）

※会場は都合により変更になる場合があります。

日曜
健診

無料無料

医療機関名 住　　所 電話番号

健康保険課 ☎９４５－６６３３

申し込み２

　がん検診を同時に受けることができます。  
　がん検診は、町の指定医療機関でしか受けられませ
んので４月初旬に発送するがん検診受診券をご確認
ください。  

希望の医療機関に予約してください

特定健診を受ける３
■検査内容：身体計測（身長、体重、腹囲）・血圧測定・尿検査・
　　　　　　血液検査・診察
【健診当日の持ち物】保険証（がん検診を同時に受ける場合は 
　　　　　　　　　がん検診受診券もお持ちください）

結果の確認・保健指導４
　健診結果を役場の保健師・管理栄養士から手渡しまたは郵
送でお返しします。手渡しの場合は、健診結果の説明や生活習
慣病を改善する保健指導を受けます。 

個人で受けると約７，０００円かかる検査が０円で受けられます。
▶対象：40～74歳の国保加入者　▶受診期間：４月１日～来年３月３１日まで　▶費用：０円　

集団健診 で受ける病院

集団健診  か  病院  のどちらで受診するかを選ぶ
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こんなふうに思っていませんか？

　健診にかかる時間は、病気の治療にかかる時間に比べたらほんの
わずかです。気づかないうちに病気が進行していると、日常生活や仕
事に大きな影響を与えることになります。

　特定健診は病気の重症化予防にも効果的です。治療中以外の病
気の早期発見で合併症を防ぐこともできます。

子
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　日ごろから健康に自信を持っている方が、ある日突然、心筋梗塞や
脳卒中などで病院へ運ばれるケースもあります。健診を受けて自分
の健康状態を知ることが大切です。

　生活習慣病の怖いところは、進行するまで自覚症状がないことが
多く、一度発症すると完治が困難になることです。自覚症状がないう
ちに健診を受けましょう。

受
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安
心
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 健康保険課③　☎945-6633お問い合わせ

１ で受ける

申し込み

１

２

■受付時間：午前８時～１０時 
■場      所：町コミュニティーセンター 

■申込受付時間：午前８時半～１２時、
　　　　　　　 午後１時～５時（土・日・祝日は除く） 

受診希望日を決めて、下記までお電話ください

日曜日に身近な場所で健診が受けられます 県内ほとんどの医療機関で、無料で受けられます

■与那原町で特定健診が受けられる医療機関

ながみね内科
中村内科クリニック
与那原中央病院
上よなばるクリニック
野原整形外科
なかだ内科クリニック

字与那原1121
字与那原3068-1
字与那原2905
字上与那原464
字上与那原341-2
字東浜93-3

882－0777
945－2587
945－8101
917－1078
946－1010
944－2211

■受けられる健診（検診） 
　①特定健診　　②胃がん検診　 
　③肺がん検診　④大腸がん検診 

５月19日（日）
８月18日（日）
12月  8日（日）

７月  7日（日）
10月  6日（日）
１月19日（日）

※会場は都合により変更になる場合があります。

日曜
健診

無料無料

医療機関名 住　　所 電話番号

健康保険課 ☎９４５－６６３３

申し込み２

　がん検診を同時に受けることができます。  
　がん検診は、町の指定医療機関でしか受けられませ
んので４月初旬に発送するがん検診受診券をご確認
ください。  

希望の医療機関に予約してください

特定健診を受ける３
■検査内容：身体計測（身長、体重、腹囲）・血圧測定・尿検査・
　　　　　　血液検査・診察
【健診当日の持ち物】保険証（がん検診を同時に受ける場合は 
　　　　　　　　　がん検診受診券もお持ちください）

結果の確認・保健指導４
　健診結果を役場の保健師・管理栄養士から手渡しまたは郵
送でお返しします。手渡しの場合は、健診結果の説明や生活習
慣病を改善する保健指導を受けます。 

個人で受けると約７，０００円かかる検査が０円で受けられます。
▶対象：40～74歳の国保加入者　▶受診期間：４月１日～来年３月３１日まで　▶費用：０円　

集団健診 で受ける病院

集団健診  か  病院  のどちらで受診するかを選ぶ
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受 講 者 募 集
ひざしひざしひざしへ行ってみよう!!へ行ってみよう!!

※都合により、予定を変更する場合もあります。ご理解・ご協力をお願いします。
与那原町交流センターひざし

TEL/FAX 882-8357
お問い
合わせ

〒901-1303  与那原町字与那原3090番地の２

　「交流センターひざし」は、障がいを持つ方がい
つでも気兼ねなく利用でき、地域との交流などを
通じて自立と社会参加を促進するためにつくられ
た施設です。
　与那原町在住で心身に障がいをお持ちの方
やその家族の方などを主な対象としていますが、
ひざし内にある「ふれあいサロン」では、おしゃべり
やテレビ鑑賞など、地域のみなさんも気兼ねなく
自由に過ごせる場所となっています。
　ほかにもいろいろな活動を行っていますので、
興味がある方はぜひ一度、交流センターひざしへ
足をお運びください。お待ちしております。
【開館日】／平日（午前10:00〜午後６:00）

行
事

の
月
4 ☆第１回 ひざしゆんたく会

日程／4月3日（水）
時間／14:00～16:00
場所／交流センターひざし

☆手工芸・工作クラブ
日程／4月8日・15日・22日（月）
時間／14:00～16:00
場所／交流センターひざし

☆軽スポーツクラブ
日程／4月12日(金)
時間／14:00～16:00
場所／交流センターひざし

☆美化・園芸クラブ
日程／4月16日・23日(火)
時間／14:00～16:00
場所／交流センターひざし

☆サンドイッチ作り＆ピクニック
日程／4月26日(金) ※調整中
時間／未定
場所／未定

スカットボール大会
　サン・アビリティーズうら
そえで２月10日(日)に行
われたスカットボール大会
に、交流センターひざし利
用者さんも参加しました。
　４人１チームで２チー
ム出場。SAMURAIチーム
と、sunlightチーム(サンラ
イト・訳してひざし)です。
絶好調のSAMURAIチー
ム！ナイスボール連発で準
優勝をいただきました。

浦添市身体障がい者福祉協会主催

◀
お
見
事
だ
っ
た
で
賞

※その他、クラブ活動も行っていま
　す。興味関心のある方は、右記
　までお問い合わせください。

平成31年度

与那原町手話奉仕員養成講座（基礎編）
　聴覚に障害を持つ方の生活や社会環境について
理解を深めるとともに、日常生活で会話を行う必
要な手話表現、手話語彙及び技術を習得する講座
です。ろう者の社会生活・文化・福祉制度などを理
解し、手話コミュニケーションで日常会話ができる
よう指導します。

▼期　間／５月９日～2020年２月20日
　　　　　　　　　　　　毎週木曜日（全40回）

▼時　間／午後７時～午後９時

▼場　所／西原町役場・与那原町コミュニティーセンター
　※西原町との共同開催のため、前半（１～20回）は西
　　原町役場、後半（21～40回）は与那原町コミュニ
　　ティーセンターが会場になります。

▼講　師／一般社団法人沖縄県聴覚障害者協会講師登録者

▼定　員／10人
　　　　　（定員に達し次第締め切らせていただきます）

▼受講料／無　料
　　  （ただし手話奉仕員養成テキスト3,240円は受講者負担）

▼対　象／原則として町内に居住または在勤・在学する
　　　　　方で、聴覚障がい者の福祉に理解のある方
　　　　　で、手話奉仕員養成講座入門課程修了者（同
　　　　　課程終了後２年未満に限る）

▼修了証／全日程（40回）中32回以上受講した方
　　　　　　　　  （３回ある講義はすべて受講が必要）

▼締　切／４月17日（水）まで与那原町福祉課に申し込
　　　　　んでください

▼主　催／与那原町福祉課　共催・西原町健康支援課

▼委託先／一般社団法人沖縄県聴覚障害者協会

 福祉課⑤　☎945-1525申し込み・お問い合わせ

 福祉課④　☎945-1525申し込み・お問い合わせ

● 個人情報の取り扱いについて
　参加申込書に記載された個人情報は、当講座の運営管理の目的のみ利用させてい
ただきます。なお、講座期間中撮影した写真等は町広報紙に掲載することがあります。

介護予防事業介護予防事業
与那原町の

福祉課からのお知らせ

料理
教室編

  男の綱がる料理教室
　料理を覚えて作る楽しさを見出しつつ、交流ができる料
理教室です。

▼対　象／65歳以上で要介護1～5の認定を受けていな
　　　　　い（要支援1～2の方は対象）男性

▼参加費／当日教室で参加費として500円いただきます。

▼場　所／与那原町コミュニティーセンター

▼日　時／毎月第２金曜日10時～（月１回）

  体にやさしい料理教室
　介護食や特別食も含め、食生活に気遣う体にやさしい
レシピを学んでみませんか？

▼対　象／65歳以上で要介護1～5の認定を受けていな
　　　　　い（要支援1～2の方は対象）方。

▼参加費／当日教室で参加費として500円いただきます。

▼場　所／与那原町コミュニティーセンター

▼日　時／毎月第４水曜日10時～（月１回）

　与那原町では、高齢者の方々が健康で生き生き
と心豊かに生活できることを目指して介護予防事
業を実施しています。２月号３月号に引き続き実施
している教室のご紹介をします。今回は料理教室編
です。

男女問わず教室に
参加頂けます！

 健康保険課③ 予防接種係 ☎945-6633お問い合わせ

予防接種を受ける必要はありません。
接種する場合自己負担になります。

今30〜50代男性に多いのは？
　2018年７月以降、特に関東地方で風しんの患者数が増加
しており、患者の中心は30代から50代の男性です。このうち
昭和37年４月２日から昭和54年４月１日の間に生まれた男
性は、制度の関係で風しんの公的な予防接種を受ける機会
がなかった世代で、抗体保有率が低いことが分かりました。
　国は、2020年に東京オリンピック・パラリンピック競技大会
が開催され、さまざまな国から多くの訪日客の増加が見込ま
れていて、国内で流行している感染症の感染がこの期間中に
拡大する恐れが懸念されることから、即急に今後の風しん発
生及びまん延を予防するための対策が必要…としています。
　こうした状況から、昭和37年４月２日から昭和54年４月１
日の間に生まれた男性を、風しん定期接種の対象とし、公的
な予防接種を１回受ける機会を設けることが決まりました。

風しん風しん
って何 ②

抗
体
検
査

抗体あり

予防接種を受けましょう。抗体なし

　風しんへの抗体力を確認するため、抗体検査を受け
ましょう。４月以降にクーポン券が届きますので、その内
容に沿って抗体検査を受けてください。

対　象▶1972（昭和47）年4月2日～
　　　　1979（昭和54）年4月1日生まれの男性

※1962（昭和37）年4月2日～1972（昭和47）年4月1日生
　まれの男性は助成事業の対象ですがクーポン券は送付
　しませんので、希望する方は下記担当課までお問い合わ
　せください。

1962（昭和37）年4月2日～
1979（昭和54）年4月1日生まれの男性の皆さんへ

風しんの抗体検査・予防接種の
助成事業が始まります
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通じて自立と社会参加を促進するためにつくられ
た施設です。
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場所／交流センターひざし

☆手工芸・工作クラブ
日程／4月8日・15日・22日（月）
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日程／4月26日(金) ※調整中
時間／未定
場所／未定

スカットボール大会
　サン・アビリティーズうら
そえで２月10日(日)に行
われたスカットボール大会
に、交流センターひざし利
用者さんも参加しました。
　４人１チームで２チー
ム出場。SAMURAIチーム
と、sunlightチーム(サンラ
イト・訳してひざし)です。
絶好調のSAMURAIチー
ム！ナイスボール連発で準
優勝をいただきました。

浦添市身体障がい者福祉協会主催

◀
お
見
事
だ
っ
た
で
賞

※その他、クラブ活動も行っていま
　す。興味関心のある方は、右記
　までお問い合わせください。
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与那原町手話奉仕員養成講座（基礎編）
　聴覚に障害を持つ方の生活や社会環境について
理解を深めるとともに、日常生活で会話を行う必
要な手話表現、手話語彙及び技術を習得する講座
です。ろう者の社会生活・文化・福祉制度などを理
解し、手話コミュニケーションで日常会話ができる
よう指導します。

▼期　間／５月９日～2020年２月20日
　　　　　　　　　　　　毎週木曜日（全40回）

▼時　間／午後７時～午後９時

▼場　所／西原町役場・与那原町コミュニティーセンター
　※西原町との共同開催のため、前半（１～20回）は西
　　原町役場、後半（21～40回）は与那原町コミュニ
　　ティーセンターが会場になります。

▼講　師／一般社団法人沖縄県聴覚障害者協会講師登録者

▼定　員／10人
　　　　　（定員に達し次第締め切らせていただきます）

▼受講料／無　料
　　  （ただし手話奉仕員養成テキスト3,240円は受講者負担）

▼対　象／原則として町内に居住または在勤・在学する
　　　　　方で、聴覚障がい者の福祉に理解のある方
　　　　　で、手話奉仕員養成講座入門課程修了者（同
　　　　　課程終了後２年未満に限る）

▼修了証／全日程（40回）中32回以上受講した方
　　　　　　　　  （３回ある講義はすべて受講が必要）

▼締　切／４月17日（水）まで与那原町福祉課に申し込
　　　　　んでください

▼主　催／与那原町福祉課　共催・西原町健康支援課

▼委託先／一般社団法人沖縄県聴覚障害者協会

 福祉課⑤　☎945-1525申し込み・お問い合わせ

 福祉課④　☎945-1525申し込み・お問い合わせ

● 個人情報の取り扱いについて
　参加申込書に記載された個人情報は、当講座の運営管理の目的のみ利用させてい
ただきます。なお、講座期間中撮影した写真等は町広報紙に掲載することがあります。

介護予防事業介護予防事業
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料理
教室編

  男の綱がる料理教室
　料理を覚えて作る楽しさを見出しつつ、交流ができる料
理教室です。

▼対　象／65歳以上で要介護1～5の認定を受けていな
　　　　　い（要支援1～2の方は対象）男性

▼参加費／当日教室で参加費として500円いただきます。

▼場　所／与那原町コミュニティーセンター

▼日　時／毎月第２金曜日10時～（月１回）

  体にやさしい料理教室
　介護食や特別食も含め、食生活に気遣う体にやさしい
レシピを学んでみませんか？

▼対　象／65歳以上で要介護1～5の認定を受けていな
　　　　　い（要支援1～2の方は対象）方。

▼参加費／当日教室で参加費として500円いただきます。

▼場　所／与那原町コミュニティーセンター

▼日　時／毎月第４水曜日10時～（月１回）

　与那原町では、高齢者の方々が健康で生き生き
と心豊かに生活できることを目指して介護予防事
業を実施しています。２月号３月号に引き続き実施
している教室のご紹介をします。今回は料理教室編
です。

男女問わず教室に
参加頂けます！

 健康保険課③ 予防接種係 ☎945-6633お問い合わせ

予防接種を受ける必要はありません。
接種する場合自己負担になります。

今30〜50代男性に多いのは？
　2018年７月以降、特に関東地方で風しんの患者数が増加
しており、患者の中心は30代から50代の男性です。このうち
昭和37年４月２日から昭和54年４月１日の間に生まれた男
性は、制度の関係で風しんの公的な予防接種を受ける機会
がなかった世代で、抗体保有率が低いことが分かりました。
　国は、2020年に東京オリンピック・パラリンピック競技大会
が開催され、さまざまな国から多くの訪日客の増加が見込ま
れていて、国内で流行している感染症の感染がこの期間中に
拡大する恐れが懸念されることから、即急に今後の風しん発
生及びまん延を予防するための対策が必要…としています。
　こうした状況から、昭和37年４月２日から昭和54年４月１
日の間に生まれた男性を、風しん定期接種の対象とし、公的
な予防接種を１回受ける機会を設けることが決まりました。
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予防接種を受けましょう。抗体なし

　風しんへの抗体力を確認するため、抗体検査を受け
ましょう。４月以降にクーポン券が届きますので、その内
容に沿って抗体検査を受けてください。

対　象▶1972（昭和47）年4月2日～
　　　　1979（昭和54）年4月1日生まれの男性

※1962（昭和37）年4月2日～1972（昭和47）年4月1日生
　まれの男性は助成事業の対象ですがクーポン券は送付
　しませんので、希望する方は下記担当課までお問い合わ
　せください。

1962（昭和37）年4月2日～
1979（昭和54）年4月1日生まれの男性の皆さんへ

風しんの抗体検査・予防接種の
助成事業が始まります
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図書館図書館 与那原町立図書館  　与那原町字与那原712番地

書　　　　　　　　　　名 著　者　名 出　版　社 内容

新しく入った本

● 一人になりたい男、話を聞いてほしい女
● 大阪万博が日本の都市を変えた
● 「グレイヘア」美マダムへの道
● 民泊の手続き・届出がわかる本
● 未来のミライ
● 呉漢　上・下
● 夏空白花

● 個性ハッケン！　①～⑤
● 「ふつう」ってなんだ？
● 秘密基地のつくりかた教えます
● つまんないつまんない
● きりみ

ジョン・グレイ
吉村 元男
朝倉 真弓
串田 誠一／監修
細田 守
宮城谷 昌光
須賀 しのぶ

田沼 茂紀／監修
ReBit／監修
那須 正幹
ヨシタケ シンスケ
長嶋 祐成

人間関係
万国博覧会
髪

民泊サービス
日本文学
〃
〃

インタビュー
L G B T
日本文学
絵 本
〃

泡 盛
アーティスト

ダイヤモンド社
ミネルヴァ書房
小 学 館
成 美 堂 出 版
KADOKAWA
中央公論新社
ポ プ ラ 社

ポ プ ラ 社
学 研 プ ラ ス
ポ プ ラ 社
白 泉 社
河出書房新社

長嶺 安一
中山 マコト

ボーダーインク
冬 至 書 房

ボールも球場もないが、もう一度
甲子園で野球がしたい。敗戦で
全てを失った日本人が、高校野
球の再建を賭けてGHQに挑む！

このきりみ、魚のどの部
分？　もとはどんな姿？　
サケ、マグロ、タコからかつ
おぶしまで。魚譜画家に
よる絵本。

● 泡盛カンタービレ!
● なぜ安室奈美恵はスーパースターなのか？

一
　般

　図

　書

児 

童 

書

郷
土
本

登録人数

貸出人数

貸出点数

開館日数

17人

999人

2,987冊

14日

２月の利用状況

与那原町立図書館  ☎946-6959お問い合わせ

４月から利用者カード更新が始まります 視聴覚資料の貸し出し期間が変更

　図書館視聴覚資料『ＣＤ・ＤＶＤ』の貸し出し
規則が『３点まで、３日間貸し出し』から、『２点
まで、１週間貸し出し』に変更します。以前よりも
ゆっくりとご自宅で楽しめるようになりましたの
で、ぜひご利用ください。

　町立図書館では、年度ごとに図書館利用者
カードの更新を行っています。登録内容（住所・
電話番号・在勤・在学など）に変更がない場合で
も、身分証明証の提示と本人確認をさせていた
だきますので、ご協力をお願いします。更新後の
有効期限は2020年３月31日までです。

【火～金】 午前10時～午後7時　【土 ・ 日】 午前10時～午後5時 　【休館日】 月曜日、第4金曜日(資料整理日）
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４月

町 史 編 纂 室 よ り 与那原の自然と人①

生涯学習振興課　町史編纂係  ☎871-9981　Fax098-871-9982お問い合わせ

与那原のヒジキ

　与那原町町史編さん室では「与那原の自然と人」の編
集・発刊に向けて調査を行っています。ここでは、調査で
得られた情報を基に、本町の自然と町民との関わりを
全12回にわたってご紹介します。

　１回目は与那原
の名産品「ヒジキ」
をご紹介します。
　春になると、岩礁
の上で漁協の職員
がヒジキを収穫する
姿をよく目にします。
３～５月ごろ収穫
のピークを迎える与
那原のヒジキは、ホンダワラという海藻の仲間です。中城湾
内は県下屈指のヒジキの生育地で、毎年平均５トンものヒ

▶板良敷～当添海岸に自生するヒジキ

ジキが出荷されます。
　現在では煮物やジューシーとして食べられるヒジキです
が、昔はその他にも、ミネラルを豊富に含む畑の肥料として
重宝されていたようです。
　海の幸は巡り巡って、人々の生活にも恩恵をもたらしてい
たのです。

 生涯学習振興課（与那原町コミュニティーセンター内）　☎835-8220お問い合わせ

子ども・大人のサークルが発表

第15回 与那原町生涯学習振興大会

　地域伝統文化の継承など社会教育活動を図り、ゆとりある
輝く人生を送れる生涯学習を考えようと、2月23日・24日の
両日「第15回与那原町生涯学習振興大会」（主催／町教育委員
会）が与那原町コミュニティーセンターで開催され、同時に「し
まくとぅば大会」「きら☆きらり子ども教室閉講式」「子ども会ま
つり」も合同開催しました。
　23日午前中に行われた「しまくとぅば大会１日目」では阿知
利保育所の園児による「方言劇」や「沖縄童歌」の微笑ましい演
舞で会場は笑顔で包まれました。その後の「きら☆きらり子ども
教室閉講式」では、年間を通して三線、琉舞、カンフー、肝高ダン
スの講座を受けた両小学校の児童達が、緊張しながら熱気にあ

ふれてたパフォーマンスを見せました。
　午後からは、多くの無料体験ブースを設けた「子ども会まつり」
に、たくさんの子どもたちや親子連れが訪れ、楽しい時間を過ご
しました。
　24日午前の「しまくとぅば大会２日目」では、県内外で活動し
ている人形劇団「かじまやぁ」による人形劇「チョンダラー」が行
われ、98人が訪れました。35体の人形たちが踊り、走り、時には
空中で回転するなど、迫力のある70分間の公演に、会場に訪れ
た参加者は舞台に終始釘付けになっていました。
　午後には町内のサークル団
体による舞台発表が行われ、
三線・琉舞・オカリナ・コーラ
スなど充実したプログラムが
そろい、各サークルの皆さん
は日ごろの練習成果を存分に
披露し、会場を大いに賑わせ
ました。ギャラリースペースで
は、書道・俳句・絵手紙などが
彩り豊かに展示され、多くの
来場者が生涯学習振興大会
を楽しんでいました。

阿知利保育所による方言劇「まぎーでーくに」 第14回子ども会まつり阿知利保育所による方言劇「まぎーでーくに」 第14回子ども会まつり

サークル団体による幕開け 人形劇「チョンダラー」

与那原町の投票率

県全体を約４ポイント上回る
■ 県民投票
　２月24日に投開票が行われた、普天間飛行場代替施設建設の
ための辺野古埋立に対する賛否を問う県民投票で、与那原町の
投票者数は8,576人、投票率は56.41％でした。県全体の投票
率52.48％と比べて3.93ポイント高い結果でした。
　今回は町内２カ所で行われた期日前投票所で投票する有権者
が、全投票者数の60％を占めました。そのうち第２期日前投票
所として５日間開設したマリンプラザあがり浜で投票した人は
2,036人でした。
　一方、投票しなかった人（棄権者）は男3,364人・女3,263人
の計6,627人に上りました。

開票作業＝２月24日午後８時すぎ、町役場委員会室
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■ 投票者数合計　  8,576
　　　（うち期日前　5,207）
■ 不在者投票者数　　16
■ 与那原町の開票結果
　　　　  賛　成　1,562
　　　　  反　対　6,166
　  どちらでもない　　791
　　　  　無効票　　 57
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図書館図書館 与那原町立図書館  　与那原町字与那原712番地

書　　　　　　　　　　名 著　者　名 出　版　社 内容

新しく入った本

● 一人になりたい男、話を聞いてほしい女
● 大阪万博が日本の都市を変えた
● 「グレイヘア」美マダムへの道
● 民泊の手続き・届出がわかる本
● 未来のミライ
● 呉漢　上・下
● 夏空白花

● 個性ハッケン！　①～⑤
● 「ふつう」ってなんだ？
● 秘密基地のつくりかた教えます
● つまんないつまんない
● きりみ

ジョン・グレイ
吉村 元男
朝倉 真弓
串田 誠一／監修
細田 守
宮城谷 昌光
須賀 しのぶ

田沼 茂紀／監修
ReBit／監修
那須 正幹
ヨシタケ シンスケ
長嶋 祐成

人間関係
万国博覧会
髪

民泊サービス
日本文学
〃
〃

インタビュー
L G B T
日本文学
絵 本
〃

泡 盛
アーティスト

ダイヤモンド社
ミネルヴァ書房
小 学 館
成 美 堂 出 版
KADOKAWA
中央公論新社
ポ プ ラ 社

ポ プ ラ 社
学 研 プ ラ ス
ポ プ ラ 社
白 泉 社
河出書房新社

長嶺 安一
中山 マコト

ボーダーインク
冬 至 書 房

ボールも球場もないが、もう一度
甲子園で野球がしたい。敗戦で
全てを失った日本人が、高校野
球の再建を賭けてGHQに挑む！

このきりみ、魚のどの部
分？　もとはどんな姿？　
サケ、マグロ、タコからかつ
おぶしまで。魚譜画家に
よる絵本。

● 泡盛カンタービレ!
● なぜ安室奈美恵はスーパースターなのか？

一
　般

　図

　書

児 

童 

書

郷
土
本

登録人数

貸出人数

貸出点数

開館日数

17人

999人

2,987冊

14日

２月の利用状況

与那原町立図書館  ☎946-6959お問い合わせ

４月から利用者カード更新が始まります 視聴覚資料の貸し出し期間が変更

　図書館視聴覚資料『ＣＤ・ＤＶＤ』の貸し出し
規則が『３点まで、３日間貸し出し』から、『２点
まで、１週間貸し出し』に変更します。以前よりも
ゆっくりとご自宅で楽しめるようになりましたの
で、ぜひご利用ください。

　町立図書館では、年度ごとに図書館利用者
カードの更新を行っています。登録内容（住所・
電話番号・在勤・在学など）に変更がない場合で
も、身分証明証の提示と本人確認をさせていた
だきますので、ご協力をお願いします。更新後の
有効期限は2020年３月31日までです。

【火～金】 午前10時～午後7時　【土 ・ 日】 午前10時～午後5時 　【休館日】 月曜日、第4金曜日(資料整理日）
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４月

町 史 編 纂 室 よ り 与那原の自然と人①

生涯学習振興課　町史編纂係  ☎871-9981　Fax098-871-9982お問い合わせ

与那原のヒジキ

　与那原町町史編さん室では「与那原の自然と人」の編
集・発刊に向けて調査を行っています。ここでは、調査で
得られた情報を基に、本町の自然と町民との関わりを
全12回にわたってご紹介します。

　１回目は与那原
の名産品「ヒジキ」
をご紹介します。
　春になると、岩礁
の上で漁協の職員
がヒジキを収穫する
姿をよく目にします。
３～５月ごろ収穫
のピークを迎える与
那原のヒジキは、ホンダワラという海藻の仲間です。中城湾
内は県下屈指のヒジキの生育地で、毎年平均５トンものヒ

▶板良敷～当添海岸に自生するヒジキ

ジキが出荷されます。
　現在では煮物やジューシーとして食べられるヒジキです
が、昔はその他にも、ミネラルを豊富に含む畑の肥料として
重宝されていたようです。
　海の幸は巡り巡って、人々の生活にも恩恵をもたらしてい
たのです。

 生涯学習振興課（与那原町コミュニティーセンター内）　☎835-8220お問い合わせ

子ども・大人のサークルが発表

第15回 与那原町生涯学習振興大会

　地域伝統文化の継承など社会教育活動を図り、ゆとりある
輝く人生を送れる生涯学習を考えようと、2月23日・24日の
両日「第15回与那原町生涯学習振興大会」（主催／町教育委員
会）が与那原町コミュニティーセンターで開催され、同時に「し
まくとぅば大会」「きら☆きらり子ども教室閉講式」「子ども会ま
つり」も合同開催しました。
　23日午前中に行われた「しまくとぅば大会１日目」では阿知
利保育所の園児による「方言劇」や「沖縄童歌」の微笑ましい演
舞で会場は笑顔で包まれました。その後の「きら☆きらり子ども
教室閉講式」では、年間を通して三線、琉舞、カンフー、肝高ダン
スの講座を受けた両小学校の児童達が、緊張しながら熱気にあ

ふれてたパフォーマンスを見せました。
　午後からは、多くの無料体験ブースを設けた「子ども会まつり」
に、たくさんの子どもたちや親子連れが訪れ、楽しい時間を過ご
しました。
　24日午前の「しまくとぅば大会２日目」では、県内外で活動し
ている人形劇団「かじまやぁ」による人形劇「チョンダラー」が行
われ、98人が訪れました。35体の人形たちが踊り、走り、時には
空中で回転するなど、迫力のある70分間の公演に、会場に訪れ
た参加者は舞台に終始釘付けになっていました。
　午後には町内のサークル団
体による舞台発表が行われ、
三線・琉舞・オカリナ・コーラ
スなど充実したプログラムが
そろい、各サークルの皆さん
は日ごろの練習成果を存分に
披露し、会場を大いに賑わせ
ました。ギャラリースペースで
は、書道・俳句・絵手紙などが
彩り豊かに展示され、多くの
来場者が生涯学習振興大会
を楽しんでいました。

阿知利保育所による方言劇「まぎーでーくに」 第14回子ども会まつり阿知利保育所による方言劇「まぎーでーくに」 第14回子ども会まつり

サークル団体による幕開け 人形劇「チョンダラー」

与那原町の投票率

県全体を約４ポイント上回る
■ 県民投票
　２月24日に投開票が行われた、普天間飛行場代替施設建設の
ための辺野古埋立に対する賛否を問う県民投票で、与那原町の
投票者数は8,576人、投票率は56.41％でした。県全体の投票
率52.48％と比べて3.93ポイント高い結果でした。
　今回は町内２カ所で行われた期日前投票所で投票する有権者
が、全投票者数の60％を占めました。そのうち第２期日前投票
所として５日間開設したマリンプラザあがり浜で投票した人は
2,036人でした。
　一方、投票しなかった人（棄権者）は男3,364人・女3,263人
の計6,627人に上りました。

開票作業＝２月24日午後８時すぎ、町役場委員会室
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■ 投票者数合計　  8,576
　　　（うち期日前　5,207）
■ 不在者投票者数　　16
■ 与那原町の開票結果
　　　　  賛　成　1,562
　　　　  反　対　6,166
　  どちらでもない　　791
　　　  　無効票　　 57
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ほ ん だ 動 物 病 院
ひろみ動物クリニック
さくらペットクリニック
く ど う 動 物 病 院
ピュアペットクリニック
こ に し 動 物 病 院
赤 瓦 動 物 病 院
風 の 動 物 病 院
南 の 往 診 獣 医さん
がじゅまる動物クリニック

与那原町字与那原3062
与那原町与那原3587
南風原町字与那覇507-1
南風原町字兼城587-2
那覇市繁多川4-22-1
那覇市赤嶺2-1-7東栄ハウジングＤ号
八重瀬町字屋宜原186
豊見城市　保401
南風原町津嘉山1640-2
与那原町字東浜100-1ラベルタ101

944-2427
946-9311
888-1525
888-3514
884-8161
859-5240
998-1006
987-1666
987-1413
943-2272

か/ん/き/ょ/う/

 生活環境安全課⑫　☎945-4688お問い合わせ

穴を開けず・中身を出し切る

狂犬病予防注射は飼い主の義務です

スプレー缶やカセットボンベなどの捨て方

   危険ごみ袋へ
　スプレー缶やカセットボン
ベなどは、最後まで使い切り
穴は開けずに危険ごみの袋に
入れて指定された曜日に出し
てください。
　昨年末、札幌市でスプレー
缶に起因する爆発火災が発
生し、50人以上の負傷者が
出るなど大きな被害が出まし
た。また県内でも、中身の残ったスプレー缶やカセットボ
ンベなどがごみに出され、ごみ収集車両やごみ処理施設で
火災が発生したこともありました。

   正しい捨て方
① 缶を手で振って中身の有無を確認してください。「シャ
　 カシャカ」「チャプチャプ」などの音がしたら、まだ中身
　 が残っています。必ず使い切りましょう。
② 音がしなくても、まだ中身やガスが残っている場合があ
　 ります。「ガス抜きキャップ」で出し切ってください。
　 「ガス抜きキャップ」がない場合は、スプレーボタンを
　 押して完全に出し切ってください。
　※ガスなど中身の排出作業は、火の気のない風通しの
　　良い場所で行ってください。
③ 中身を空にしたスプレー缶やカセットボンベなどは、穴 
　 を開けずに危険ごみの袋に入れて、指定された曜日に
　 出してください。

　生後91日以上の犬を飼っている方は、飼い犬の登録（初回）と年１回の狂犬病予防
注射が義務付けられています。狂犬病予防注射がお済みでない方は、お近くの動物病
院で接種してください。また、今年度の集合注射は５月12日（日）に行います。
　なお、下表の動物病院で予防注射を行うと、その場で「狂犬病予防注射済票」の交
付が受けられます。

動物病院名 所　　在　　地 連絡先

さよなら庁舎三線漫談

  たま子とおばぁ

第10話

原作・宮川たま子　漫画・しらとたけし

へ
ー

　４
月
い
っ
ぱ
い
で

　建
て
替
え
な
ん
だ…

　
　な
ん
だ
か

　
　寂
し
い
ね44

年
も

お
世
話
に

な
っ
た
か
ら
ね

え
っ

も
し
か
し
て

　
　裏
金
!?

歴
代
町
長
が

大
事
に
し
て
き
た

     

手
紙
な
ん
だ

   

た
ま
ち
ゃ
ん

一
つ
読
ん
で
み
て

町
長
さ
ん

私
た
ち
も

  

お
手
伝
い

　

 

し
ま
す

壁
に
金
庫
が

埋
ま
っ
て
る
さ
ー

あ
っ

　元
町
長
や

前
町
長
ま
で…

何
で
ね
？

皆
の
手
紙
を

戒
め
に

こ
れ
か
ら
も

町
づ
く
り
を

す
る
さ
ー

   

優
し
さ
が

い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た

 

与
那
原
庁
舎

   

だ
っ
た
ん
だ
ね

  

　
　・
・
・

  

玉
城
お
ば
ぁ
！

そ
の
額
縁
だ
け
は

僕
た
ち
が

外
し
ま
ー
す

あ
い
っ
! !

い
や
ぁ
〜

助
か
る
さ
ー

あ
り
が
と
う

わ
ん
は

 

額
縁
を…

　よ
い
し
ょ

さんしんの日

前川朝昭歌碑前で奉納演奏
　「行逢れば兄弟　何隔てぬあが　語らい遊ば」
与那原町出身の民謡歌手・前川朝昭を後世に伝えようと
有志が集い、東浜の一角に顕彰碑が建立されたのが14
年前。前川朝昭門下の唄い手たちは、毎年３月４日「さんし
んの日」に奉納公演を行ってきました。
　今年も民謡会の重鎮・上原正吉さんをはじめ30人近く
が羽織袴で歌碑前にそろい、奉納演奏を行いました。また

同日、町文化協会郷土
民謡部が東浜のJAおき
なわ与那原支店で三線
合奏会を開催しました。
　前川朝昭歌碑前で
は昨年11月、「よなばる
観光まちづくりネットワー
ク」メンバーらが実行委員会を結成して「兄弟小節大会」を
開催。大会は今年も予定されていて、東浜に民謡の輪が
広がりつつあります。
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ほ ん だ 動 物 病 院
ひろみ動物クリニック
さくらペットクリニック
く ど う 動 物 病 院
ピュアペットクリニック
こ に し 動 物 病 院
赤 瓦 動 物 病 院
風 の 動 物 病 院
南 の 往 診 獣 医さん
がじゅまる動物クリニック

与那原町字与那原3062
与那原町与那原3587
南風原町字与那覇507-1
南風原町字兼城587-2
那覇市繁多川4-22-1
那覇市赤嶺2-1-7東栄ハウジングＤ号
八重瀬町字屋宜原186
豊見城市　保401
南風原町津嘉山1640-2
与那原町字東浜100-1ラベルタ101

944-2427
946-9311
888-1525
888-3514
884-8161
859-5240
998-1006
987-1666
987-1413
943-2272

か/ん/き/ょ/う/

 生活環境安全課⑫　☎945-4688お問い合わせ

穴を開けず・中身を出し切る

狂犬病予防注射は飼い主の義務です

スプレー缶やカセットボンベなどの捨て方

   危険ごみ袋へ
　スプレー缶やカセットボン
ベなどは、最後まで使い切り
穴は開けずに危険ごみの袋に
入れて指定された曜日に出し
てください。
　昨年末、札幌市でスプレー
缶に起因する爆発火災が発
生し、50人以上の負傷者が
出るなど大きな被害が出まし
た。また県内でも、中身の残ったスプレー缶やカセットボ
ンベなどがごみに出され、ごみ収集車両やごみ処理施設で
火災が発生したこともありました。

   正しい捨て方
① 缶を手で振って中身の有無を確認してください。「シャ
　 カシャカ」「チャプチャプ」などの音がしたら、まだ中身
　 が残っています。必ず使い切りましょう。
② 音がしなくても、まだ中身やガスが残っている場合があ
　 ります。「ガス抜きキャップ」で出し切ってください。
　 「ガス抜きキャップ」がない場合は、スプレーボタンを
　 押して完全に出し切ってください。
　※ガスなど中身の排出作業は、火の気のない風通しの
　　良い場所で行ってください。
③ 中身を空にしたスプレー缶やカセットボンベなどは、穴 
　 を開けずに危険ごみの袋に入れて、指定された曜日に
　 出してください。

　生後91日以上の犬を飼っている方は、飼い犬の登録（初回）と年１回の狂犬病予防
注射が義務付けられています。狂犬病予防注射がお済みでない方は、お近くの動物病
院で接種してください。また、今年度の集合注射は５月12日（日）に行います。
　なお、下表の動物病院で予防注射を行うと、その場で「狂犬病予防注射済票」の交
付が受けられます。

動物病院名 所　　在　　地 連絡先

さよなら庁舎三線漫談

  たま子とおばぁ

第10話

原作・宮川たま子　漫画・しらとたけし

へ
ー

　４
月
い
っ
ぱ
い
で

　建
て
替
え
な
ん
だ…

　
　な
ん
だ
か

　
　寂
し
い
ね44

年
も

お
世
話
に

な
っ
た
か
ら
ね

え
っ

も
し
か
し
て

　
　裏
金
!?

歴
代
町
長
が

大
事
に
し
て
き
た

     

手
紙
な
ん
だ

   

た
ま
ち
ゃ
ん

一
つ
読
ん
で
み
て

町
長
さ
ん

私
た
ち
も

  

お
手
伝
い

　

 

し
ま
す

壁
に
金
庫
が

埋
ま
っ
て
る
さ
ー

あ
っ

　元
町
長
や

前
町
長
ま
で…

何
で
ね
？

皆
の
手
紙
を

戒
め
に

こ
れ
か
ら
も

町
づ
く
り
を

す
る
さ
ー

   

優
し
さ
が

い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た

 

与
那
原
庁
舎

   

だ
っ
た
ん
だ
ね

  

　
　・
・
・

  

玉
城
お
ば
ぁ
！

そ
の
額
縁
だ
け
は

僕
た
ち
が

外
し
ま
ー
す

あ
い
っ
! !

い
や
ぁ
〜

助
か
る
さ
ー

あ
り
が
と
う

わ
ん
は

 

額
縁
を…

　よ
い
し
ょ

さんしんの日

前川朝昭歌碑前で奉納演奏
　「行逢れば兄弟　何隔てぬあが　語らい遊ば」
与那原町出身の民謡歌手・前川朝昭を後世に伝えようと
有志が集い、東浜の一角に顕彰碑が建立されたのが14
年前。前川朝昭門下の唄い手たちは、毎年３月４日「さんし
んの日」に奉納公演を行ってきました。
　今年も民謡会の重鎮・上原正吉さんをはじめ30人近く
が羽織袴で歌碑前にそろい、奉納演奏を行いました。また

同日、町文化協会郷土
民謡部が東浜のJAおき
なわ与那原支店で三線
合奏会を開催しました。
　前川朝昭歌碑前で
は昨年11月、「よなばる
観光まちづくりネットワー
ク」メンバーらが実行委員会を結成して「兄弟小節大会」を
開催。大会は今年も予定されていて、東浜に民謡の輪が
広がりつつあります。
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税務課からのお知らせ

固定資産課税台帳を閲覧される方へ

土地・家屋価格など帳簿の縦覧

　固定資産課税台帳には、１月１日の現況をもとに、所有者ごとに土
地、家屋、償却資産の価格、課税標準額などが記載されています。

  閲覧の範囲　権利や義務にかかる土地・家屋の固定資産課税台帳
　　　　　　　　　　　　　 （所在地、 地目・構造、地積・床面積等）
  閲覧できる方
　固定資産税の納税義務者（同居の親族を含む）、代理人（納税義務者か
らの委任状が必要）、借地借家人（賃貸契約書の写し等）、固定資産の処
分を有する一定の者

期　間▶４月１日（月）から通年
　　　　　　　　※ただし、土・日、祝祭日、年末年始を除きます
時　間▶午前８時30分から午後５時15分まで
　　　　　　　　※ただし、正午から午後１時を除きます
場　所▶与那原町役場１階　税務課

期　間▶４月１日（月）～５月７日（火）　　※土・日、祝祭日を除く
時　間▶午前８時30分～午後５時15分　 ※正午から午後１時を除く
場　所▶与那原町役場１階　税務課

  縦覧の範囲　土地 ： 所在, 地番、地目、地積、評価額
　　　　　　　家屋 ： 所在、家屋番号、種類、構造、床面積、評価額

  縦覧できる方
　固定資産税の納税義務者（同居の親族を含む）、代理人（納税義務者か
らの委任状が必要）、納税管理人

※縦覧の際は、本人確認を行います。運転免許証などの確認できるものを
　ご持参ください。
※縦覧帳簿は、縦覧場所での縦覧のみとし、コピーの交付はしません。

※縦覧の際は、本人確認を行います。運転免許証などの確認できるものを
　ご持参ください。

税務課⑥ ☎945-4477お問い合わせ  

交換する方待ってます！
与那原町オリジナルナンバープレート

交付開始しています

すでに交付済の標準標識（絵柄が無いもの）との交換も可能！
※ただし、新規交付・交換ともに車両番号の指定はできません。

交換時の必要書類

̶ 対象車種 ̶

① ナンバープレート　　③ 自賠責保険証明書
② 標識交付証明書　     ④ 所有者印鑑

● 原付第一種　50cc以下　【白色】
● 原付第二種乙　90cc以下　【黄色】
● 原付第二種甲 125cc以下　【桃色】
● ミ ニ カ ー　50cc以下　【水色】

平成31年度  町税納期カレンダー

2019年  ４月
５月
６月
７月
８月
９月
10月
11月
12月

2020年  １月
２月
３月

5月  7日

5月31日

7月 1日

7月31日

9月  2日

̶

10月31日

̶

1月6日

1月31日

3月 2日

̶

4月25日

5月27日

6月25日

7月25日

8月26日

̶

10月25日

̶

12月25日

1月27日

2月25日

̶

固定資産税（１期）

軽自動車税（全期）

町県民税（１期）

固定資産税（２期）

町県民税（２期）

̶

町県民税（３期）

̶

固定資産税（３期）

町県民税（４期）

固定資産税（４期）

̶

納期月 納期限 口座振替日町税の種類

消費税の軽減税率制度が実施されます!
　平成31年（2019年）10月1日から、消費税及び
地方消費税の税率が8％から10％に引き上げられ
るのと同時に、消費税の軽減税率制度が実施されま
す。軽減税率制度の実施に伴い、消費税等は、軽減
税率（8％）と標準税率（10％）の複数税率となりま
す。
　軽減税率は全ての事業者の方に関係があります。
詳しい概要等は下記のQRコードを読み取り、国税
庁のホームページで確認してください。

今年10月から

● 酒類・外食を除く飲食品
● 週２回以上発行される新聞
　　　　　　　（定期購読契約に基づくもの）

消費税の軽減税率制度
（国税庁）

消費税の軽減税率制度
説明会の開催予定
（国税庁）

軽減税率対策補助金
　（軽減税率対策補助金事務局）

●登録自動車差押　1件

●預金差押　48件 ●タイヤロック  2件 ●給与差押   1件

平成31年２月末日現在平成30年度中の滞納処分状況

2020

軽減税率（８％）の対象品目

 与那原町観光交流施設　☎945-3335
お問い合わせ

申込場所／与那原町観光交流施設
申込方法／申込期間内に電話・窓口で受講予約した後、施設窓口  
　　　　　で申込書の記入・受講料支払いを終えて申込完了です。
※期限内に申込完了がない場合はキャンセル扱いとなります。

与那原町観光交流施設
のびのび・思いっきり！

朝ゆる〜りヨガ教室［第１期］

ゆ
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り
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り
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地
よ
い
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作
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節
や
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肉
を
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し
、ほ
ぐ
し

て
い
き
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す
。

期　　間▶4月12日～6月14日（金曜日  全８回）
時　　間▶10:00～11:00
会　　場▶２階多目的室
講　　師▶知念康代
対　　象▶一般
定　　員▶各15人（先着順）
受 講 料▶5,000円（保険料込み）
申込期間▶3月15日（金）～4月12日（金）

夜間ピラティス教室［第１期］ 夜間ヨガ教室［第１期］
姿
勢
や
プ
ロ
ポ
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シ
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ン
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持
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要
な
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や
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柔
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き
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す
。

期　　間▶4月10日～5月15日（水曜日  全５回）
時　　間▶19:00～20:00
会　　場▶２階多目的室
講　　師▶永渕悦子
対　　象▶一般
定　　員▶15人（先着順）
受 講 料▶3,500円（保険料込み）
申込期間▶3月13日（水）～4月10日（水）

呼
吸
に
意
識
を
向
け
、ゆ
っ
く
り

と
１
つ
１
つ
の
ポ
ー
ズ
を
無
理
の

な
い
範
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い
心
身
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ス
を
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す
。

期　　間▶4月12日～6月28日（金曜日  全８回）
時　　間▶1部＝19:15～20:15　2部＝20:30～21:30
会　　場▶２階多目的室
講　　師▶柳  孝道
対　　象▶一般
定　　員▶各15人（先着順）
受 講 料▶5,000円（保険料込み）
申込期間▶3月15日（金）～4月12日（金）

ママフィット＆ベビービスク［第１期］

期　　間▶4月12日～6月14日（金曜日  全８回）
時　　間▶11:30～12:30
会　　場▶２階多目的室
講　　師▶知念康代（日本マタニティフィットネス協会インストラクター）
対　　象▶３カ月～２才のママ＆ベビー
定　　員▶12組（先着順）
受 講 料▶5,000円（保険料込み）
申込期間▶3月15日（金）～4月12日（金）

有
酸
素
運
動
、ヨ
ガ
の
動
き
に
よ
る

体
力
ア
ッ
プ
と
骨
盤
調
整
な
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の
ボ
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ジ
と
ベ
ビ
ー
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ク
サ
サ
イ
ズ
。

沖縄県国際交流・人材育成財団

奨学生募集 　沖縄県国際交流・人材育成財団では、文化及び産業発展の助けとなる有能な人材
を育成することを目的に奨学金を実施しています。奨学金は無利息で貸与されます。

 大学貸与奨学金
　勉学意欲がありながら経済的理由により修学に困難がある
人に対して貸与されます。奨学金の貸与が終了すると、奨学生
本人に返還の義務が生じます。家庭の経済状況やあなたの人
生・生活設計に基づき、十分考慮のうえ申込みをしてください。
▶対　　象／国内の大学・大学院・高等専門学校・専修学校
　　　　　　　　　（専門課程）在学または４月入学予定者
▶受付期間／４月15日（月）まで
 高校育英貸与奨学金
 学業・人物ともに優れた生徒で、経済的理由で修学に困難が
ある生徒で、家計・学力の基準があります。
▶対　　象／高等学校・中等教育学校の後期過程・特別支援
　　　　　　学校の高等部・特に認められた専攻科・専修学
　　　　　　校高等過程（修業年限２年以上）
▶申込方法／出願書類を学校から受け取り、学校が定める期
　　　　　　日までに学校へ提出

 高等学校奨学金
　勉強意欲がありながら経済的理由で修学が困難な生徒。対
象は新１年生のみ。家計が困窮している場合に限ります。
▶対　　象／県内の高等学校・県内の中等教育学校の後期過程
▶申込方法／出願書類を学校から受け取り、学校が定める期
　　　　　　日までに学校へ提出
 県出身海外移住者子弟
　県出身海外移住者の指定で海外に住み、県内の大学・大学
院に在学する学生。
▶対　　象／大学・大学院
▶受付期間／４月15日（月）まで

　応募資格・貸与月額・応募方法・選考・返還など詳しくは下記
へお問い合わせください。またはHP http://www.oihf.or.jp/
をご覧ください。

 公益財団法人沖縄県国際交流・人材育成財団　奨学課　☎942-9213お問い合わせ
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税務課からのお知らせ

固定資産課税台帳を閲覧される方へ

土地・家屋価格など帳簿の縦覧

　固定資産課税台帳には、１月１日の現況をもとに、所有者ごとに土
地、家屋、償却資産の価格、課税標準額などが記載されています。

  閲覧の範囲　権利や義務にかかる土地・家屋の固定資産課税台帳
　　　　　　　　　　　　　 （所在地、 地目・構造、地積・床面積等）
  閲覧できる方
　固定資産税の納税義務者（同居の親族を含む）、代理人（納税義務者か
らの委任状が必要）、借地借家人（賃貸契約書の写し等）、固定資産の処
分を有する一定の者

期　間▶４月１日（月）から通年
　　　　　　　　※ただし、土・日、祝祭日、年末年始を除きます
時　間▶午前８時30分から午後５時15分まで
　　　　　　　　※ただし、正午から午後１時を除きます
場　所▶与那原町役場１階　税務課

期　間▶４月１日（月）～５月７日（火）　　※土・日、祝祭日を除く
時　間▶午前８時30分～午後５時15分　 ※正午から午後１時を除く
場　所▶与那原町役場１階　税務課

  縦覧の範囲　土地 ： 所在, 地番、地目、地積、評価額
　　　　　　　家屋 ： 所在、家屋番号、種類、構造、床面積、評価額

  縦覧できる方
　固定資産税の納税義務者（同居の親族を含む）、代理人（納税義務者か
らの委任状が必要）、納税管理人

※縦覧の際は、本人確認を行います。運転免許証などの確認できるものを
　ご持参ください。
※縦覧帳簿は、縦覧場所での縦覧のみとし、コピーの交付はしません。

※縦覧の際は、本人確認を行います。運転免許証などの確認できるものを
　ご持参ください。

税務課⑥ ☎945-4477お問い合わせ  

交換する方待ってます！
与那原町オリジナルナンバープレート

交付開始しています

すでに交付済の標準標識（絵柄が無いもの）との交換も可能！
※ただし、新規交付・交換ともに車両番号の指定はできません。

交換時の必要書類

̶ 対象車種 ̶

① ナンバープレート　　③ 自賠責保険証明書
② 標識交付証明書　     ④ 所有者印鑑

● 原付第一種　50cc以下　【白色】
● 原付第二種乙　90cc以下　【黄色】
● 原付第二種甲 125cc以下　【桃色】
● ミ ニ カ ー　50cc以下　【水色】

平成31年度  町税納期カレンダー

2019年  ４月
５月
６月
７月
８月
９月
10月
11月
12月

2020年  １月
２月
３月

5月  7日

5月31日

7月 1日

7月31日

9月  2日

̶

10月31日

̶

1月6日

1月31日

3月 2日

̶

4月25日

5月27日

6月25日

7月25日

8月26日

̶

10月25日

̶

12月25日

1月27日

2月25日

̶

固定資産税（１期）

軽自動車税（全期）

町県民税（１期）

固定資産税（２期）

町県民税（２期）

̶

町県民税（３期）

̶

固定資産税（３期）

町県民税（４期）

固定資産税（４期）

̶

納期月 納期限 口座振替日町税の種類

消費税の軽減税率制度が実施されます!
　平成31年（2019年）10月1日から、消費税及び
地方消費税の税率が8％から10％に引き上げられ
るのと同時に、消費税の軽減税率制度が実施されま
す。軽減税率制度の実施に伴い、消費税等は、軽減
税率（8％）と標準税率（10％）の複数税率となりま
す。
　軽減税率は全ての事業者の方に関係があります。
詳しい概要等は下記のQRコードを読み取り、国税
庁のホームページで確認してください。

今年10月から

● 酒類・外食を除く飲食品
● 週２回以上発行される新聞
　　　　　　　（定期購読契約に基づくもの）

消費税の軽減税率制度
（国税庁）

消費税の軽減税率制度
説明会の開催予定
（国税庁）

軽減税率対策補助金
　（軽減税率対策補助金事務局）

●登録自動車差押　1件

●預金差押　48件 ●タイヤロック  2件 ●給与差押   1件

平成31年２月末日現在平成30年度中の滞納処分状況

2020

軽減税率（８％）の対象品目

 与那原町観光交流施設　☎945-3335
お問い合わせ

申込場所／与那原町観光交流施設
申込方法／申込期間内に電話・窓口で受講予約した後、施設窓口  
　　　　　で申込書の記入・受講料支払いを終えて申込完了です。
※期限内に申込完了がない場合はキャンセル扱いとなります。

与那原町観光交流施設
のびのび・思いっきり！

朝ゆる〜りヨガ教室［第１期］

ゆ
る
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っ
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り
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地
よ
い
動
作
で
関
節
や

筋
肉
を
刺
激
し
、ほ
ぐ
し

て
い
き
ま
す
。

期　　間▶4月12日～6月14日（金曜日  全８回）
時　　間▶10:00～11:00
会　　場▶２階多目的室
講　　師▶知念康代
対　　象▶一般
定　　員▶各15人（先着順）
受 講 料▶5,000円（保険料込み）
申込期間▶3月15日（金）～4月12日（金）

夜間ピラティス教室［第１期］ 夜間ヨガ教室［第１期］
姿
勢
や
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
維
持
に

必
要
な
体
幹
や
、筋
肉
の
柔
軟
性

と
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さ
を
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え
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流
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善
、心

身
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
ま
す
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イ

エ
ッ
ト
効
果
も
期
待
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き
ま
す
。

期　　間▶4月10日～5月15日（水曜日  全５回）
時　　間▶19:00～20:00
会　　場▶２階多目的室
講　　師▶永渕悦子
対　　象▶一般
定　　員▶15人（先着順）
受 講 料▶3,500円（保険料込み）
申込期間▶3月13日（水）～4月10日（水）

呼
吸
に
意
識
を
向
け
、ゆ
っ
く
り

と
１
つ
１
つ
の
ポ
ー
ズ
を
無
理
の

な
い
範
囲
で
丁
寧
に
行
い
心
身
の

バ
ラ
ン
ス
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

期　　間▶4月12日～6月28日（金曜日  全８回）
時　　間▶1部＝19:15～20:15　2部＝20:30～21:30
会　　場▶２階多目的室
講　　師▶柳  孝道
対　　象▶一般
定　　員▶各15人（先着順）
受 講 料▶5,000円（保険料込み）
申込期間▶3月15日（金）～4月12日（金）

ママフィット＆ベビービスク［第１期］

期　　間▶4月12日～6月14日（金曜日  全８回）
時　　間▶11:30～12:30
会　　場▶２階多目的室
講　　師▶知念康代（日本マタニティフィットネス協会インストラクター）
対　　象▶３カ月～２才のママ＆ベビー
定　　員▶12組（先着順）
受 講 料▶5,000円（保険料込み）
申込期間▶3月15日（金）～4月12日（金）

有
酸
素
運
動
、ヨ
ガ
の
動
き
に
よ
る

体
力
ア
ッ
プ
と
骨
盤
調
整
な
ど
の
ボ
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ア
に
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え
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ン
シ
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プ
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基
本
に
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ビ
ー
マ
ッ

サ
ー
ジ
と
ベ
ビ
ー
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ク
サ
サ
イ
ズ
。

沖縄県国際交流・人材育成財団

奨学生募集 　沖縄県国際交流・人材育成財団では、文化及び産業発展の助けとなる有能な人材
を育成することを目的に奨学金を実施しています。奨学金は無利息で貸与されます。

 大学貸与奨学金
　勉学意欲がありながら経済的理由により修学に困難がある
人に対して貸与されます。奨学金の貸与が終了すると、奨学生
本人に返還の義務が生じます。家庭の経済状況やあなたの人
生・生活設計に基づき、十分考慮のうえ申込みをしてください。
▶対　　象／国内の大学・大学院・高等専門学校・専修学校
　　　　　　　　　（専門課程）在学または４月入学予定者
▶受付期間／４月15日（月）まで
 高校育英貸与奨学金
 学業・人物ともに優れた生徒で、経済的理由で修学に困難が
ある生徒で、家計・学力の基準があります。
▶対　　象／高等学校・中等教育学校の後期過程・特別支援
　　　　　　学校の高等部・特に認められた専攻科・専修学
　　　　　　校高等過程（修業年限２年以上）
▶申込方法／出願書類を学校から受け取り、学校が定める期
　　　　　　日までに学校へ提出

 高等学校奨学金
　勉強意欲がありながら経済的理由で修学が困難な生徒。対
象は新１年生のみ。家計が困窮している場合に限ります。
▶対　　象／県内の高等学校・県内の中等教育学校の後期過程
▶申込方法／出願書類を学校から受け取り、学校が定める期
　　　　　　日までに学校へ提出
 県出身海外移住者子弟
　県出身海外移住者の指定で海外に住み、県内の大学・大学
院に在学する学生。
▶対　　象／大学・大学院
▶受付期間／４月15日（月）まで

　応募資格・貸与月額・応募方法・選考・返還など詳しくは下記
へお問い合わせください。またはHP http://www.oihf.or.jp/
をご覧ください。

 公益財団法人沖縄県国際交流・人材育成財団　奨学課　☎942-9213お問い合わせ

広報
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無料相談窓口（要予約）

　本町の委託相談員が、ご相談の内容に応じて関係機関と連
携して支援を行います。

　・与那原町在住の障がいのある方（その家族を含む）
  　 ※障がいの可能性がある場合も対象となります。
　・障がい支援に携わる者（福祉サービス事業所等）
　・お子さんの発達等が気になる等相談を希望される方

▶相談日時／毎週火曜日（休日は除く）14時～16時
▶受付方法／与那原町福祉課への電話申込
▶受付日時／土日祝祭日を除く午前８時半～午後５時15分

　　　（12時～13時は除く）
▶面談場所　与那原町交流センターひざし

① 地域生活支援センターEnjoy
② さぽーとせんたー i

委託相談事業所

お気軽にご相談ください

仕事
どうしよう…

生活が心配…

うちの子の
発達は…

お問い合わせ  福祉課⑤ ☎945-1525

▶相談日／ ４月19日（金）・５月10日（金）・5月17日（金）
　※原則として奇数月は第１・３金曜、偶数月は第３金曜日
▶時　間／午後２時～４時（受付順で時間指定）
▶場　所／町社会福祉センター
▶内　容／交通事故 ・ 土地問題 ・ ヤミ金融 ・ 多重債務　　
　　　　　相続遺言・家庭問題ほか
▶申 込 方 法／電話予約
▶担当弁護士／中野清光氏（町顧問弁護士）

４月・５月の無料法律相談

お問い合わせ  総務課⑪  ☎945-2201

　環境省では、統計法に基づく一般統計調査として「家庭部門
のCO2排出実態統計調査」を実施します。
　この調査は、家庭からのCO2排出実態やエネルギー消費実
態を詳細かつ継続的に把握し、削減対策の検証等に幅広く活
用することなどを目的として平成29年度より実施しているもの
です。
　収集した調査票情報は、統計法に基づき厳正に管理するとと
もに、結果の公表時には個人を特定できないよう処理を施した
上、集計表を作成・公表します。
　公表は2020年度中を予定しており、環境省のＨＰや政府統
計の総合窓口（e-Stat）にて公表いたします。
　調査対象となりましたご世帯につきましては、何卒ご協力を
お願いします。
▶調査の名称／家庭部門のCO2排出実態統計調査
▶調査実施／株式会社インテージリサーチへ委託して実施
▶調査期間／平成31年４月より１年間
　　　　　　　　　　（調査協力依頼は２月14日より実施）
▶調査対象／全国13,000世帯

 お問い合わせ先
　環境省　地球環境局　総務課　低炭素社会推進室
ＨＰ…http://www.env.go.jp/earth/ondanka/ghg/kateiCO2tokei.html
　　　　☎03-5521-8244(直通)　☎03-3581-3351(代表)

 調査についてのお問い合わせ先
　株式会社インテージリサーチ
　　　　　家庭部門のCO2排出実態統計調査　事務局
　　　　　☎0120-305-105（フリーダイヤル）
　　　　　受付時間／平日9:30～17:30

「家庭部門のCO2排出実態統計調査」を実施します

▶職種・人員／主事（１名）
▶応募資格・免許／① 昭和59年4月2日以後に出生した者
　　　　　　　　 ② 社会福祉士国家資格を有する者
　　　　　　　　 ③ 県内在住の者
　　　　　　　　 ④ 普通自動車運転免許
▶採用予定日／2019年7月1日

与那原町社会福祉協議会職員採用試験

お問い
合わせ  

社会福祉法人 与那原町社会福祉協議会（与那原町社会福祉センター内）
〒901-1302　与那原町字上与那原16番地２　☎945-3016

トーマ産業株式会社　　様

　児童福祉支援寄付金は、基金へ積み立てられ、こどもの生まれ
育った環境によって左右されることのないよう、与那原町の次世
代を担う子どもの健やかな成長のために役立てられます。

3,000,000円

ご寄付ありがとうございます

お問い合わせ  子育て支援課⑦ ☎945-6520

児童福祉支援寄付者
（平成31年1月～3月受付分）

寄付者ご芳名 寄付金

会社創業50周年の節目にご寄附いただきました

与那原町は、与那原町子どもみらい応援基金を
創設しています

▶試験会場／与那原町コミュニティセンター３階研修室
（与那原町字与那原712番地）

▶提出書類／・ 受験申込書（3カ月以内の顔写真貼付）
　　　　　　・ 社会福祉士登録証(写し)
　　　　　　・ 履歴書（3カ月以内の顔写真貼付）
▶申込方法／受験申込書を直接社会福祉協議会窓口で受け
　　　　　　取るか与那原町役場ホームページからダウン
　　　　　　ロードしてください。
　　　※申し込みは社会福祉協議会窓口に直接申し込むこと
　　　　　　　　　　　　　（ただし、離島は郵送でも可）。
▶応募期間／平成31年４月１日(月)～４月22日(月)
　　　　　　　　　【土・日・祝日を除く、8:30～17:15まで】

一次試験

二次試験

小論文

面 接

2019年5月5日（日）10:00～11:30

2019年5月26日（日）10:00～

項　目 試験種目 日　　　　　　時

　病気の悩み、失業、生活苦、人間関係の悩み、いじめなどで孤
独と絶望に陥り、誰にも相談できず、死んでしまいたいと思うほ
ど苦しいときに電話をかけてください。名前を言う必要はあり
ません。秘密は守られます。「沖縄いのちの電話」は、いつでも
あなたからの電話を待っています。

※毎月10日は全国共通のフリーダイヤルで相談を受け付けて
　います。　☎0120-783-556（午前８時～翌日午前８時）

　沖縄いのちの電話は、孤独の中にあって時には精神的危機
に直面し、助けと励ましを求めている一人ひとりの声に相談員
が「電話」を通して耳を傾け、勇気を持って生きていけるように
する電話相談のボランティア団体です。
　所定の養成講座を受けた方が、電話相談員として登録され
活動しています。現在、６月６日（木）開講の相談員養成公開講
座受講生を募集しています。

自殺予防　沖縄いのちの電話

カウンセリング養成公開講座受講生募集

お問い合わせ  沖縄いのちの電話（事務局）  ☎888-4747

沖縄いのちの電話　相談電話番号　☎888-4343
毎日午前10時～午後11時

沖縄いのちの電話相談員

2019年度

■ 国家公務員採用試験（院卒者、大卒程度試験）
　インターネット受付期間　３月29日（金）～４月8日（月）

■ 国家公務員採用一般職試験（大卒程度試験）
　インターネット受付期間　４月5日（金）～４月17日（水）

■ 国家公務員採用一般職試験（高卒者、社会人＝係員級＝試験）
　インターネット受付期間　６月17日（月）～６月26日（水）

※受験資格などは下記へお問い合わせください。
人事院HPもご参照ください。

http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

国家公務員採用試験

お問い合わせ  人事院沖縄事務所調査課　試験担当  ☎834-8400

　糸満市の平和祈念公園では、戦没者の慰霊と平和発信など
を目的に４月28日（日）～５月5日（日）、平和祈念こいのぼりまつり
を行い、期間中こいのぼり掲揚などのイベントを行います。沖縄
県平和祈念財団では、家庭で作った平和メッセージ入りのこい
のぼりを募集します。

▶形　　状／強風や悪天候に備え、筒状ではなく平面型での
　　　　　　製作を希望
▶締　　切／４月21日（日）
▶掲 揚 式／４月28日（日） 午前９時半
▶会　　場／平和祈念公園
　※各都道府県の慰霊塔（摩文仁・米須・真栄里、八重瀬町具
　　志頭、宜野湾市嘉数）では11時開始
▶掲揚期間／５月５日（日）まで
▶関連イベント／親子で学ぶ平和祈念堂・グラウンドゴルフ交流
　　　　　　　　会・手作りこいのぼり・映画上映会　ほか

手作り作品掲揚　平和祈念公園

お問い合わせ  沖縄県平和祈念財団 ☎997-2765

第15回  平和祈念こいのぼりまつり

　総務省沖縄総合通信事務所は、インターネットの安心・安全
な利用のために、保護者・教職員などのほか、小学校中学年～
高校生向けに実施する啓発・ガイダンスを開催します。
　ネット依存、ネットいじめ、誘い出し・成りすまし、個人情報、ネッ
ト詐欺、チェーンメール、著作権・肖像権など、子どもに迫る危険
の実体を正しく知り、トラブルを未然に防ぐための啓発講座で
す。講座では判断力などの不十分な子どもをネットの被害者・
加害者にならないための提案を行います。
　講師の派遣にともなう謝礼や交通費は無料（開催人数や場
所の確保は必要）。開催日程など、ご相談に応じます。詳しくは
HP http://www.e-netcaravan.jp/ または下記までご連絡ください。

e -ネット安心講座　開催申込受付中

　お問い合わせ  総務省沖縄総合通信事務所  ☎865-2302

 インターネットトラブル事例集
　「これくらい平気だろうと」「そんなつもりじゃなかったのに」「予想外
のトラブルが起きて』｢知らないうちにプライベートな情報が…」実際の
トラブルからは学べることがいっぱい。学校で、家庭で、友人同士や地
域で、子どもと一緒に考えてみませんか。下記事例集をご覧ください。

お問い合わせ  沖縄労働局　雇用環境・均等室  ☎868-4380

　年次有給休暇は、労働基準法で定め
られた労働者に与えられた権利です。そ
こには…
● ６カ月以上継続して雇われていること
● 全労働日の８割以上出勤していること
　…を満たしていれば、10日間の年次
有給休暇が用意され、申し出ることで取
得できます（勤続年数や週の所定労働
日数などに応じて日数は異なります）。

■  取得率は半分以下
　年次有給休暇の取得率は46.2％（全
国51.1％）と半分以下の数値です。その理由に「みんなに迷惑
がかかる」「後で忙しくなる」「職場の雰囲気で休みづらい」な
どが全体の約2/3を占めています。

■  休暇を利用しやすい職場に
　この４月から、労働基準法の改正で、使用者は法定の年次有
給休暇付与日数が10日以上のすべての労働者に、毎年５日間、
年次有給休暇を確実に取得させることが必要となりました。
　休暇を取得しやすい職場環境は、仕事への意識や意欲を高
め、生産性を上げます。
　使用者も労働者も、互いに休暇への話し合いの機会をつく
り、取得しやすい環境にしましょう。

計画的な仕事と有給休暇の利用を

今年のGWは10連休

 試 験 日

与那原町イメージキャラクター
つなひきかちゃん
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無料相談窓口（要予約）

　本町の委託相談員が、ご相談の内容に応じて関係機関と連
携して支援を行います。

　・与那原町在住の障がいのある方（その家族を含む）
  　 ※障がいの可能性がある場合も対象となります。
　・障がい支援に携わる者（福祉サービス事業所等）
　・お子さんの発達等が気になる等相談を希望される方

▶相談日時／毎週火曜日（休日は除く）14時～16時
▶受付方法／与那原町福祉課への電話申込
▶受付日時／土日祝祭日を除く午前８時半～午後５時15分

　　　（12時～13時は除く）
▶面談場所　与那原町交流センターひざし

① 地域生活支援センターEnjoy
② さぽーとせんたー i

委託相談事業所

お気軽にご相談ください

仕事
どうしよう…

生活が心配…

うちの子の
発達は…

お問い合わせ  福祉課⑤ ☎945-1525

▶相談日／ ４月19日（金）・５月10日（金）・5月17日（金）
　※原則として奇数月は第１・３金曜、偶数月は第３金曜日
▶時　間／午後２時～４時（受付順で時間指定）
▶場　所／町社会福祉センター
▶内　容／交通事故 ・ 土地問題 ・ ヤミ金融 ・ 多重債務　　
　　　　　相続遺言・家庭問題ほか
▶申 込 方 法／電話予約
▶担当弁護士／中野清光氏（町顧問弁護士）

４月・５月の無料法律相談

お問い合わせ  総務課⑪  ☎945-2201

　環境省では、統計法に基づく一般統計調査として「家庭部門
のCO2排出実態統計調査」を実施します。
　この調査は、家庭からのCO2排出実態やエネルギー消費実
態を詳細かつ継続的に把握し、削減対策の検証等に幅広く活
用することなどを目的として平成29年度より実施しているもの
です。
　収集した調査票情報は、統計法に基づき厳正に管理するとと
もに、結果の公表時には個人を特定できないよう処理を施した
上、集計表を作成・公表します。
　公表は2020年度中を予定しており、環境省のＨＰや政府統
計の総合窓口（e-Stat）にて公表いたします。
　調査対象となりましたご世帯につきましては、何卒ご協力を
お願いします。
▶調査の名称／家庭部門のCO2排出実態統計調査
▶調査実施／株式会社インテージリサーチへ委託して実施
▶調査期間／平成31年４月より１年間
　　　　　　　　　　（調査協力依頼は２月14日より実施）
▶調査対象／全国13,000世帯

 お問い合わせ先
　環境省　地球環境局　総務課　低炭素社会推進室
ＨＰ…http://www.env.go.jp/earth/ondanka/ghg/kateiCO2tokei.html
　　　　☎03-5521-8244(直通)　☎03-3581-3351(代表)

 調査についてのお問い合わせ先
　株式会社インテージリサーチ
　　　　　家庭部門のCO2排出実態統計調査　事務局
　　　　　☎0120-305-105（フリーダイヤル）
　　　　　受付時間／平日9:30～17:30

「家庭部門のCO2排出実態統計調査」を実施します

▶職種・人員／主事（１名）
▶応募資格・免許／① 昭和59年4月2日以後に出生した者
　　　　　　　　 ② 社会福祉士国家資格を有する者
　　　　　　　　 ③ 県内在住の者
　　　　　　　　 ④ 普通自動車運転免許
▶採用予定日／2019年7月1日

与那原町社会福祉協議会職員採用試験

お問い
合わせ  

社会福祉法人 与那原町社会福祉協議会（与那原町社会福祉センター内）
〒901-1302　与那原町字上与那原16番地２　☎945-3016

トーマ産業株式会社　　様

　児童福祉支援寄付金は、基金へ積み立てられ、こどもの生まれ
育った環境によって左右されることのないよう、与那原町の次世
代を担う子どもの健やかな成長のために役立てられます。

3,000,000円

ご寄付ありがとうございます

お問い合わせ  子育て支援課⑦ ☎945-6520

児童福祉支援寄付者
（平成31年1月～3月受付分）

寄付者ご芳名 寄付金

会社創業50周年の節目にご寄附いただきました

与那原町は、与那原町子どもみらい応援基金を
創設しています

▶試験会場／与那原町コミュニティセンター３階研修室
（与那原町字与那原712番地）

▶提出書類／・ 受験申込書（3カ月以内の顔写真貼付）
　　　　　　・ 社会福祉士登録証(写し)
　　　　　　・ 履歴書（3カ月以内の顔写真貼付）
▶申込方法／受験申込書を直接社会福祉協議会窓口で受け
　　　　　　取るか与那原町役場ホームページからダウン
　　　　　　ロードしてください。
　　　※申し込みは社会福祉協議会窓口に直接申し込むこと
　　　　　　　　　　　　　（ただし、離島は郵送でも可）。
▶応募期間／平成31年４月１日(月)～４月22日(月)
　　　　　　　　　【土・日・祝日を除く、8:30～17:15まで】

一次試験

二次試験

小論文

面 接

2019年5月5日（日）10:00～11:30

2019年5月26日（日）10:00～

項　目 試験種目 日　　　　　　時

　病気の悩み、失業、生活苦、人間関係の悩み、いじめなどで孤
独と絶望に陥り、誰にも相談できず、死んでしまいたいと思うほ
ど苦しいときに電話をかけてください。名前を言う必要はあり
ません。秘密は守られます。「沖縄いのちの電話」は、いつでも
あなたからの電話を待っています。

※毎月10日は全国共通のフリーダイヤルで相談を受け付けて
　います。　☎0120-783-556（午前８時～翌日午前８時）

　沖縄いのちの電話は、孤独の中にあって時には精神的危機
に直面し、助けと励ましを求めている一人ひとりの声に相談員
が「電話」を通して耳を傾け、勇気を持って生きていけるように
する電話相談のボランティア団体です。
　所定の養成講座を受けた方が、電話相談員として登録され
活動しています。現在、６月６日（木）開講の相談員養成公開講
座受講生を募集しています。

自殺予防　沖縄いのちの電話

カウンセリング養成公開講座受講生募集

お問い合わせ  沖縄いのちの電話（事務局）  ☎888-4747

沖縄いのちの電話　相談電話番号　☎888-4343
毎日午前10時～午後11時

沖縄いのちの電話相談員

2019年度

■ 国家公務員採用試験（院卒者、大卒程度試験）
　インターネット受付期間　３月29日（金）～４月8日（月）

■ 国家公務員採用一般職試験（大卒程度試験）
　インターネット受付期間　４月5日（金）～４月17日（水）

■ 国家公務員採用一般職試験（高卒者、社会人＝係員級＝試験）
　インターネット受付期間　６月17日（月）～６月26日（水）

※受験資格などは下記へお問い合わせください。
人事院HPもご参照ください。

http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

国家公務員採用試験

お問い合わせ  人事院沖縄事務所調査課　試験担当  ☎834-8400

　糸満市の平和祈念公園では、戦没者の慰霊と平和発信など
を目的に４月28日（日）～５月5日（日）、平和祈念こいのぼりまつり
を行い、期間中こいのぼり掲揚などのイベントを行います。沖縄
県平和祈念財団では、家庭で作った平和メッセージ入りのこい
のぼりを募集します。

▶形　　状／強風や悪天候に備え、筒状ではなく平面型での
　　　　　　製作を希望
▶締　　切／４月21日（日）
▶掲 揚 式／４月28日（日） 午前９時半
▶会　　場／平和祈念公園
　※各都道府県の慰霊塔（摩文仁・米須・真栄里、八重瀬町具
　　志頭、宜野湾市嘉数）では11時開始
▶掲揚期間／５月５日（日）まで
▶関連イベント／親子で学ぶ平和祈念堂・グラウンドゴルフ交流
　　　　　　　　会・手作りこいのぼり・映画上映会　ほか

手作り作品掲揚　平和祈念公園

お問い合わせ  沖縄県平和祈念財団 ☎997-2765

第15回  平和祈念こいのぼりまつり

　総務省沖縄総合通信事務所は、インターネットの安心・安全
な利用のために、保護者・教職員などのほか、小学校中学年～
高校生向けに実施する啓発・ガイダンスを開催します。
　ネット依存、ネットいじめ、誘い出し・成りすまし、個人情報、ネッ
ト詐欺、チェーンメール、著作権・肖像権など、子どもに迫る危険
の実体を正しく知り、トラブルを未然に防ぐための啓発講座で
す。講座では判断力などの不十分な子どもをネットの被害者・
加害者にならないための提案を行います。
　講師の派遣にともなう謝礼や交通費は無料（開催人数や場
所の確保は必要）。開催日程など、ご相談に応じます。詳しくは
HP http://www.e-netcaravan.jp/ または下記までご連絡ください。

e -ネット安心講座　開催申込受付中

　お問い合わせ  総務省沖縄総合通信事務所  ☎865-2302

 インターネットトラブル事例集
　「これくらい平気だろうと」「そんなつもりじゃなかったのに」「予想外
のトラブルが起きて』｢知らないうちにプライベートな情報が…」実際の
トラブルからは学べることがいっぱい。学校で、家庭で、友人同士や地
域で、子どもと一緒に考えてみませんか。下記事例集をご覧ください。

お問い合わせ  沖縄労働局　雇用環境・均等室  ☎868-4380

　年次有給休暇は、労働基準法で定め
られた労働者に与えられた権利です。そ
こには…
● ６カ月以上継続して雇われていること
● 全労働日の８割以上出勤していること
　…を満たしていれば、10日間の年次
有給休暇が用意され、申し出ることで取
得できます（勤続年数や週の所定労働
日数などに応じて日数は異なります）。

■  取得率は半分以下
　年次有給休暇の取得率は46.2％（全
国51.1％）と半分以下の数値です。その理由に「みんなに迷惑
がかかる」「後で忙しくなる」「職場の雰囲気で休みづらい」な
どが全体の約2/3を占めています。

■  休暇を利用しやすい職場に
　この４月から、労働基準法の改正で、使用者は法定の年次有
給休暇付与日数が10日以上のすべての労働者に、毎年５日間、
年次有給休暇を確実に取得させることが必要となりました。
　休暇を取得しやすい職場環境は、仕事への意識や意欲を高
め、生産性を上げます。
　使用者も労働者も、互いに休暇への話し合いの機会をつく
り、取得しやすい環境にしましょう。

計画的な仕事と有給休暇の利用を

今年のGWは10連休
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旧2月26日

旧2月27日

旧2月28日

旧2月29日

旧3月1日

旧3月2日

旧3月3日

旧3月4日

旧3月5日

旧3月6日

旧3月7日

旧3月8日

旧3月9日

旧3月10日

旧3月11日

旧3月12日

旧3月13日

旧3月14日

旧3月15日

旧3月16日

旧3月17日

旧3月18日

旧3月19日

旧3月20日

旧3月21日

旧3月22日

旧3月23日

旧3月24日

旧3月25日

旧3月26日

進学塾
予備校

与那原から東大へ

横濱学院
「与那原で2008年創業！10年で1300名を学習支援！』

与那原町字与那原1009番地  ☎946-2446
＜設置コース＞ 個別指導、集団授業、映像講座ほか  ◇キッズ科   ◇中学受験科
　　　　　　　◇高校受験科  ◇大学受験科  ◇医療進学科  ◇エアライン科ほか
＜主な合格実績＞◇大学：自治医大（医）、琉球大（医・法文・理・工・教）、千葉大（医・工）、防衛医大
（医）、沖縄県看大（看護・助産）、名桜大（看護・国際）、長崎大（歯学・国際）、沖縄県立芸術大学、北海
道大、秋田大、沖縄国際大、沖縄女子短大、創価大、獨協大、早稲田大、西南学院大、中央大ほか
◇中高受験：インターナショナルスクールオブアジア軽井沢、開邦（理数・国際・芸術・学術）、球陽中
高、向陽高、首里高、那覇国際、那覇、知念、沖尚中高、興南中高、琉大附属中、アミークスほか

下水道への接続で、きれいな海の再生を!

● 普及率（人口ベース）　82.8%（+0.1）
● 使用可能人口　16,384人（－ 7）
● 使用人口　　　12,048人（+  7）

公共下水道普及状況 （１月末現在）

 上下水道課 ☎945-3017お問い合わせ

● 使用人口率　  73.5％（±  0）
● 使用可能世帯数  6,731件（+  2）
● 使用世帯数　 4,801件（－   2）
● 使用世帯率　  71.3％（－0.1）

与那原町

西 原 町

南 城 市

八重瀬町

計

与那原町

西 原 町

南 城 市

八重瀬町

計
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353

689

720

515

2,277

206

309

403

324

1,242

２月 

404

777

824

593

2,598

232

338

460

365

1,395

１月 前月比（%） １日平均

可燃ごみの搬入量・搬入台数

お問い合わせ  南部広域行政組合　東部環境美化センター ☎946-3014

南部広域行政組合  東部環境美化センターからのお知らせ

４月1日

４月2日

４月3日

４月4日

４月5日

４月6日

４月7日

４月8日

４月9日

４月10日

４月11日

４月12日

４月13日

４月14日

４月15日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

・健康相談（福祉センター）

・全国学力・学習状況調査（小・中）

・与那原中授業参観／PTA総会

・無料法律相談（福祉センター）
・「少年を守る日」夜間パトロール

・与那原中振替休日
・図書館休館日

・図書館休館日

・小学校入学式

・図書館休館日

・健康相談（福祉センター）

・固定資産税１期口座振替日

・小学校・中学校始業式 ・与那原中入学式
・図書館休館日

・町立幼稚園入園式
・健康相談（福祉センター）

・海外短期留学募集開始（学校教育課）

・健康相談（福祉センター）

４月16日

４月17日

４月18日

４月19日

４月20日

４月21日

４月22日

４月23日

４月24日

４月25日

４月26日

４月27日

４月28日

４月29日

４月30日

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

4月 町 の 主 な 行 事町 の 主 な 行 事

昭和の日

休日

清明

琉球古典音楽家・宮城嗣長没（1944） 琉球古典音楽家・仲泊兼蒲没（1945）

穀雨

URL  http://www.owjc.ac.jp
TEL（098）882-9001 FAX（098）882-8901

〒901-1304  沖縄県島尻郡与那原町東浜１番地

総合ビジネス学科 児童教育学科

ビジネス心理コース
観光ホスピタリティ
　　　　　  コース

初等教育コース
心理教育コース
福祉教育コース

2020年度の大学案内は5月より
発送予定です！

資料請求お待ちしております☆

　与那原町の観光や地域を盛り上げ、まち歩きガイドとして活
躍して頂ける方を育成する講座です。原則として全日程参加可
能で、講座終了後まち歩きガイドとして活躍できる18歳以上。
居住地の制限はありません。
▶期　間　５月９日（木）～７月11日（木）全10回
▶内　容　座学・野外研修（東御廻りも予定）
▶受講料　2,000円（資料代）
▶申　込　下記事務局または役場観光商工課に申込書を設置

第３期 与那原町まち歩きガイド育成講座

　お問い
合わせ  
         よなばる観光まちづくりネットワーク
 　　　　　　　　　 ☎835-8088（くに旅行サービス内）

地域を盛り上げるため活躍したい方へ

　ごみの減量化を図ることを目的に、町内でご自分の世帯の生
ごみを自己処理しようとする方に、奨励金を交付しています。
 奨励金交付額と対象要件
●奨励金の額は、処理機１機当たりの購入額の２分の１（限度額
　３万円）。処理容器に関しては、１基当たりの購入額の２分の１
　（限度額３千円）
● 町内に住所を有しかつ居住している方で、町内で処理ができる方
●過去５年間処理機にかかる奨励金の交付を受けていない方で、
　過去３年間処理容器にかかる奨励金の交付を受けていない方
 申請受付
●申請用紙に必要事項を記入し、生活環境安全課へ提出してください。

奨励金を交付します

お問い合わせ  生活環境安全課⑫ ☎945-4688

家庭用生ごみ処理機を購入する方に

※補助金、奨励金の交付を受けるには、申請書類の提出が必要です。
　まずは、お気軽にお電話ください。

お問い合わせ  生活環境安全課⑫ ☎945-4688

※補助金、奨励金の交付を受けるには、申請書類の提出が必要です。
　まずは、お気軽にお電話ください。

　与那原町では、化石燃料代替エネルギーの導入を進め、省エ
ネルギーや環境保全への意識を高めていただくため、平成24年
４月１日以降に町内で太陽光発電システムを設置された方に補
助金を交付します。
 補助金交付額と対象要件
●補助金の額は、定額3万円
●町内に住所を有しかつ自らが居住する住宅にシステムを設置する方
●太陽光発電システムが未使用品（新品の購入）であること
●電力会社と電灯契約及び電力受給契約を締結できること
●町税等を滞納していないこと
 申請受付
●申請用紙に必要事項を記入し、生活環境安全課へ提出してください

補助金を交付します

太陽光発電システムを設置する方に

　与那原町は、地場産業の
窯業振興と赤瓦街並み景
観形成の促進を図るため、
町内で沖縄赤瓦を使用した
建築物・構築物を建築され
た方に対して予算の範囲内
で奨励金を交付します。

 対象要件
●沖縄県赤瓦事業者共同組合加入者が生産した瓦等であること
●工事を行う業者は、与那原町に本社所在地がある法人または
　個人であること
●沖縄赤瓦の工事費２万円以上の建築物・構築物であること
●国や県・市町村所有でない建築物・構築物または国や県・市町
　村の補助を受けていない建築物・構築物であること
●町税などを滞納していないこと
●工事費の30％以内で、上限額30万円

 申請受付
●工事が該当するかどうかは、事前に下記までお問い合わせください

沖縄赤瓦使用に奨励金を交付します

お問い合わせ  観光商工課⑬ ☎945-5323

　2019年５月１日から新元号が施行されます。現在お手元にあ
る与那原町役場より発行された通知書・納付書・受給者証など
に記載されている日付で、2019年５月１日以降の元号は、下記
のように読み替えてご使用いただきますようお願いします。
　　　　　「平成31年」→「（新元号）元年」
　　　　　「平成32年」→「（新元号）２年」
　　　　　「平成33年」→「（新元号）３年」
　　　　　　以降、「3X年」を「（新元号）X年」に

町発行の書類読み替えをお願いします

お問い
合わせ  

2019年５月１日から新元号が施行されます

各通知書・納付書・受給者証の内容に関しては発行・
発出した各課へお問い合わせください。
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旧2月26日

旧2月27日

旧2月28日

旧2月29日

旧3月1日

旧3月2日

旧3月3日

旧3月4日

旧3月5日

旧3月6日

旧3月7日

旧3月8日

旧3月9日

旧3月10日

旧3月11日

旧3月12日

旧3月13日

旧3月14日

旧3月15日

旧3月16日

旧3月17日

旧3月18日

旧3月19日

旧3月20日

旧3月21日

旧3月22日

旧3月23日

旧3月24日

旧3月25日

旧3月26日

進学塾
予備校

与那原から東大へ

横濱学院
「与那原で2008年創業！10年で1300名を学習支援！』

与那原町字与那原1009番地  ☎946-2446
＜設置コース＞ 個別指導、集団授業、映像講座ほか  ◇キッズ科   ◇中学受験科
　　　　　　　◇高校受験科  ◇大学受験科  ◇医療進学科  ◇エアライン科ほか
＜主な合格実績＞◇大学：自治医大（医）、琉球大（医・法文・理・工・教）、千葉大（医・工）、防衛医大
（医）、沖縄県看大（看護・助産）、名桜大（看護・国際）、長崎大（歯学・国際）、沖縄県立芸術大学、北海
道大、秋田大、沖縄国際大、沖縄女子短大、創価大、獨協大、早稲田大、西南学院大、中央大ほか
◇中高受験：インターナショナルスクールオブアジア軽井沢、開邦（理数・国際・芸術・学術）、球陽中
高、向陽高、首里高、那覇国際、那覇、知念、沖尚中高、興南中高、琉大附属中、アミークスほか

下水道への接続で、きれいな海の再生を!

● 普及率（人口ベース）　82.8%（+0.1）
● 使用可能人口　16,384人（－ 7）
● 使用人口　　　12,048人（+  7）

公共下水道普及状況 （１月末現在）

 上下水道課 ☎945-3017お問い合わせ

● 使用人口率　  73.5％（±  0）
● 使用可能世帯数  6,731件（+  2）
● 使用世帯数　 4,801件（－   2）
● 使用世帯率　  71.3％（－0.1）

与那原町

西 原 町

南 城 市

八重瀬町

計

与那原町

西 原 町

南 城 市

八重瀬町

計
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２月 

404

777
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593

2,598

232

338

460

365
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１月 前月比（%） １日平均

可燃ごみの搬入量・搬入台数

お問い合わせ  南部広域行政組合　東部環境美化センター ☎946-3014

南部広域行政組合  東部環境美化センターからのお知らせ

４月1日

４月2日

４月3日

４月4日

４月5日

４月6日

４月7日

４月8日

４月9日

４月10日

４月11日

４月12日

４月13日

４月14日

４月15日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

・健康相談（福祉センター）

・全国学力・学習状況調査（小・中）

・与那原中授業参観／PTA総会

・無料法律相談（福祉センター）
・「少年を守る日」夜間パトロール

・与那原中振替休日
・図書館休館日

・図書館休館日

・小学校入学式

・図書館休館日

・健康相談（福祉センター）

・固定資産税１期口座振替日

・小学校・中学校始業式 ・与那原中入学式
・図書館休館日

・町立幼稚園入園式
・健康相談（福祉センター）

・海外短期留学募集開始（学校教育課）

・健康相談（福祉センター）

４月16日

４月17日

４月18日

４月19日

４月20日

４月21日

４月22日

４月23日

４月24日

４月25日

４月26日

４月27日

４月28日

４月29日

４月30日

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

4月 町 の 主 な 行 事町 の 主 な 行 事

昭和の日

休日

清明

琉球古典音楽家・宮城嗣長没（1944） 琉球古典音楽家・仲泊兼蒲没（1945）

穀雨

URL  http://www.owjc.ac.jp
TEL（098）882-9001 FAX（098）882-8901

〒901-1304  沖縄県島尻郡与那原町東浜１番地

総合ビジネス学科 児童教育学科

ビジネス心理コース
観光ホスピタリティ
　　　　　  コース

初等教育コース
心理教育コース
福祉教育コース

2020年度の大学案内は5月より
発送予定です！

資料請求お待ちしております☆

　与那原町の観光や地域を盛り上げ、まち歩きガイドとして活
躍して頂ける方を育成する講座です。原則として全日程参加可
能で、講座終了後まち歩きガイドとして活躍できる18歳以上。
居住地の制限はありません。
▶期　間　５月９日（木）～７月11日（木）全10回
▶内　容　座学・野外研修（東御廻りも予定）
▶受講料　2,000円（資料代）
▶申　込　下記事務局または役場観光商工課に申込書を設置

第３期 与那原町まち歩きガイド育成講座

　お問い
合わせ  
         よなばる観光まちづくりネットワーク
 　　　　　　　　　 ☎835-8088（くに旅行サービス内）

地域を盛り上げるため活躍したい方へ

　ごみの減量化を図ることを目的に、町内でご自分の世帯の生
ごみを自己処理しようとする方に、奨励金を交付しています。
 奨励金交付額と対象要件
●奨励金の額は、処理機１機当たりの購入額の２分の１（限度額
　３万円）。処理容器に関しては、１基当たりの購入額の２分の１
　（限度額３千円）
● 町内に住所を有しかつ居住している方で、町内で処理ができる方
●過去５年間処理機にかかる奨励金の交付を受けていない方で、
　過去３年間処理容器にかかる奨励金の交付を受けていない方
 申請受付
●申請用紙に必要事項を記入し、生活環境安全課へ提出してください。

奨励金を交付します

お問い合わせ  生活環境安全課⑫ ☎945-4688

家庭用生ごみ処理機を購入する方に

※補助金、奨励金の交付を受けるには、申請書類の提出が必要です。
　まずは、お気軽にお電話ください。

お問い合わせ  生活環境安全課⑫ ☎945-4688

※補助金、奨励金の交付を受けるには、申請書類の提出が必要です。
　まずは、お気軽にお電話ください。

　与那原町では、化石燃料代替エネルギーの導入を進め、省エ
ネルギーや環境保全への意識を高めていただくため、平成24年
４月１日以降に町内で太陽光発電システムを設置された方に補
助金を交付します。
 補助金交付額と対象要件
●補助金の額は、定額3万円
●町内に住所を有しかつ自らが居住する住宅にシステムを設置する方
●太陽光発電システムが未使用品（新品の購入）であること
●電力会社と電灯契約及び電力受給契約を締結できること
●町税等を滞納していないこと
 申請受付
●申請用紙に必要事項を記入し、生活環境安全課へ提出してください

補助金を交付します

太陽光発電システムを設置する方に

　与那原町は、地場産業の
窯業振興と赤瓦街並み景
観形成の促進を図るため、
町内で沖縄赤瓦を使用した
建築物・構築物を建築され
た方に対して予算の範囲内
で奨励金を交付します。

 対象要件
●沖縄県赤瓦事業者共同組合加入者が生産した瓦等であること
●工事を行う業者は、与那原町に本社所在地がある法人または
　個人であること
●沖縄赤瓦の工事費２万円以上の建築物・構築物であること
●国や県・市町村所有でない建築物・構築物または国や県・市町
　村の補助を受けていない建築物・構築物であること
●町税などを滞納していないこと
●工事費の30％以内で、上限額30万円

 申請受付
●工事が該当するかどうかは、事前に下記までお問い合わせください

沖縄赤瓦使用に奨励金を交付します

お問い合わせ  観光商工課⑬ ☎945-5323

　2019年５月１日から新元号が施行されます。現在お手元にあ
る与那原町役場より発行された通知書・納付書・受給者証など
に記載されている日付で、2019年５月１日以降の元号は、下記
のように読み替えてご使用いただきますようお願いします。
　　　　　「平成31年」→「（新元号）元年」
　　　　　「平成32年」→「（新元号）２年」
　　　　　「平成33年」→「（新元号）３年」
　　　　　　以降、「3X年」を「（新元号）X年」に

町発行の書類読み替えをお願いします

お問い
合わせ  

2019年５月１日から新元号が施行されます

各通知書・納付書・受給者証の内容に関しては発行・
発出した各課へお問い合わせください。
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44

与那原
交差点

与那原
警察署

日石
南部保健所前
バス停

南部保健所前
バス停

宮平
郵便局丸大宮平バス停

宮平バス停

兼城交差点

南風原石油

南風原町役場

総合精神保健
福祉センター

南部福祉
保健所

イオン
南風原店至

首
里

至那覇

那
覇
空
港
自
動
車
道

沖縄バス：（39）百名線（41）つきしろの町線
東陽バス：（30）泡瀬東線（37）那覇新開線（38）志喜屋線（91）城間線（南風原一日橋経由）
車で ： 那覇空港から南風原町経由与那原向け約20分

沖縄県健康づくり財団

一般財団法人 沖縄県健康づくり財団（沖縄県総合保健協会の名称が変わりました。）

お問い合わせ先

山里　將浩

【対象】小４〜６年生、中１〜３年生【対象】小４〜６年生、中１〜３年生

体験入会生受付中！体験入会生受付中！

↓相続・遺言に関することはこちらをチェック↓

相続・遺言おきなわ .com
http://souzokuigon-okinawa.com/

〜相続・遺言のお悩み解決します〜

完全個室の相談ブース完備。
お気軽にご相談ください。（要予約）
相続・遺言の無料相談実施中！

代表司法書士   喜屋武　力 与那原町字東浜２３番地２
（ローソン与那原東浜店となり）

←QRコードか
「相続 遺言 きゃん」
で検索してアクセス

営業時間 平日AM9:00〜PM5:30TEL 882-8177

完全個室のプライベートサロン SHINUS 〜シャイナス〜 完全予約制
全国エステティックサロンフォトコンテスト 2016 特別賞受賞

☎080‒6482‒4135 与那原町字東浜99-6  メイス403号

シミデトックス 妊活ケアサポート

生活習慣予防ケア

シミデトックス 7,500円→5,000円
20個～30個 ピンポイントケア

酵素栄養学・酸化・糖化等の内面美容は
健康寿命の延伸ケアです!
　　　カウンセリング 1,000円

妊活マイスターがいる
お店です！妊娠しやすい
カラダ作りをサポートします

シ
ミ
ケ
ア

　
分
あ
て
放
題

１
個 

２
５
０
円

ポロっと
排出!!
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与那原町 住宅リフォーム支援事業 募集のご案内

ヒカリ塗装工業

TEL/FAX 098-911-0557沖縄県南城市佐敷字新里 519
事務所：与那原町字東浜62-33（203）

最高20万
ぜひ、この機会にお問い合わせ下さい。

〒901-1412
営業所

総合塗装・防水・改修工事

090-9656-8006
代表者 儀間博光（一級技能士）

補助金額工事費用の20％

沖縄県知事許可（般一）第13543号

やってき
たことは

　やはり
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た


